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寄　　稿

京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 健康管理学講座
医療倫理学・遺伝医療学 遺伝カウンセラーコース 15 周年記念誌
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遺伝カウンセラーコース設立 15 周年に寄せて

和田　敬仁
◆ 現在の所属：京都大学大学院医学研究科 医療倫理学・遺伝医療学分野 准教授

◆ 在職期間：2013 年 4 月～現在に至る

遺伝カウンセラーコース設立15周年、おめでとう
ございます。

8 年近く、皆さんと勉強させて頂けたことに感謝
しています。気がつけば、勤続年数が神奈川県立こ
ども医療センターでの 4 年間、信州大学での 6 年半
を超え、この京都大学が最長となっていました。横
浜を離れる時には、多くの仲間に「言葉をそのまま
受け取ってはいけない。」と脅かされて、京都にやっ
てきました。「思っていたほどではなかったな」と感
じているのは、そもそも完全に騙されている証拠な
のか、なかなか微妙な京都です。

北大卒業後、北大医学部小児科神経班においては、
齋藤伸治先生（現、名古屋市立大学教授）のもと、
分子遺伝学の基礎を学び、現在の研究につながる
ATR-X 症候群に関する臨床研究で学位を取り、2 年
間の英国オックスフォード留学からの帰国後、2002
年から 2009 年までの 6 年半は、信州大学の福嶋義光
教授の下で遺伝医療を学びました。そこでは、認定
遺伝カウンセラー第 1 号の佐々木規子さん（現在、
長崎大学遺伝カウンセラーコースの教官）が巣立つ
のを目の当たりにし、まさに、日本の遺伝カウンセ
ラー制度の黎明期をみてきました。

自分の専門である小児神経の臨床に久々に戻った
神奈川県立こども医療センターを辞して、高校の修
学旅行以来、縁のない関西に移住する決断には、当
時、相当な覚悟を要しました。昔の信州大学での経
験があるからなんとかなるか、と楽観的になろうと
言い聞かせてやって来ましたが、幻想でした。社会
健康医学系専攻に存在する、この遺伝カウンセラー
コースに馴染むことができないまま、あっという間
に時間だけが過ぎてしまった気がいたします。試行
錯誤しながら、もう辞めようかなと考えていた矢
先、思いもかけず、社会予防医学系のベストティー
チャー賞 2015 を頂いたことが、（それが善かったの
か悪かったのかは判りませんが）自分を思いとどま
らせてくれました。

当教室での思い出を課題研究指導で担当した院生
を中心にいくつかご紹介したいと思います。

信州大学を離れる直前に、既に廃校が決まってい
た松本市五常小学校で、全校生徒 35 名を対象に「み
んな違ってみんないい」というタイトルで研修会を
行う機会を頂きました。わずか 45 分間の時間でし
たが、小学生に対する遺伝を理解してもらうことの
重要性を痛感し、いつか、実現させることを願って
いました。京都に来て間もなく、当時M2の柴田さん

（7 期）の助言をきっかけに、現在まで、日本学術振
興会「ときめききらめきサイエンス」や京都市青少
年科学センターの活動として、毎年、夏休みに遺伝
教室を開催することができました。鳥嶋さん（2 期）
を中心に、毎年、多くの大学院生の皆さんが取り組
んで下さったことに大変感謝しています。

また、秋山さん（8 期）、平岡さん（9 期）、高嶺さ
んや稲葉さん（10 期）、佐藤さん（11 期）らが、意
欲的にアメリカ人類遺伝学会に参加し、発表する姿
を逞しく感じ、こちらも力をもらいました。一般市
民に対して研究成果を公開する場である京都大学ア
カデミックデイ 2018 では、十川さん（12 期）が中
心となって出展し、3 回目にしてアカデミック賞を
取ったことも大きな喜びです。小池さん（13 期）に
は、遺伝学的剖検という法医学の領域にチャレンジ
する心意気とその先見性にも期待するところです。

一方、私が取り組んでいる ATR-X 症候群の治験に
おいても、国立成育医療研究センターの中國さん（7
期）から詳細な助言を頂いたことは、京大遺伝カウ
ンセラーコース卒業生の層の厚さを実感しました。

京都大学を巣立った遺伝カウンセラーさん達が、
不慣れであろう医療現場で、めまぐるしく変化する
遺伝医療の中心となって活躍されていることをとて
も頼もしく思います。奇しくも、15 周年を迎えた今
年は、コロナ禍の真っ最中となり、誰も経験したこ
とのない予測不能の社会に投げ出されていますが、
京都大学での過酷な課題研究発表会を突破した皆さ
んが、迷うことなく、「新たな道」を切り開いていく
ことと期待しています。小杉教授の下、この遺伝カ
ウンセラーコースが一層発展していくことを切願し
ております。
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京都大学医療倫理学・遺伝医療学分野
（遺伝カウンセラーコース）開講 15 周年に寄せて

山田　崇弘
◆ 現在の所属：京都大学医学部附属病院遺伝子診療部／倫理支援部、

京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 医療倫理学・遺伝医療学分野
◆ 在職期間：2017 年 6 月～現在に至る

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻医
療倫理学・遺伝医療学分野（遺伝カウンセラーコー
ス）の開講 15 周年、誠におめでとうございます。
現在、本コースにおいて特定准教授としてお世話に
なっている山田崇弘です。黎明期から日本の遺伝カ
ウンセラー教育を牽引してきた京大遺伝カウンセ
ラーコースが 15 周年を迎えるという記念すべき時
に教員として在籍できることを大変光栄に思ってお
ります。私は平成 29 年 6 月に小杉教授のご高配を
いただき北海道大学からこちらに異動して以来、す
でに 3 年半コースディレクター小杉先生のリーダー
シップの下、11 期から 15 期の学生の皆さんととも
に臨床に、講義に、実習に、研究に、取り組んで参
りました。これまで私自身は大学人としてはそれな
りの期間を過ごしてまいりましたが、医学生や若い
医師の教育を行うことが主体で、それ以外では看護
学生や助産学生の教育の経験しかなく、遺伝カウン
セラーコースの皆さんたちと日々新鮮に楽しく一緒
に学ばせていただいております。

近年は国内においても（まだまだ充足には遠いで
すが）遺伝カウンセラー養成コースも次第に増えて
きて、それぞれ特色のあるコースが展開されており
ますが、やはり京大の遺伝カウンセラーコースは我
が国初の社会医学専門職大学院である社会健康医学
系専攻 School of Public Health の一員であるというこ
とが特筆すべき点であると思います。本コースの学
生が臨床遺伝や遺伝カウンセリングを身につけるの
みならず幅広い社会医学を学んだことがいかに重要
かは日本中で活躍する卒業生を見ると本当によくわ
かります。そして、これからは医療だけでなく教育、
行政、福祉、産業など、ますますその領域を広げて
いってくださると信じています。世の中の遺伝医療
を取り巻く状況は 15 年前とは大きく変わり認定遺
伝カウンセラーのニーズも非常に高い状況となりま

した。実際、日常的に多くの病院や大学などから遺
伝カウンセラーを紹介してもらえないかというお話
をいただきます。遺伝医療の普及と臨床遺伝に対す
る考えかたの向上を反映していることでもあり喜ば
しいことではありますが、その一方で現実的な待遇
は十分ではなく、法的にも守られているとは言えま
せん。このような状況を改善して行くような社会全
体の遺伝医療のあり方まで影響を与えうる仕事は本
コースの卒業生にこそ期待されるところでもあると
信じております。

本コースの学生のもう一つの特徴として研究に対
して主体的に取り組む点があります。多くの修士課
程の大学院生は教員から与えられる課題に取り組む
ことが一般的な中で、本コースにおいては教員の指
導・助言のもとに主体的に課題を見出し積極的に取
り組む姿があります。これは上述の社会健康医学系
専攻 School of Public Health の学生としての基本姿勢
でもあると同時に本コースで 15 年間培われた伝統
でもあります。この 15 周年記念誌の課題研究一覧
や業績集にそれは如実に表れていますし、最近は毎
年のように英文論文が出ていることからも証明され
ています。

遺伝カウンセリングでは人の多様性を尊重するこ
とが基本にあります。本コースに集う学生がこれか
らも多様性を持って学習に、課題に取り組み卒業し
てゆく。そして認定遺伝カウンセラーとなってから
は目の前のクライエントの一人一人はもちろん、社
会全体に貢献して遺伝医療だけでなく社会における
遺伝リテラシー向上へ貢献してくださることを期待
しています。多くの皆様の支えをいただいて 15 周
年の区切りを素晴らしい成果を持って迎えられまし
た。次の 15 年へ新たな挑戦をしてゆく京大の遺伝
カウンセラーコースの一員として一人一人が貢献で
きることを考えて行きたいものです。
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京都大学遺伝カウンセラーコースとNGSDプロジェクト

川崎　秀徳
◆ 現在の所属：京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 医療倫理学・遺伝医療学

◆ 在職期間：2017 年 4 月～現在に至る

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 15 周年、
誠におめでとうございます。本コースに関わらせて
いただいてまだ 3 年あまりの若輩者ですが、小稿を
書かせていただきます。

私自身、双胎第 2 子の新生児仮死出生という生い
立ちもあり、大学卒業後 2 年間の初期研修医生活を
終えてからは、日本最大の新生児集中治療室（NICU）
を擁する埼玉医科大学総合医療センターに飛び込
み、新生児医療に 10 年間どっぷりと浸かりました。
そこは年間 150 例近くの極低出生体重児（出生体重
1,500g 未満の新生児）が入院してくる現場で、非常
に忙しい臨床の日々でした。埼玉県は京都府と真逆
で人口当たりの医師数が日本一少ない県の 1 つで、
慢性的な医師不足を背景として、入院中の急性期医
療だけでなく、入院中に担当していた NICU 卒業生
の長期フォローアップ外来も受け持っていました。
片手で抱き上げられるくらい小さく生まれた子ども
たちが立派に成長していく姿は何事にも変えられな
い感動を与えてくれます。外来で長期フォローして
いる児の中で、自分の力では診断に至ることができ
なかった遺伝性疾患の症例を何例か経験する中で遺
伝医療への興味が芽生えるようになり、2017 年度
の NGSD プロジェクト専攻医として京都大学医学部
附属病院遺伝子診療部でお世話になることにしまし
た。

NGSD プロジェクトはわが国のゲノム医療を牽引
する診療科横断的な臨床遺伝専門医の育成を目指
し、京都大学の他、信州大学、札幌医科大学、千葉
大学、東京女子医科大学、鳥取大学の 6 大学連携で
2014 年より開始されたプログラムで、これまで 50
名ほどが本プロジェクトで学びの場を得て、その後
活躍されています。平成 28 年度の医学教育モデル・
コア・カリキュラム改訂で初めて「遺伝医療・ゲノ
ム医療」という文言が加わりましたが、NGSD プロ
ジェクトは今まで体系的に臨床遺伝を学ぶことなく

臨床の現場に出てしまった医師が on the job training
で臨床遺伝を学ぶ重要な場となっています。しか
し、その認知度はいまだに低く、現在学会レベルで
の草の根の宣伝活動を始めているところです。臨床
遺伝に興味を持っているが、学ぶ機会がなかなか得
られない医師の教育機会として本プロジェクトをさ
らに発展させていければと考えています。

NGSD プロジェクト専攻医として 1 年間遺伝カウ
ンセラーコースの 12 期生と机を並べて勉強した後
は、当大学院の助教として大学院生の教育に微力な
がら携わらせていただいています。通称 “ 院生室 ”
で遺伝カウンセラーコースの大学院生とともに多く
の時間を共有し、認定遺伝カウンセラーの卵たちが
成長し巣立っていく姿を一番そばで見るのは、NICU
で経験した子どもたちの成長を見守る以上に喜ばし
いものです。これからもここで多くのこういった機
会に恵まれればと思います。

私は京都大学医学部附属病院の中で、現在小児遺
伝療育外来を担当しています。小児科のカンファ
レンスに積極的に顔を出し、face to face のコミュニ
ケーションを図る中で相談や紹介を受けるケースが
増えてきており、患児だけでなく、両親の保因者診
断や出生前診断、同胞に対するケアや説明に関わる
機会をたくさんいただいています。遺伝を専門にす
る者だからこそできる視点で、遺伝性疾患の患児の
生活を見守る活動を今後も引き続きしていければと
考えています。また、2017 年に和田敬仁先生が開
設された遺伝性結合組織疾患に対する診療ユニット

「マルファンユニット」の中心となり、各診療科をつ
なぐ活動もしています。こちらもユニットとして管
理している症例数が徐々に増えてきて、病院の中で
の認知度も徐々に向上してきています。こういった
活動を通しても、当遺伝カウンセラーコースに所属
する大学院生の臨床経験を今後とも後方から支援で
きればと考えています。
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この 15 年の振り返りと近況報告

浦尾　充子
◆ 現在の所属：千葉大学大学院医学研究院

◆ 在職期間：2005 年～ 2018 年

2006 年 2 月に遺伝カウンセラー・コーディネー
タユニットのイントロダクトリーセミナーが開催さ
れ、4 月からの開講を前に「医療コミュニケーショ
ンとカウンセリング」と題して私の考えをお話する
機会をいただいてから、ほぼ 15 年になります。

生まれも育ちも千葉県の私ですが、2000 年に京都
大学 SPH の第 1 回の大学院生として入学して、博士
課程の修了の年に小杉先生から遺伝カウンセリング
のコースができるので、カウンセリングの授業を担当
するようお誘いいただきました。修士課程・博士課
程の院生としての 5 年間とコースの教員としての 13
年間とをあわせると 18 年間にわたって千葉－京都往
復の生活でした。気持ちはまだまだ元気ではありま
したが、最後の数年は新幹線での往復がしんどいと
感じるようになり、院生さんや卒業生の有志の皆さ
んにお別れの会も開いていただいて千葉－京都の往
復の日々は 2018 年に終了とさせていただきました。

そのころに、小杉先生にこれまでの授業をまとめ
て後の人に引き継ぎたい旨をお話させていただいた
ところ、トントン拍子でテキストを出版できること
になり、村上さん、鳥嶋さんのご意見もいただいて
共著でまとめることができ、その当時皆さんにお伝
えしたかったことの 80 パーセントはこの書籍に載
せられたかなと思っています。今も千葉大学の院生
さんとも使っていますが、誤字が色々見つかった
り、文章の足りなかったところがあったり、もう少
し上級編として書いておけば良かったと思うことが
出てきたりで、残念な思いをすることもしばしばあ
ります。

京都とお別れしてから早いもので 2 年半が経過し
ましたが、その間も鳥嶋さんの博士論文のお手伝い
を中山先生とご一緒に継続することができたので、
鳥嶋さんからは皆さんの授業の様子なども時々伝え
聞いておりました。自分の研究については、網膜色
素変性の研究のまとめの段階で、千葉大学附属病院
で素晴らしい眼科医との出会いがあり、もうひと頑
張りと思っているところです。

一方、1990 年からカウンセリングを担当していた

千葉大学附属病院の仕事も今年の 3 月に終了し、こ
の 4 月からは遺伝カウンセラーコースの医療コミュ
ニケーションの授業のみを担当していますが、ロー
ルプレイの授業にも参加しながら、授業を通して成
長した院生さんを現場に送り出す楽しみを再び味
わっています。

千葉大学の遺伝カウンセリングの方は、遺伝子診
療部の皆さんから依頼があって、公認心理師で千葉
大学子どものこころの発達教育研究センター特任講
師の浦尾悠子（私の 3 人娘の長女です）が、医学研
究院内や病院と行き来できることもあり、私の後を
引き継いでくれることとなりました。今は特に神経
難病の方の発症前検査のためのカウンセリングを中
心に担当してくれています。また、担当ケースにつ
いても遺伝子診療部長の市川先生、心療内科の澤井
先生、お二人の遺伝カウンセラーと浦尾母子が参加
の形でクライエントさんの心理面の問題について話
し合ったりする日々を送っています。

千葉大学の遺伝カウンセラーの方ともよくお話す
るのですが、遺伝カウンセラーの重要な役割として
治療法のない神経難病の発症前発症後のクライエン
トやご家族の支援があり、そのためにはカウンセ
ラーという呼称を用いるものとして、公認心理師資
格を取るくらいの意気込みで心理学についてもしっ
かり学んで欲しいと思っています。

幸い千葉大学医学研究院の認知行動生理学の研究
室に現在のところ「文部科学省課題解決型高度医療
人材養成：メンタルサポート医療人とプロの連携養
成プログラム」があり、多額の参加費も大学院生は
無料となるため参加してもらうように伝えています
が、他大学の遺伝カウンセラーコースにはメンタル
サポートについてしっかり学ぶチャンスが少ないと
ころが気になります。

京都大学の遺伝カウンセラーコースの卒業生には
是非、私たちが作成したテキストの先をまとめてい
ただき、遺伝カウンセラー界でのリーダーシップを
取ってもっと深めて行って欲しいという願いを込め
て、これからの皆様のご活躍をお祈りしています。
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遺伝カウンセラーコース 15 周年を迎えて

澤井　英明
◆ 現在の所属：兵庫医科大学病院 遺伝子医療部

◆ 在職期間：2006 年 1 月 1 日～ 2010 年 3 月 31 日

この度は、遺伝カウンセラーコースが15周年を迎
えたこと、おめでとうございます。私は平成 18 年

（2006 年）1 月に兵庫医科大学産科婦人科・先端医学
研究所講師から、京都大学大学院社会健康医学系専
攻遺伝カウンセラー・コーディネータユニットの科
学技術振興助教授として赴任いたしました。それは
時期的には初年度の平成17年度になりますが、その
時点ではまだ学生さんはおらず、翌年度の平成18年
度に初めての入学生を迎えることになっていました
ので、その講義や実習等の準備に余念が無かった時
期でした。当時はまだ遺伝カウンセリングが世間的
にも十分に認知されている時代ではなく、そもそも
私もいまから思うと、初代の兵庫医科大学産科婦人
科の教授から、遺伝子の研究をしていた私に、「遺伝
子の研究をしているくらいなら、遺伝の相談にも乗
れるだろう」という安易な理由で出生前診断（羊水
検査）担当にさされたことがきっかけで1990年代中
頃から遺伝相談にかかわることになりました。産婦
人科の遺伝という領域は、当時はさして注目される
こともなく余裕の領域でしたが、私が担当し始めた
頃から、分子遺伝学の進歩が加速するとともに、疾
患遺伝子の発見などが相次ぎ、それにともない出生
前診断可能な疾患も増加してきたことや、2001 年に
日本臨床遺伝学会が日本遺伝カウンセリング学会に
名称変更したことなどを契機に、遺伝相談から遺伝
カウンセリングへとフェーズが変わり、医療におけ
る注目度が俄然高まった時期となりました。現在の
ような遺伝カウンセリングが脚光を浴びる時代にな
るとは思ってもみませんでした。

そうした中で 2006 年の京都大学への着任となり
ました。そのような激動の時代に、遺伝カウンセ
ラーコースに入学された、一期生など初期の頃の皆
さんは、大変に先見の明があったと言えます。私も
先見の明があったと最近は良く言われるのですが、
上記のように風に流されただけで私自身に先見の明
があったわけではないのです。遺伝カウンセラーの
場合は知識はもちろん大切ですが、それをわかりや

すく伝えるという、しばしば人にとっては相反する
状態をクリアしていないといけません。医者で言え
ば、愛想のない名医と、愛想だけの藪医者とどっち
がいいのか、いや実際はどっちかになりがちですが、
遺伝カウンセラーは愛想の良い名医でないと成り立
たない職業です。その点は本当に両立している学生
さんが多くて教員の私も驚くほどでした。私は京都
大学病院と兵庫医科大学病院で実習指導をしました
が、特に兵庫医科大学病院では、出生前診断の遺伝カ
ウンセリングに集中していましたので、学生さんの
実習にあたっては、「自分で遺伝カウンセリングを
していただく」という方針をとっていました。これ
は現在の実習にも引き継がれておりますが、その理
由は京大病院の遺伝カウンセリングがバリエーショ
ンに富み、かつかなり「深イィ～」遺伝カウンセリ
ングが多いので、なかなか学生さんが自分で最後ま
で遺伝カウンセリングをするというのは難しいケー
スが多かったということがあります。兵庫医大病院
ではロールプレイという実習の成果を、最初から最
後まで自分でする、という実地に生かす意味での遺
伝カウンセリングの経験が、就職して遺伝カウンセ
ラーとして働くにあたりとても有効だったと思って
おり、その方針を初期から現在まで貫いています。

当時も現在も課題なのは、卒業時点では、認定試
験を受験していないので、認定遺伝カウンセラーを
募集している施設への就職が困難なこと、また裏返
しですが、新卒で就職して、認定試験に通らない場合
の立場が微妙になることです。新聞に載るときに、
職業が自称遺伝カウンセラーでは、怪しすぎるぞと
言って励ましてきたためか、多くの卒業生が認定遺
伝カウンセラーとなって活躍していただいて良かっ
たと思います。今年はコロナの影響により学会等で
直接皆さんにお会いする機会が少なくなっていて残
念ですが、兵庫医大や Web での実習や、細々とした
対面の機会を通じて、皆さんとご一緒に学んでいけ
ることを楽しみにしています。
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はじまりのお話

沼部　博直
◆ 現在の所属：東京医科大学 小児科・思春期科学分野 教授／東京医科大学病院 遺伝子診療センター 副センター長

◆ 在職期間：2005 年 6 月 1 日～ 2013 年 3 月 31 日

1999 年に兵庫医科大学の古山順一先生を主任研
究者として、当時の全国の臨床遺伝学関係者を集め
た「厚生科学研究費補助金遺伝医療システムの構築
と運用に関する研究」が立ち上がり、私は以前在籍
していた国立小児病院小児医療研究センター（現成
育医療研究センター研究所）先天異常研究部の部長
から、当時の東京大学医学部人類遺伝学教室になら
れた中込弥男教授が、日本人類遺伝学会理事長をさ
れていた関係で、ご推挙を受けて遺伝医療情報資源
の整備に関わる分野を分担研究させていただいてお
り、学会の枠を超えて日本全国の多くの研究者とお
会いすることができました。

私の臨床ならびに研究分野は、染色体異常や先天
異常症候群の細胞遺伝学的・分子遺伝学的解析で、
Dysmorphologyのデータベースの構築も試みており、
2004 年には科学研究費補助金（研究成果公開促進
費）による先天性骨系統疾患データベースの作成を
開始しました。京都大学には元帝京大学医学部小児
科の木田盈四郎先生の診察した、日本のサリドマイ
ド胎芽病の全患者をはじめとする四肢形成不全を中
心とした数千名のデータが病歴、スライド写真、X 線
フィルムなどの形で残されており、解剖学の塩田浩平
教授が責任者を務める先天異常標本解析センターに
保管されておりました。しかし、スライドフィルム
の色褪せや紙資料の劣化などが認められたため、こ
れを科研費予算でデジタルデータ化するべく、何度
か京都に出向いて資料整理を行っておりました。当
時の解剖学教室には浜松医科大学医学部医学科医化
学講座の才津浩智教授や京都大学医学部発生解剖
学・発達神経科学研究室ならびに先天異常標本解析
センターの山田重人教授が在籍されていました。

2004年11月29日から12月1日までの予定で、京都
大学の解剖学教室を訪れ、30 日には初回の電子デー
タ化予定の資料をまとめることが出来ました。塩田
教授からたまたま来日されていた海外の発生学研究
者たちとの京都大学時計台記念館内のラ・トゥール
での会食にご招待され、おいしい食事とワインを堪
能した後、ほろ酔いで定宿としていた三条のホテル・
サンセットインに戻ったのは20時過ぎでした。一段
落してメールをチェックすると、小杉眞司先生から
のメールが入っており、医療倫理学分野と遺伝子診

療部へのお誘いの内容でした。正に京都に居るタイ
ミングでのメールでしたので、翌日、お会いする約
束をいたしました。面談後、鴨川の河原で長いこと
考えを巡らしていたことを覚えています。

在籍していた東京医科大学病院に定期フォローの
患者さんが 300 名ほど、非常勤で働いていた東京都
立北療育医療センターにも年間 100 名前後の患者さ
んがおられたので、東京での定期的な診療は欠かせ
ないと考えましたが、非常勤で何とか対応できそう
です。小児科や臨床遺伝学の講義も担当していまし
たが、これも回数が少ないので何とかなりそうでし
た。問題は、当時医学部と看護学部の 1 年生を対象
に行っていた情報科学の実習（コンピュータ操作実
習）を代行してくれる教員がいないことで、最終的
に東京医科大学の学長から移籍の許可は得られたも
のの、4 月と 5 月の情報科学実習を終えた 6 月から
の赴任となりました。遺伝子診療部での診療は余り
苦労なく始められましたが、医療倫理学や全学共通
科目「偏見・差別・人権」の講義準備のため、かな
りの本を読み、資料 DVD も視聴しました。また、遺
伝カウンセラーコースの立ち上げも正式に決まりま
したので、パワーポイント形式での講義資料の作成
も始めました。全くのゼロからの作成であったこと
もあり、当初は 1 コマ 90 分の講義資料の作成に 30
時間前後かかりました。

遺伝カウンセラーコース、臨床研究コーディネー
ターコースの教育は非常に楽しいものでした。京都
大学の院生だけではなく、近畿大学の院生さんとも
関わりを持つことが出来、正にダイバーシティを実
感することのできる毎日でした。7 年 10 カ月の在
任期間中、1 年半を除いて単身赴任状態でしたので、
院生の皆様との余暇も楽しむことができ、京都にあ
る 17 の世界遺産も全て回りました。国内のみなら
ず海外からの遺伝学研究者や遺伝カウンセラーをお
迎えして、ご講義いただく機会も多かったように思
います。お茶の水女子大学に移り、さらには最終的
に臨床現場に戻って参りましたが、認定遺伝カウン
セラーの皆様の活躍を頼もしく感じています。末尾
ながら、京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
専攻遺伝カウンセラーコースの益々のご発展をお祈
り申し上げます。



46

15 周年おめでとうございます！

三宅　秀彦
◆ 現在の所属：お茶の水女子大学

◆ 在職期間：2013 年～ 2016 年

京都大学遺伝カウンセラーコース 15 周年おめで
とうございます。15 年間の中の 4 年間という 1/3 に
も満たない短い期間ではありますが、京大病院での
診療、コースでの研究・教育に携われたことを誇り
に思っております。京都大学に赴任するまでは、産
婦人科の現場仕事に従事しておりましたが、現在は
遺伝カウンセラー養成教育に携わっております。私
の人生にとって、京大遺伝カウンセラーコースでの
経験は大きな転換点だったと思うと、感慨深い心境
です。

京大遺伝カウンセラーコースには、教員として着
任したはずですが、勉強させていただいたことの方
が多かったような気がします。遺伝医療のみなら
ず、医療倫理、教室運営についても実践的に学ぶこ
とができました。医療倫理に関しては、研究計画書
の作成や学生の指導など日常的にも非常に役立って
おります。また、お茶大で教室の運営をなんとか
やっていけているのも、京大で教員、スタッフ、院
生の皆様方からご指導ご鞭撻いただいた結果だと思
います。京大遺伝カウンセラーコースが、このよう
な学びの場になっているのは、小杉先生のきめ細や
かな計画性と指導力を元に教室が運営されているか
らでしょう。さらに、小杉先生邸でのバーベキュー
大会や教室の宴会のように、最初は綿密な計画で始
まるのですが、最後の方になるとノリで突き進んで
いくというパワー感も見逃せないポイントかと思い
ます。楽しむ、という部分を常に忘れない計画性は、
しっかり見習っていきたいと思っております。

そして、もう一つの京大遺伝カウンセラーコース
の勢いの源は、そこで学ぶ院生さん達の向上心（モ
チベーション）ではないかと思います。皆さん、院
生生活の中では、いろいろと悩みや迷いもあったよ
うに見られましたが、その中でも自己の目標・目的
を達成していこうとする姿には、大変尊いものを感
じました。時自分が在籍していた頃に院生だった認

定遺伝カウンセラー®が活躍されている話がよく出
るのですが、その時には「ワシが育てた」といつも
自慢しております。実際には、講義の後に鋭い質問
を投げられたり、論文指導をしている際に新しい視
点を教えられたり、自分が育てられたという方が正
しいのですが…。

京大の所属になってからは、公的な仕事も含め
様々な経験をさせていただきました。学会の仕事や
厚労研究班など、1,000 本のノックのように、次から
次へと球が飛んでくるような生活でした。仕事がそ
れほど飛んでこなかった着任当初は、いろいろと京
都の町を見て回ろうなどと呑気に考えておりました
が、着任後しばらくすると伏見稲荷の千本鳥居が海
外サイトで観光地No.1になり、京都市内には国内外
からの観光客が溢れかえり、自分も何だか首が回ら
なくなり、あまり観光もできませんでした。しかし、
吉田神社の節分祭や祇園祭は、小杉先生のご配慮で
楽しむことができました。それでも、葵祭と時代祭
は見ていませんし、行ってない神社仏閣もかなりあ
ります。そうは言いながらも、京都市内近辺の美味
しいパン屋さんととんかつ屋さんは、比較的遠目の
ところまでしっかり出かけておりました。もうじき
無責任な立場になったら、ゆっくり観光に Go To し
たいと思っています。

40 代半ばでのはじめての 1 人暮らしで、東京以外
で働くのもはじめて、という状況でしたが、この教
室に置いてもらえたからうまくやっていけたのだな
あ、と改めて思います。そして、私が現在のお茶大
での仕事を何とかやっていけているのも、京大で鍛
えていただいたおかげと心より感謝しております。
現在はコロナ禍で、なかなか京都に行く機会もあり
ませんが、今後ともよろしくお願い申し上げます。
これからの末永い教室の発展をお祈りして、拙稿の
結びとさせていただきます。



47

京都大学の遺伝カウンセラーコースの
15 周年をお祝いして

井村　裕夫
京都大学 前総長

京都大学に、日本初の公衆衛生大学院ともいうべ
き社会健康医学系が設置されてから、およそ 20 年
を経過しました。日本では第二次世界大戦後、米国
からの助言により各大学に公衆衛生学講座が設置さ
れていましたが、それは医学の中の社会医学という
立場であったと思います。それを一歩進めて、社会
の立場から医学・医療を取り上げる公衆衛生大学院
ともいうべき社会健康医学系ができたことは画期的
でありました。小杉眞司教授が主宰された医療倫理
学・遺伝医療学分野などは従来の医学部にはなかっ
た新しい分野であったといえます。そしてその社会
的実践として遺伝カウンセラーコースが設置されま
した。それは標準的なヒトゲノムが解読されて間も
ないころで、本格的に病気のゲノム解読が始まろう
とする頃でありました。

それから今日まで、ゲノム医学は驚異的な発展を
遂げました。まずがんゲノムの研究が進み、それが
がんの治療に応用されるようになりました。そして
乳がんや大腸がんなどで、遺伝子異常が発がんに結
びつくものが見出され、遺伝性のがんとして注目さ
れるようになりました。それに続いて多くの先天異
常のゲノム研究が進んでいます。現在ではまだすべ

ての先天異常が診断できるわけではありませんが、
ゲノムに基づく先天異常の研究も、大きく発展する
と期待されています。また糖尿病や慢性腎疾患のよ
うに、ごくありふれた病気のようでありながら、ゲ
ノム異常による遺伝的なものも稀ではありません。
ゲノム検査が必要な疾患はますます増えていくもの
と考えられます。

こうしたゲノム医学の時代を迎えると、その社会
的実践のためには、医師や研究者のみでなく、カウ
ンセラーが必要であることは言うまでもありませ
ん。悩む家族に寄り添って正確な知識を伝え、家族
の悩みを和らげるだけでなく、生活の方法を助言す
るカウンセラーは、医師とは独立した重要な役割を
果たす職業であります。京都大学では、いち早くカ
ウンセラーの育成が始まり、附属病院内にカウンセ
ラーによる相談室も設けられて、実践を始めている
と聞いています。ゲノム医学の進歩を支える職業の
一つとして、カウンセラーの役割は今後一層大きく
なるものと期待されます。15 周年を経て、この養成
コースが飛躍の時代を迎えられることを祈ってやみ
ません。
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継続する力
～遺伝カウンセラーコース 15 周年によせて～

成宮　周
京都大学大学院医学研究科 創薬医学講座 特任教授／遺伝カウンセラーコース発足時の医学研究科長

京都大学医学研究科社会健康医学系専攻の専門
職学位課程に開設された遺伝カウンセラーコース
が 15 周年を迎えるという。おめでたいことである。
これに寄せて上記に “ 継続する力 ” と書いた。これ
は「継続を支える力」と「継続によって生み出され
る力」の両方の意味を込めたつもりである。

この時代、大学の何らかの組織を担当したものが
等しく感じるように、新しい組織やプログラムを立
ち上げ、それを継続していくのは大変な作業である。
しかし、社会が何を要請しているかを感知し、それ
に応えるものを作り、さらに状況がどう変化してい
くかを捉えて維持・発展させていくのは指導者の務
めである。本コースは、2004 年、小杉眞司教授が、
前職の附属病院遺伝子診療部の副部長時代から遺伝
カウンセラー養成の社会的必要性を感じ、科学技術
振興機構の「新興分野人材養成プログラム」に応募
されたことから始まった。小生は、そのとき医学研
究科長として申請から採択まで関わったが、採択に
あたって近畿大学との合同申請を指導されるなど多
事多難であった。幸い採択され、京都大学内では、
まずは、臨床研究コーディネーターコースとの合同
ユニットとして始まったが、これはその後の臨床研
究の進展からみて慧眼であった。小生は、その後現
在に至るまでの経過を詳らかには知らないが、発足
させるのも大変だが、継続させるのはもっと大変で
ある。殆どの省庁プログラムは大体 5 年の期限つき
で終了後は大学の自助努力で継続することという条
件がついているが、大学がなんとかしてくれるわけ
はなく、担当者の自助努力、即ち、責任感が問われ
るのが常である。遺伝カウンセラーコースも学生定
員はついたものの、医療倫理学の教員の方々や小杉

教授が委員長をされている医の倫理委員会の充実の
機会を捉えて配置された遺伝子診療部の特定教職員
の方々の努力で人材養成を継続されているようであ
る。これは、強い責任感をもった大変な努力と感じ
る。また、今回、コニカミノルタ株式会社との共同
で、認定遺伝カウンセラー教育ツールの開発を目標
とする研究講座「ゲノム医療学講座」を設立された
と聞いている。小杉教授の継続への情熱と努力を多
としたい。

上では、継続するための努力を述べたが、継続
は大きな力を生み出す。この 15 年の間に本コース
から生み出された遺伝カウンセラーは数十人に達
し、我が国全体のカウンセラーの数分の一を占めて
いるのではなかろうか。量だけではなく、遺伝カウ
ンセラーコースのホームページを拝見すると、教員
の中に、本コースの第 1 期生から第 9 期生までの 4
名が教員、研究生として加わっており、先輩が後輩
の指導に当るという理想的な教育環境が整備されて
いるようである。この過程で医学的知識のみでなく
コミュニケーション技法などの伝授もなされている
のではなかろうか。シラバスの積み重ねによる充実
は、上記教育ツールの作成に結実するものと思われ
る。発足時の主として先天性遺伝疾患を対象とした
遺伝カウセリングは、現在のがん診療でのゲノム情
報の取り扱いなどをへて今後はウイルスベクターを
用いた遺伝子誘導やゲノム改変医療にまで進むと思
われる。遺伝カウンセリングコースの責務は、この
ように個々の医療現場から社会全体へと広がってい
く。京都大学医学研究科社会健康医学系専攻遺伝カ
ウンセラーコースのますますの発展を願う所以であ
る。
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京都大学大学院遺伝カウンセラー養成課程設立
15 周年を記念して

古川　壽亮
京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 専攻長

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻に
遺伝カウンセラー養成課程が設立されてから、15 年
の月日が流れました。その間、多くの方々のご指導、
ご協力に支えられながら、優れた認定遺伝カウンセ
ラー®を数多く輩出することができましたことに感
謝を申し上げるとともに、専攻長の立場から本課程
の関係者に心よりお祝い申し上げます。

15 年前は現在遺伝子解析の主流となっている次
世代シークエンサー解析がちょうど始まった頃であ
り、ゲノム情報を入手するにも時間とお金を要する
時代でしたが、さまざまな疾患の原因遺伝子が同定
され、日常臨床の中に遺伝学的検査が少しずつ登場
してきていた頃でした。しかし、医学・看護教育の
中で臨床遺伝に関する教育がなされることはほとん
どなく、遺伝学的知識を十分有し、遺伝情報を適切
に取り扱うことのできる人材の確保が急務となって
いました。そのような時代に、遺伝学的知識やカウ
ンセリング技術のみならず、倫理的課題に十分対応
できる技量を身に付けた認定遺伝カウンセラー ®
を輩出するべく、2006 年に京都大学で遺伝カウンセ
ラー養成課程が設立されました。

その後の 15 年の間に遺伝子解析技術は飛躍的に
進歩し、遺伝子変異を標的としたさまざまな治療法
の開発も進んできました。近年は遺伝情報を元にし
た個別化医療の重要性が叫ばれるようになり、「ゲノ
ム医療」という言葉を新聞やニュース等でよく耳に
するようになりました。医療全体の中での臨床遺伝
の重要性が増す中で、それを担う人材として臨床遺
伝専門医のみならず認定遺伝カウンセラー®の養成
は日本においてきわめて重要な課題であり、今なお

人材不足を解決しきれていません。日本人の 2 人に
1 人ががんに罹患する時代で、2019 年がんゲノム医
療が保険収載され、これまで以上に臨床遺伝を担う
人材が嘱望されるようになり、全国各地の大学院に
遺伝カウンセラー養成課程の新設が進められていま
す。

現在 20 校ある遺伝カウンセラー養成課程の中で、
他の大学にあまりない京都大学の特徴が社会健康
医学系専攻の大学院の中に設立されたことにありま
す。2 年間の修士課程の中で、疫学、医療統計学、医
療倫理学、行動科学、医学コミュニケーション学、環
境衛生学、医薬政策・行政などの社会医学の基本と
なる講義を通して、公衆衛生の基本的素養を身に着
けることができるように、カリキュラムが組まれて
います。そのような幅広い素養を持ち合わせて、京
都大学を巣立った数多くの認定遺伝カウンセラー ®
が日本各地で活躍していることを大変喜ばしく思い
ます。

かつての日本においては遺伝情報を何かネガティ
ブなこととして捉え、遺伝情報を臨床情報から切り
離す方向も見られたと側聞します。しかし、これか
らは自らの、また家族の遺伝情報をその他の臨床情
報とともに正しく知り、適切な健康行動を行い、ま
たリスク管理に関しても適切に行うことが求められ
ていくと予想されます。このような時代に、認定遺
伝カウンセラー®の職務は今後ますます大きいもの
になっていくことは間違いありません。ここからも
引き続き、社会が必要とする人材を養成していかれ
ることを心より願っております。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年のお祝いに寄せて

中山　健夫
京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻健康情報学分野 教授

遺伝カウンセラーコースのご開講 15 周年を心よ
りお祝い申し上げます。

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻
（KUSPH）において、小杉眞司先生のご卓見から実
現した遺伝カウンセラーコースは、社会の要請に
応え、多くの人材を集めて着実に発展し、優秀な
遺伝カウンセラーを世に送り出してこられました。
2005 年、科学技術振興調整費に採択された時、私
は健康情報学の助教授で、翌年度の 1 期生入学とほ
ぼ同時に教授に着任したこともあり、遺伝カウンセ
ラーコースとは、社会健康医学系専攻の中で、苦労
しつつも共に歩んできたという気持ちを強く持って
います。研究科からのミッションとして 2006 年か
ら取り組んだ滋賀県長浜市でのゲノムコホート研究

「ながはま 0（ゼロ）次予防コホート事業」の立ち
上げは困難続きでしたが、遺伝カウンセラーコース
1 期生だった吉田（小野）晶子さん、菊地（友田）
茉莉さんが一生懸命関わって下さり、とても大きな
助けとなりました。特に地域の一般成人を対象とし
て、様々な健診項目に加えて、当時まだ一般的では
無かったゲノムワイド解析を行い、その後、長期に
渡る健康状態や疾病罹患、寿命との関係を調べると
いうゲノムコホート研究の「説明・同意文書」の作
成は、非常に大きな課題でした。それに関して、お
二人が作ってくれた説明資料はとても分かりやすく
素晴らしいもので、それを活用して、繰り返し研究
の意義と参加・協力の呼びかけをさせて頂きました。
おかげさまで、長浜コホート研究は 1 万人以上の参
加を頂き、追跡期間も 10 年を越え、約 70 編の英文
論文、そして多く関係教室の方々の学位論文が発表
され、医学研究科の共通財産の一つとも言える存在
になりました。一方、このようなゲノムコホートと
は対極的に、患者さんのナラティブのデータベース

として私も10年以上関わってきた「健康と病いの語
り・ディペックスジャパン」のデータを活用して、遺
伝カウンセラーコース 2 期の鳥嶋雅子さんが、SPH　
1 期生の浦尾充子先生の献身的なご指導で、立派な
質的研究を完遂され、2020 年に博士号を授与されま
した。「医師の診断告知における前立腺がん患者の
否定的な記憶：日本における患者体験の質的研究」
というテーマで BMJ Open 誌に掲載されたもので、
これも大変感慨深いことでした。

遺伝が深く関わる領域では、その重要な役割が十
分知られている遺伝カウンセラーですが、少し離れ
たところでは、その認知はまだまだです。以前も
申し上げたことがあったのですが、「遺伝カウンセ
ラーのことを、もっと広く、多くの方々に知っても
らうために、遺伝カウンセラーの皆さんは、どうし
たらよいか?」―もちろん、それぞれの場所で良い仕
事をされていくことが第一ですが、もう一つ、SPH
の隣にいる仲間に、遺伝カウンセラーのことをぜひ

（少し熱めに）話して下さい。京都大学大学院遺伝カ
ウンセラーコースは、認定コースの中で公衆衛生大
学院 “School of Public Health” に属する唯一の存在で
す。それぞれの領域で大きく活躍されていくに違い
ない、多様な職種の同級生、先輩・後輩に、ぜひ遺
伝カウンセラーの大切さをたくさん伝えていって下
さい。私が申すまでもないことですが、身近な人た
ちに伝わるように、そして、その人たちの心を動か
せるように、学びを深め、問題が難しくとも、それ
に向かい合って行って下さい。そうすれば、多くの
方々が、きっと遺伝カウンセラーを、そして皆さん
を応援してくれることでしょう。

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースのさらな
るご発展を心よりお祈りし、お祝いの寄稿とさせて
いただきます。（2020 年 12 月 14 日）
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

川上　浩司
京都大学大学院医学研究科 健康解析学講座 薬剤疫学分野 教授／臨床研究者養成（MCR）コース ディレクター

遺伝カウンセラーコースの 15 周年まことにお
めでとうございます。2005 年に科学技術振興機構

（JST）の科学技術振興調整費によって「遺伝カウン
セラー・コーディネータユニット」として、遺伝カ
ウンセラーと臨床研究コーディネーターの人材養成
を併せた事業として小杉眞司教授を代表に採択され
て、その後 15 年に間に多くの人材を輩出し、また日
本における本領域での京都大学のプレゼンスを高め
ることに多いに寄与されたことに心より敬意を表し
ます。

私は小杉教授からのご依頼を受けまして、臨床研
究コーディネーター（Clinical Research Coordinator；
CRC）コースのマネジメントを 2006 年以降お引き受
けするようになりました。CRC コースでは、通常の
企業治験において医療機関にて被験者への説明、医
師との連携調整を担う CRC の職務を越えて、より深
く、医師主導治験や先端医療にかかる臨床研究で
も活躍することができる CRC の養成を目指し、佐藤
恵子先生を中心に毎年若干名の人材への教育や実習
の提供がなされました。科学技術振興調整費の事業
期間の終了後は、薬剤疫学分野において臨床研究管
理学分野という看板も併記してきましたが、特定臨
床研究法の成立と施行、また介入研究のみならず、
リアルワールドデータに代表される大規模医療デー
タベースを用いた観察研究での臨床研究が、世界的

に発展していくという時代の流れを受けて、2018 年
に旧CRCコースに由来する臨床研究管理学分野を標
榜することは終了いたしました。

一方で、遺伝カウンセラーコースは医療倫理学分
野において遺伝医療学分野という看板を標榜し、毎
年多くの大学院生を受け入れて益々の発展をされて
います。専門職学位（修士相当）を授与されて、各医
療機関における遺伝医療コーディネーターとして、
日本各地で活躍をされている本学の卒業生は数多く
おられ、大いに日本における遺伝医療の基盤を支え
ていると思います。

また、私は同分野で履修をされた何名かの博士課
程の博士授与にかかる学位審査委員も担当させてい
ただきましたが、発展の目覚ましい大規模な網羅的
遺伝子解析を、とくに難病や癌治療における医療へ
応用していくという、医療現場でのニーズの調査や
検討など、医学に大きく貢献する研究成果も発出さ
れています。

末筆となりますが、小杉教授のリーダーシップの
もとで、京都大学遺伝カウンセラーコースが今後
益々ご発展を遂げることを祈念いたしております。

 以上



52

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

平家　俊男
兵庫県立尼崎総合医療センター 院長／前 京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部長

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースが 15 周
年を迎えられましたこと、まことにおめでとうござ
います。2010～2017 年の間、遺伝子診療部長を務
めさせて頂きましたが、あらためてお祝い申し上げ
ます。

認定遺伝カウンセラーは遺伝医療を必要とする患
者さんやご家族に、適切な遺伝情報や社会の支援体
制を含むさまざまな情報をお知らせし、心理的・社
会的サポートを通して、当事者の自律的な意思決定
を手助けする保健医療・専門職です。認定遺伝カウ
ンセラーには、医療技術を提供したり、研究を行う
立場とは一線を画して、独立した立場から患者さん
を支援することが求められます。認定遺伝カウンセ
ラーとなりうる基盤の職種としては、看護師、保健
師、助産師などのメディカルスタッフや、臨床心理
士、社会福祉士、薬剤師、栄養士、臨床検査技師な
どのコメディカルスタッフ、また生物学・生化学な
どの遺伝医学研究者やその他の人文・社会福祉系な
どの幅広い専門職が考えられますが、さらに、①最
新の遺伝医学の知識を持つ、②専門的なカウンセリ
ング技術を身につける、③倫理的・法的・社会的問
題に対応できる、④主治医や他の医療部門との協力
関係を構成・維持できるなど、一定の実地修練を積
むことも要求されます。

遺伝カウンセリングが、いわゆる心理カウンセリ
ングと大きく異なる点は、正確かつ最新の「情報提
供」があって、初めて納得のいく意思決定と心理支

援が可能になるということかと思います。患者さん
とそのご家族の目的に応じて、相手の気持ちを配慮
しながら、相手が理解できるようにわかりやすく、
正確な情報の提供を行い、その情報をよく理解した
上で、患者さん・ご家族が意思決定できるように支
援することが大事です。

私の専門領域は小児科学ですが、近年の遺伝医療
の進歩に伴い、染色体異常や遺伝性疾患の出生前診
断、がんの発症前診断、遺伝子治療などに対する
人々の期待を実感してきました。同時に遺伝につい
ての不安や、遺伝子検査を受けるか否かなど、意思
決定に対する悩みや葛藤が生じ、遺伝カウンセリン
グの重要性も感じていました。

そのような中、本学においての遺伝カウンセリン
グコースは、2005 年、JST（科学技術振興機構）に
よる科学技術振興調整費において「遺伝カウンセ
ラー・コーディネータユニット」として採択された
のを機に産声を上げ、今日に至っているとお聞きし
ています。しかし、その道のりは決して平坦なもの
ではなく、費用面、人員面でも自助努力を求められ
ながら歩んできたいばらの道であったと思います。
この間、社会健康医学系医療倫理学・遺伝医療分野
の小杉眞司教授はじめ、関係者の皆様のご尽力は、
如何ほどのものであったかと思います。

今後も、さらに京都大学大学院遺伝カウンセラー
コースの充実に努め、質の高い認定遺伝カウンセ
ラーが巣立っていくことを願ってやみません。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年記念誌の発刊に寄せて

万代　昌紀
京都大学大学院医学研究科 婦人科学産科学分野／京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部長

京都大学大学院医学研究科社会健康学系専攻　遺
伝カウンセラーコースは 2006 年に 1 期生が入学、今
年度は 15 期生が入学しました。この節目のタイミ
ングに 15 周年記念誌の発刊をおこなうことになり、
遺伝子診療部長として寄稿させていただきます。

当院において実質的に遺伝子診療体制を立ち上
げられた小杉先生が詳しく述べられていますよう
に、本学におきましては早くから遺伝子診療体制の
確立とそれにともなって専門に従事する人材の育成
が 2005 年から行われてきました。特に医師ととも
にチーム医療に参画する認定遺伝カウンセラーの役
割は大きく、その需要の大きさと育成過程の不足の
アンバランスから現在、多くの遺伝診療をおこなう
施設においてその確保が課題になっていることを考
えますと、15 年も前にこの育成を始めた本学の先見
性に敬意を表するものであります。おそらく当時は
確立された教育法はおろか、遺伝カウンセラーに必
要な資質や具体像に関しても曖昧な状態であり、育
成も手探りの中でおこなわれ始めたものと推察され
ます。15 年を経て育ったカウンセラーの方々が、近
年、隆盛の遺伝子診療の現場で、あるいは教育の場
で中心となって活躍しているのは、大変、うれしい
ことであります。

私自身は産婦人科が専門のごく一般の臨床医であ
り、特に遺伝が専門というわけではありません。し
かしながら、産婦人科の分野においても遺伝診療、
さらに遺伝子（ゲノム）診療の重要性はここ数年で
飛躍的に増しております。私は 4 年前まで勤務して
おりました近畿大学の時代に、病院内に遺伝子診療
部がないことから、上層部に働きかけて、遅ればせ

ながらこれを作ってもらい、初代の遺伝子診療部長
として体制の確立に努めました。近畿大学も本学の
ほうに遺伝カウンセラーの養成コースを有しており
ましたので、協力して実臨床をおこなえる仕組みを、
まずは産婦人科診療、特に遺伝性乳癌・卵巣癌症候
群（HBOC）の診療を皮切りに始めました。京都大学
に移った際に、前任の平家教授から遺伝子診療部長
を継ぐように仰せつかり、一般臨床医としての目線
でその運営にも関わらせていただいております。そ
の後、産婦人科では、BRCA変異卵巣癌の診療に遺伝
子検査がコンパニオン診断として導入されたり、あ
るいは出生前診断や着床前診断に遺伝子検査が使わ
れるなど、日常診療が遺伝子診療なしには成り立た
ない状況になってきています。遺伝診療は特に膨大
な基礎知識と同時に、患者さんの家族背景にも配慮
しつつ、患者さんの気持ちに寄り添い、そのニーズ
に合わせた医療を提供することが求められる極めて
専門的な医療であり、なかなか一朝一夕に始められ
るものではありません。京都大学が現在のような確
立された診療体制と教育体制を有していることは、
各診療科がこれから先進的な医療を行っていくうえ
で欠かせないバックアップ体制ができている、とい
うことで、心強い限りです。一方で、遺伝診療の役
割は日々、拡大・複雑化しており、そのための人材
教育もますます高度化せざるを得ません。京都大学
の遺伝診療体制も、さらに充実・効率化していくこ
とが求められています。先陣を切ってきた施設とし
て今後も日本の遺伝子診療をリードする人材の輩出
を目指していただきたいと願っております。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 15 周年に際し

武藤　学
京都大学大学院医学研究科 腫瘍薬物治療学講座

京都大学医学部附属病院 腫瘍内科／同 がんセンター がんゲノム医療部

このたびは、京都大学大学院遺伝カウンセラー
コースが15周年を迎えたとのこと、誠におめでとう
ございます。これまで多くの優秀な認定遺伝カウン
セラーが育ち、わが国における遺伝医療を支えてい
ることに敬服します。また、私自身に関連すること
として、認定遺伝カウンセラーの皆様には、がんゲ
ノム医療を通じて大変お世話になっており、感謝の気
持ちで一杯です。また、教育を担当されている小杉
眞司教授はじめ、教室の先生がたの長年のご尽力に
改めて敬意を表したいと思います。

京都大学医学部附属病院では、2015 年よりがん
遺伝子パネル検査（OncoPrime）を自費診療として
わが国ではじめて導入しましたが、二次的所見のみ
ならずがんゲノム医療の実践に関していろいろなア
ドバイスや御支援をいただき、わが国における実臨
床でのがんゲノム医療の礎を構築することができた
と思っております。特に、専門家によるエキスパー
トパネルにおきましては、OncoPrime の導入当初か
ら運営、実施体制、解釈支援、診療支援において多
大な御支援をいただき、エキスパートパネルのモデ
ルを構築することができました。令和 2 年 6 月には
2 つのがん遺伝子パネル検査が保険適用され、保険
診療によるがん遺伝子パネル検査が開始されました
が、連携病院を含め多くの症例のエキスパートパネ
ルを実施しなければならない状況の中、これまでの
経験をもとに、円滑ながんゲノム医療を実践するこ
とができています。これもひとえに、認定遺伝カウ
ンセラーの皆様、臨床遺伝専門医の先生方の御支援
の賜と感謝しています。

私にとって、大変印象深いことは、AMED 小杉班
「医療現場でのゲノム情報の適切な開示のための体
制整備に関する研究」において、遺伝カウンセラー
コースの皆様が積極的に海外研修に赴き、膨大な
情報を収集して来られ班会議でわかりやすく御発表
されていたことです。正直とんでもないアクティビ
ティーとバイタリティーですごい人達だと感激した
ことを今でも覚えています。そこで教えていただい
た海外での実情や遺伝カウンセリングの体制の違い
は、大変勉強になるとともに、今後のわが国におけ
るゲノム医療のあり方に一石を投じるものであると

感じました。
わが国の保険診療の中で、遺伝カウンセリングに

対する診療報酬はまだまだ不十分であり改善が必要
ですが、がん診療の中での重要性は益々増す一方で
す。特に、BRCA 検査や MSI 検査が治療方針の決定
に必要なコンパニオン診断になる一方で、遺伝性腫
瘍の対応もしなければならない状況は、認定遺伝カ
ウンセラーおよび臨床遺伝専門医の役割の重要性が
増すことを如実に表していると思います。また、が
んゲノム医療における遺伝カウンセリングは、治療
対象となる患者さんのみならずそのご家族において
も大変重要な意味を持ちます。遺伝性腫瘍であるこ
とを知ることは、本人にとっても家族にとっても
ショッキングなことだと思いますが、一方、運命で
あることから避けることはできないため、いかに早
期発見、早期治療に繋げていくかが大事なことだと
考えます。そのためにも安心して医療を受けられる
ように心理的サポートが必要であり、社会的にも、
経済的にも支援していく必要があるはずです。わが
国における医療制度では、「予防」は保険診療の対象
ではありませんが、科学の進歩とともにその考えを
改め、国民の健康を守る方向に大きく舵を切り直す
必要があると思います。これまでも「予防医学」の
重要性が唱われていますが、実際はそれに対する社
会制度が追いついていません。一日でも早くこの領
域の医療制度と社会保障が充実することを切に願っ
ています。

私自身、がんゲノム医療に関わるようになって、
他の医療機関の認定遺伝カウンセラーの方とお話す
る機会も増えました。そこで驚くことは、本コース
卒業生が多く、あちこちでご活躍していることです。
私は、直接人材育成に関わってはいませんが、身近
にいる者として大変嬉しく、かつ頼もしく感じてい
ます。これからも、多くの優秀な人材を輩出し、わ
が国における遺伝医療に貢献し続けていただけるこ
とを心から願っております。

あらためまして、京都大学大学院遺伝カウンセ
ラーコース 15 周年おめでとうございます。

 令和 2 年 12 月吉日
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

滝田　順子
京都大学大学院医学研究科 発達小児科学

遺伝カウンセラーコース 15 周年記念誌の発行を
迎え、心よりお祝いを申し上げます。2005 年に京都
大学大学院医学研究科、社会健康医学系専攻医療倫
理学分野の小杉眞司教授のもと、JST（科学技術振
興機構）による「新興分野人材養成プログラム」の
一貫として、「遺伝カウンセラー・コーディネータ
ユニット」が開設されて以来、多くの遺伝カウンセ
ラーの養成に尽力されていることに改めて敬意を表
します。日本で最初に認定遺伝カウンセラーが認定
されたのは 2005 年のことですので、本学遺伝カウ
ンセラーコースは、本邦における遺伝カウンセラー
育成のまさに草分け的な存在ではないかと思いま
す。米国で遺伝カウンセラーの養成が始まったのは
1960 年代、世界発の遺伝カウンセラーが認定された
のは 1971 年ですから、日本ではおよそ 30 年遅れで
遺伝カウンセラーが誕生したことになります。すで
に遺伝カウンセラーの教育が体系化されていた米国
とは異なり、発足当初は、さぞご苦労が多かったの
ではないかと推察いたします。しかし、小杉先生を
はじめ、教員の先生方の多大なご尽力により、現在
では本コースは人気の高い分野となり、高い倍率を
潜り抜けた、選りすぐりの優秀な学生さんが数多く
集まっていらっしゃいます。そして、毎年 4 ～ 5 人
の優秀な遺伝カウンセラーを輩出していらっしゃい
ますので、本邦の遺伝医療の推進に大変深く貢献さ
れてきたと確信いたします。2010 年 3 月に JST とし
ての補助が終了した後に、学生定員の増加を文部科
学省に概算要求し、遺伝カウンセラーコースを「遺
伝医療学分野」、臨床研究コーディネーターコース
を「臨床研究管理学分野」として増設することが承
認されたことは、まさに小杉先生チームのご努力の
賜物ではないかと思います。

2012 年度に京大病院が、全国 13 施設の臨床研究
中核病院の一つに認定されたことを契機に、当院倫

理委員会事務局機能とゲノム研究や診療を充実させ
るために、病院遺伝子診療部での診療に従事する特
定教員 1 名（臨床遺伝専門医）及び特定職員（認定
遺伝カウンセラー）2 名が加わったことで、より一
層、当院における遺伝カウンセラーの指導体制も充
実化したことと思います。2016 年には、臨床心理士
の資格を有する講師の先生のご貢献もあり、本邦で
初めての本格的な遺伝カウンセリングのテキストと
である「遺伝カウンセリングのためのコミュニケー
ション論」を京都大学総長裁量経費の支援のもとに
作成されました。また、翌年には具体的なシナリオ
に基づく、動画教材 + テキスト教材「遺伝カウンセ
リングのためのコミュニケーションワークブック」

（非売品）を作成されました。心理カウンセリングの
技法や考え方を取り入れた遺伝カウンセリングの指
導体制の構築は、大変有用性の高いものと高く評価
されております。

ゲノム医療の急速な発展に伴い、今後ますます遺
伝カウンセラーのニーズが高まるのは明白です。そ
して、ゲノム医療が社会へ浸透してゆくにつれ、遺
伝カウンセラーは、本来の遺伝カウンセリングの業
務にとどまらず、一般社会の遺伝学リテラシーを向
上させる役割を担う必要もでてくると考えます。そ
のためには、患者さんやそのご家族のみならず一般
国民に対する教育・啓蒙活動が有効ではないかと思
います。しかし、このように遺伝カウンセラーの役
割が遺伝医療の発展の中で、ますます大きな比重を
しめる昨今、認定遺伝カウンセラーは全国で 267 名
という状況です（2020 年 4 月現在）。この状況を鑑
みますと、本学遺伝カウンセラーコースの担う役割
は益々重要であり、今後とも遺伝カウンセラーの人
材育成、さらには認定遺伝カウンセラー指導者の輩
出に中心的な役割を果たされるものと期待いたしま
す。
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網膜遺伝子診断と遺伝カウンセラーコース

高橋　政代
神戸市立アイセンター病院 研究センター長

15 周年おめでとうございます。
我々のチームと小杉先生との出会いは、20 年近く

前に遡ります。当時、京大眼科で網膜変性外来を担
当しておりました。原因遺伝子が100程もある網膜変
性疾患の遺伝子診断を何とかできないかと思い遺伝
子診療部に相談したところ、当時内科から参画されて
いた小杉先生が快く相談に乗ってくださいました。

あらゆる遺伝形式があり孤発例が半分を占める網
膜変性疾患において、遺伝形式のわからない患者さ
んが皆子供に遺伝すると思って人生が変わってしま
う、正しい情報を提供して安心してもらいたいとい
う一心でした。iPS 細胞など影も形もない時です。

小杉先生は HPLC で一挙にたくさんの遺伝子を検
索する方法を教えてくださいました。遺伝子診療部
が科を超えた多職種で集まって熱心にカンファレン
スをするのを見ました。そして手探りで眼科で遺伝
子診断を立ち上げました。でも当時はやれどもやれ
ども原因遺伝子の検出率は 10％も行かないほどで
した。

その後、神戸で網膜変性外来を始めるにあたって、
他大学では研究目的で行われている遺伝子診断を患
者さんのための遺伝子診断にできないか、そのため
には網膜疾患の特殊性と進行の多様性を理解して各
患者さんに適した説明をできるカウンセラーが必要
であることを痛感しておりました。

そこで臨床遺伝学講座を立ち上げられていた小杉
先生にお願いして、卒業生を派遣していただきまし
た。遺伝カウンセリングはある部分メンタルケアで
もあります。網膜変性は初期から視覚を失う恐怖が
大きくメンタルケアも重要な要素です。再生医療の
研究の報道を見て、遠くから外来にこられる方々に
今は治療できないけれど来て良かったと思える外来
にする、そのために網膜疾患を理解し丁寧に説明し
てくれる遺伝カウンセラーは重要でした。実際、医
師の前では言えない言葉、吐露できない感情をカウ
ンセラーが聞き出してくれて、こちらが安堵する、理
解が深まることも多々ありました。それ以来、小杉
先生のコースの在籍者、卒業者にお願いして来ても

らっています。眼科疾患をよく知る遺伝カウンセ
ラーは貴重です。

そうして、患者さんも集まってきたときにiPS細胞
が発明されました。それまでES細胞の研究をしてい
ましたが患者さんのための遺伝子診断と結びつけて
考えたことはありませんでした。ところが、iPS細胞
によってその二つが結びついたのです ! 両者の研究
をしている研究室は世界でもほとんどありませんで
した。それによって原因遺伝子の異なる患者の iPS
細胞をいち早く立ち上げ網膜細胞変性のレスキュー
効果を比べる研究ができました。それも小杉先生の
おかげで遺伝子診断を立ち上げていたからです。

その後、パネル検査を立ち上げましたが、欧米
に多いロドプシン変異が日本では少ない代わりに、
EYS 遺伝子が原因の劣性遺伝が多いこともわかり、
現在では原因遺伝子の検出率は 50％近くになりま
した。やっと患者さんに遺伝子診断で遺伝形式をお
伝えすることができる頻度が増えました。

現在では、すでに米国で承認されている RPE65 を
はじめとして、いくつもの遺伝子治療の治験が行わ
れており、原因遺伝子を検出することが重要となっ
てきました。また、再生医療に関しても同じ網膜色
素変性で視細胞の遺伝子異常と網膜色素上皮細胞の
遺伝子異常が原因の場合があり移植する細胞種が異
なるため遺伝子診断が必要となります。これまで治
療法がなく失明を待つだけであった疾患に、やっと
治療法が現実のものとなり、癌の治療と同様にこれ
から遺伝子診断の重要性が増します。原因遺伝子の
判定はとても難しく、エキスパートパネルでの検討
と遺伝カウンセリングが必須です。

小杉先生が遺伝カウンセラーコースを開設して優
れたカウンセラーを輩出してくださることが本当に
良かったと思いますし、我々はその恩恵に一番預
かってきたチームかもしれません。

ここにこれまでの感謝と共に、これからさらなる
実りと発展の時期を迎えられることをお喜び申し上
げます。今後もお世話になることと思いますが、ど
うぞよろしくお願いいたします。
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15 周年に寄せて

玉置　知子
兵庫医科大学 名誉教授／愛仁会高槻病院 遺伝医療部門責任者

この度は医療倫理学・遺伝医療学分野におかれて
は大きな節目をむかえられましたことを心からお慶
び申し上げます。

ここでは、私が遺伝カウンセラーコースに関わら
せていただいた経緯をお話したいと思います。話は
前世紀、小杉先生は当時から内分泌の遺伝性腫瘍分
野の第一人者、今世紀初頭には医学・ゲノム倫理で
は日本の規範を最初に具体的に示してくださったた
め、すでに小杉先生を知らない人はいない、という
状況でした。私が直接に存じ上げるようになったの
は、兵庫医大遺伝学講座で私の前任の古山順一教授

（現名誉教授）を通じてです。古山先生は、2001 年
に臨床遺伝学会から遺伝カウンセリング学会になっ
た時の理事長で、この学会こそ医学・ゲノム倫理面
の活動を率先して行うべきという信念のもと、小杉
先生に倫理委員会委員長を依頼されました。2003
年のご就任に際して、古山先生が、小杉先生のご協
力が得られたことは学会の将来につながると喜ばれ
たことが印象に残っています。その 14 年後の 2017
年には小杉先生がこの学会の理事長に就任され、現
在まで学会の発展を強力に牽引されておられます。

2005 年には、小杉教授から思いがけないご連絡を
いただきました。それは、京都大学に新設される遺
伝カウンセラー養成コースの教員として、兵庫医大
臨床遺伝部を産婦人科分野から強力に支えて下さっ
た澤井英明先生（現兵庫医科大学病院遺伝子医療部
教授）を招聘したい、兵庫医大を学生実習病院にし
たいというお話でした。兵庫医大としては澤井先生
の不在は大打撃、でも遺伝医療の将来を考えるとそ
んなことは言っていられない、ご協力は不可避と悟
り、当日に諾とお伝えしました。驚いたことに数日
後、京都大学を退任後に近畿大学に異動された武部
教授からも、近畿大に新設される遺伝カウンセラー
コースの実習を引き受けて欲しいとのお話をいただ
きました。その後に遺伝カウンセラー養成は、京大・

近大合同プログラムと決まり、兵庫医大は両大学の
実習をお引き受けすることになりました。

コース発足時の小杉先生の動きは迅速で、実質的
な教育プログラムが次々と整備されていきました。
そのおかげで、私自身も遺伝カウンセリングや遺伝
医療のあり方を広汎に勉強しなおす機会をいただき
ました。また、卒業生の佐藤智佳先生（現関西医
大）には兵庫医大最初の認定遺伝カウンセラーとし
て、数年後には岡田千穂認定遺伝カウンセラーにも
着任いただきました。もちろん、京大病院の村上・
鳥嶋両認定遺伝カウンセラーをはじめコース卒業生
の方々には多方面でお世話になっています。

私は現在、兵庫医大を退職して大阪府高槻市にあ
る高槻病院の遺伝医療部門にいますが、こちらでも
学生実習をお引き受けしています。四本由郁小児科
部長（遺伝医療部門兼任）が担当する在宅ケアが必
要な先天性疾患の患者さんの外来診療の状況を学生
さんに知ってもらいたいという小杉先生の意向で開
始されました。幸いに、学生さんからも貴重な経験
になったとの評価を頂いています。

小杉先生の研究や種々の提言を拝見すると、常人
ではない、とても近寄りがたいという印象を持って
しまいます。しかし、指導をお願いすると、俯瞰的
かつ繊細、指導の対象が変わってもいつも丁寧に接
して下さいます。数年前の桜の季節に、小杉先生を
はじめ、教員の方々が大学院入学式の後に新入生と
記念撮影をされているところに居合わせました。特
に小杉先生が満面の笑顔。一方で卒業時の歓送会で
は巣立つ子どもを見守るような、うれしくもあり、
寂しくもありのご様子。このような小杉先生である
からこそ、小杉研には素晴らしい方々が自然に集ま
るのでしょう。今後も小杉先生と小杉研の益々の求
心力、発展を祈念しております。

 以上
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参考：
ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針
平成 13 年 3 月 29 日

H13 年＝ 2001 年
H16 年＝ 2004 年
H18 年＝ 2006 年　修士学生募集開始

GC コースの HP から
京都大学と近畿大学では平成 18 年度より学生募

集を開始しているが、京都大学では本邦でもいち早
く平成 8 年より医学部附属病院に遺伝子診療部を設
置し、遺伝カウンセリングの患者数も最多のレベル

であり、代表者が中心となって活動を支えてきた。
実習の場として、本邦で最も充実していると考える。
また、平成12年より臨床心理を行うスタッフの協力
も得て、心理的な側面についても十分なフォローが
できる体制で臨んでいる。

また、兵庫医科大学は「臨床遺伝部」を昭和 63
年に開設して実績を積んできているが、複数の非常
勤講師により指導を受けているほか、「臨床遺伝部」
と「産婦人科」において本コース学生の学外実習を
受けられるなど全面的な協力が得られている。この
ような状況から、本コースは、本邦における遺伝カ
ウンセラー養成の中心的な役割を果たしている。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

田村　和朗
近畿大学大学院総合理工学研究科 遺伝カウンセラー養成課程

（近畿大学大学院総合理工学研究科 客員教授）

【はじめに】
京都大学大学院に「遺伝カウンセラー・コーディ

ネータユニット」が開講されて 15 年が経過したと
お聞きし、時の経過の速さに驚いています。開講当
時、関西地区には京都大学と近畿大学のみに遺伝カ
ウンセラーの養成課程が存在したというご縁があり、
これまでたいへんお世話になってきました。小杉
眞司教授をはじめとする京都大学の指導者の皆様に
心より感謝を申し上げるとともに、めでたく 15 周
年を迎えられたことに対しお祝いを申し上げます。

【開講当時を振り返って】
1980 年頃からゲノム医学が急速に進歩し、遺伝領

域で扱う疾患が加速度的に増加し、その対応にあた
るマンパワーとしては医師のみでは十分な医療提供
が困難と予測されました。米国ではすでに非医師の
認定遺伝カウンセラーが誕生し活躍するようになっ
ておりました。わが国でも 1997 年に厚生労働科学
研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）「遺伝医療
システムの構築と運用に関する研究（主任研究者：
古山順一）」が始まり、7 年間かけて臨床遺伝専門
医制度と認定遺伝カウンセラー制度など、遺伝医療
の基盤構築が行われました。この研究班には若き日
の小杉眞司教授や小生も参加し、わが国の遺伝医療
の将来像を模索しながらグランドデザイン作成に関
わっていたことを懐かしく思いだしております。

2005 年、近畿大学大学院は文部科学省科学技術振
興調整費「新興分野人材養成プログラム」に応募し、
京都大学大学院遺伝カウンセラー・コーディネータ
ユニットとの合同プログラムとして 5 カ年受託事業
に採択されました。また同年度の認定遺伝カウンセ
ラー制度委員会による第 1 回機関審査で、晴れて養
成校として認定されました。これを受け、近畿大学
では第 1 期生の入学募集を開始し、2006 年度に 6
名の入学生を迎えることができました。以後、2020
年度の 15 期生まで 72 名の入学があり、13 期生ま
でに 44 名の認定遺伝カウンセラーを輩出しました。

2006 年当初の教員は藤川和男課程責任者（教授）を
中心に、武部啓（客員教授）、吉田繁（教授）、南武志

（准教授、のちに教授）、巽純子（准教授）に加え学
外の多くの客員教授や非常勤講師の先生方のご協力
をいただきました。翌 2007 年に小生も加わり、現
在に至っております。

【単位互換制度】
文部科学省科学技術振興調整費の助成を受けるに

あたり、京都大学との合同プログラムで採択された
経緯から「京都大学ならびに近畿大学における単位
互換に関する協定」が結ばれました。それを受けて
近畿大学の院生は、京都大学の「特別聴講学生」と
して基礎人類遺伝学、臨床遺伝学・遺伝カウンセリ
ング、遺伝医療と倫理・社会の 3 科目の受講が可能
となりました。また年間15回、遺伝カウンセリング
演習（いわゆる合同カンファレンス）に参加し、遺
伝学的問題、医学的問題、療養問題、社会的問題、
法的問題、倫理的問題、心理的問題等について討論
し、実践力を養う機会を得ることができました。院
生が遺伝カウンセラーを目指すうえでの意識改革と
総合的な理解を深め、自らの言葉で表現する基礎力
を高めるために効果的であったと評価しており、こ
のような機会を提供いただいたことに、改めて京都
大学の先生方に感謝申し上げます。さらに、このシ
ステムのおかげで大学の垣根を越えた院生間の情報
交換のネットワークが広がり、大学院修了後も関係
性が継続され、互いに助け合っていると聞き及んで
います。

一方、近畿大学大学院は総合理工学研究科という
理系に設置された課程のため、実験室や実験機材を
保有していることもあり、毎年夏休み期間に近畿大
学と京都大学の院生に集まっていただいて、実技研
修セミナーを開催してきました。当初は DNA 抽出
や分子生物学的解析も行っておりましたが、最近は
株式会社エスアールエルのご協力を得て、遺伝学の
基本中の基本である染色体標本作成と観察（FISHを
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含む）実習の機会を提供してきました。2020 年度は
COVID-19 感染拡大の影響のためやむなく中止を余
儀なくされましたが、早期に再開できることを祈っ
ています。

【おわりに】
がん領域を中心に遺伝医療・ゲノム医療が盛んに

なり、適切ながん医療を実践するうえで、遺伝情報
なくして行えない状況です。このような状況はがん
領域に限ったことではなく、近未来には小児疾患領
域、周産期領域、遺伝性神経難病や代謝疾患の領域

においても有効な医薬品開発が進むにつれ、遺伝情
報の価値が高まると想像されます。認定遺伝カウン
セラーは臨床遺伝の専門職として、ますます活躍の
場が広がることは間違いないものと思います。その
ための人材養成は重要であり、その責務を担う大学
も心して教育に当たる必要があると思います。近畿
大学と京都大学は 15 年間に培った叡智や経験があ
ります。その養成力を基盤に、日進月歩の新しい医
療に即したプログラムを開発し、社会に貢献できる
優秀な人材を輩出し続ける責務があると思います。
今後もぜひ協力体制の維持をお願いする次第です。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコースとともに
近畿大学も歩ませて頂いた 15 年

巽　純子
近畿大学大学院総合理工学研究科 遺伝カウンセラー養成課程

開設 15 周年を迎えられて誠におめでとうござい
ます。近畿大学と京都大学は、奇しくも2005年度の
JST（科学技術振興機構）の科学技術振興調整費「新
興分野人材養成プログラム」に同時に応募をしまし
た。JST のヒアリング会場で小杉先生方と鉢合わせ
をしたときには、少し驚きましたが、まさか JST の
判断で、関西の拠点として 2 校で合同ユニットとす
るように指導を受けることになるとは思いもしませ
んでした。以来、京大－近大は緊密に連携をして今
日に至ります。したがって、近大の養成課程も京大
と一緒に今年 15 周年を迎えました。

両校は2006年に学生を受け入れましたが、それま
での間、まず京大や関西圏の遺伝カウンセリングを
担当されている先生方によるカンファレンスに近大
教員も参加できるようにして配慮して頂き、合同カ
ンファレンスとさせて頂きました。また、2006 年当
初、近大では遺伝カウンセリングを担当できる常勤
の臨床遺伝専門医もおらず、外部の臨床遺伝の専門
家を非常勤講師として招き、臨床遺伝学や遺伝カウ
ンセリング実習、遺伝学カウンセリング学の教育を
行うようにしておりました。そのため、京大との合
同プログラムによって、単位互換制度を結び、京大
で臨床遺伝を体系的に学べる機会を作って頂いたの
は、近大の学生たちにとっては大変良い学習の場と
なりました。JST の調整費によるプログラムは 2010
年までの 5 年間継続し、単位互換制度を使って京大
に当大学の学生が参加するばかりではなく、近大の
方では両校の学生に対して、ヒト染色体の解析実習
を行ったり、「ダウン症の集い in 近畿大学」、「アジ
ア遺伝カウンセリングシンポジウム」、「全国遺伝カ
ウンセラーコース院生サミット」などのイベントを
実施し、交流を図らせて頂きました。さらに 5 年間
の合同ユニットが終了してからも、単位互換制度の
協定を存続し、今も近大の学生は京大の授業を受け
ることができています。特に合同カンファレンスで
の症例発表は、学生にとって素晴らしい機会であり

刺激の場です。このような交流の機会があるため、
両校の卒業生は親しく交わり、彼らの間には卒業年
次ごとに連絡網があるようです。この人的資源はお
そらくそれぞれの仕事で相互に情報をやり取りする
上で大いに役立っていることと思います。

2006 年以前に私が見学させて頂いた遺伝カウン
セラー養成コースの教育は、養成人数が 1，2 名と
少数であることもあり、遺伝カウンセラーに特化し
た独自の教育は行われておらず、医学部学生の教育
に参加する形で行われていました。合同ユニットで
は、両校の学生数は2校合わせると10名内外となり、
遺伝カウンセラー専用の教育、カンファレンスを行
うことができました。これは、わが国の遺伝カウン
セラー教育では画期的なことだったと思います。1
校では養成人数が限られており、遺伝カウンセリン
グ内容に関する意見交換などは儘ならず、経験症例
も限られてきますが、2 校が合同でカンファレンス
を行うと、なかなか経験できない希少疾患や異なる
背景を持つケースについて学び意見交換することが
できます。わが国の遺伝カウンセラー養成教育にお
いて、京大と近大の合同ユニットはモデルとなって
いるのではないかと思います。

思えば、両校が遺伝カウンセラー養成のスタート
を切った 2005 年当初は、やっと認定遺伝カウンセ
ラーの認定試験が始まったばかりで、遺伝カウンセ
ラーと言っても社会ではほとんど認知されておら
ず、卒業しても遺伝カウンセラーとしての仕事はほ
とんどなく、就職難でした。近大の学内ではそのよ
うな状況に色々と批判がありました。今は、遺伝学
的検査の普及とともに、需要が増えて、求人数が求
職数を上回る状態になりましたが、近大がめげずに
遺伝カウンセラー養成を続けてこられたのは、一重
に小杉眞司先生はじめ今まで在籍された多くの京大
の先生方に助けられたからだと思います。感謝の念
をもって15周年をお祝いさせて頂き、今後も継続し
て、交流できることを希望しております。
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遺伝カウンセリング学の構築にむけて

千代　豪昭
元 お茶の水女子大学大学院（人間文化研究科・遺伝カウンセリング講座）教授

／現 クリフム夫律子マタニティクリニック 副院長

京都大学遺伝カウンセラーコースの 15 周年記念
を心からお祝い申し上げます。

わが国の遺伝医療体制の整備を目的とした研究班
活動が開始されて既に20年、認定遺伝カウンセラー
が生まれてから 15 年を超える年月が経ちました。
たまたま、今年の 2020 年はゲノム医療の発展に応
じて医療体制を見直す動きや、戦後の旧優生保護法
問題の検証など大きな動きがありました。遺伝カウ
ンセリングに関係する領域でも、NIPTを巡って大き
な議論が起こりました。さらに COVID-19 の感染症
対策は社会活動の様式にも大きな変化を与えていま
す。このような、時代背景を踏まえて、遺伝カウン
セリングをめぐる今後の課題に、思いを馳せてみた
いと思います。

私事ですが、2019 年から 1 年をかけて日本医学会
連合の「旧優生保護法検証委員会」で委員の一人と
して活動させて頂きました。「遺伝カウンセリング」
は戦前の優生運動に加担した人類遺伝学者達が、過
ちを繰り返さないために悲願の意を込めて考え出し
た方法論です。わが国では戦後、日本遺伝学会から
分離独立した日本人類遺伝学会が直ちに「人類遺伝
学将来計画案」や「遺伝相談ネットワーク委員会報
告」を公表しました。今回の「検証委員会」では、
委員の多くが遺伝カウンセリングをご存知なかった
ので苦労しましたが、このことを報告書（2020.06）
に書き込むことができました。また日本学術会議の

「ゲノム医療推進に向けた体制整備と人材育成」でも
信州大学の遺伝カウンセラーコースを指導された福
嶋先生が苦労されて「遺伝カウンセラーの重要性と
国家資格化の必要性」を報告書（2020.08）に書き込
まれました。

一方で、今年の日本人類遺伝学会のシンポジウム
でも取り上げられた、「NIPT 検査の規制緩和」をめ
ぐり、規制の緩和を主張する方々と、cell-free DNA
検査が今後、単一遺伝子診断にも応用範囲が拡大す
ることから、安易な規制緩和に反対する遺伝関連学
会との間で議論が展開されました。

どちらのグループでも「遺伝カウンセリングの重
要性」では意見が一致していましたが、これまで遺
伝カウンセリングを教育してきた立場からは、どち
らの意見にも「違和感」を感じたことも確かです。

まず、規制緩和賛成派の新指針では、遺伝カウン
セリング提供体制の記述の中に「認定遺伝カウンセ
ラー」と言う言葉が、全く出てきません。それどこ
ろか、会員の中には遺伝カウンセリングを非医師が
行うことについて、医師法違反の疑いがあるとの指
摘があるとのことでした。この点について議論して
みると、非認可施設への批判もありますが、「医学的
診断告知」と「医学専門情報の提供」に医師の一部
がこだわっていると感じました。

この意見は、遺伝カウンセリングの流れが理解さ
れていないことが背景にあります。小生はかって京
都大学遺伝カウンセラーコースで「POS（問題解決型
システム）を応用した遺伝カウンセリングの計画立
案と記録」というテーマで講義をしたことがありま
す。POS 的には、1）必要なデータベースの収集に基
づいて、2）カウンセリング計画を立案し、3）カウ
ンセリング技術を駆使してカウンセリングを実施し
ます。他職種との連携も業務の一つです。4）その
後、追跡フォローしながらカウンセリングを修正し
ていくという一連の流れがあります。クライエント
に関わる「遺伝学的な家系リスク評価（人類遺伝学
的診断）」は遺伝カウンセリングを実施する上で重要
なデータベースですが、これは人類遺伝学を背景と
した理論・技術で、医師の専任業務ではありません

（看護学における看護診断に含まれる）。遺伝病に関
する専門情報でも、多くの医師が得意なのは検査や
医学診断に関する領域で、遺伝カウンセリングに必
須の罹患者「生活史」情報や、療育・社会福祉情報
は遺伝カウンセラーの得意領域です。その他、カウ
ンセリング計画立案にはクライエントの心理・思想
的な背景や生活実態からくる心理特性の評価、クラ
イエントの決断に伴う倫理分析も重要なデータベー
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スになります。「狭い意味での診断告知業務」以外は
医師法が関与する領域ではありません。認定遺伝カ
ウンセラーをスタッフの一員に加える方が、担当医
師の短時間研修よりチーム全体への教育効果は大き
いのです。

カウンセリング技術についても一言。産婦人科
医、小児科医に限らず、「カウンセリング技術 = 正確
で豊富な情報提供」と思っておられる方が多いのが
現況です。ロールプレイ（もともと心理領域で開発
された教育技法）は現在でも盛んに行われています
が、本来のカウンセリング技術や理論のチェックよ
りも、「制限時間内における情報の質と量」に評価が
集中する傾向が少し気になっています。NIPT 新指

針についての説明でも「研修にはロールプレイも導
入しました」との説明がなされましたが、ロールプ
レイのカリキュラムを見ないと評価はできません。

このような最近の情勢を踏まえ、最後に強調した
いことは、「新時代に合わせた、遺伝カウンセリン
グ学を構築」することの必要性です。学会は利益代
表団体の意見応酬の場になる恐れもありますので、
わが国の遺伝カウンセラー教育課程の教員・学生が
連携しながら、真の遺伝カウンセリング学の研究と
教育やカウンセラー養成に頑張って欲しいと思いま
す。

京都大学遺伝カウンセラーコースの今後の益々の
ご発展をお祈りして筆を置きます。
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ボトムアップとトップダウン

福嶋　義光
信州大学医学部 特任教授

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース設立 15
周年、誠におめでとうございます。

日本の遺伝医学・医療は欧米先進国に比べて極め
て遅れていると長い間いわれてきました。1970 年
以降、いくつかの小児病院に診療科としての遺伝科
が設立されてはいましたが、全診療科にまたがる体
制整備はなされていませんでした。1996 年になっ
て、京都大学と信州大学で、遺伝子診療部が院内措
置で設けられ、臓器別・領域別の診療科単位ではな
く、診療科横断的に遺伝カウンセリングと遺伝学的
検査を中心とする遺伝子医療を行う取り組みが始ま
りました。

世の中に今まで無かったもの、すなわち卵もなく
鶏もいない状態で、新しい仕組みを生み出すために
は、ボトムアップとトップダウンの両方の取り組み
が必要です。最終的には、トップダウンの国の政策
により制度化がなされないと完璧な体制整備はでき
ませんが、そのトップダウンの取り組みを促すため
には、ボトムアップの活動が極めて重要です。遺伝
医学・医療の発展を願う多くの全国の同志が行って
きた活動がどのように社会にインパクトを与えてき
たかについて振り返ってみたいと思います。

遺伝子診療部の活動が評価されたこともあり、3
省指針「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理
指針」（2001）に遺伝カウンセリングの用語が記載
されるとともに、研究機関においては遺伝カウンセ
リング体制を整備すべきであることが盛り込まれま
した。その影響は極めて大きく、ほとんどの大学病
院に遺伝子医療部門が設けられることとなり、全国
遺伝子医療部門連絡会議が 2003 年に設立されまし
た。（理事長は 2019 年度まで私が務めておりました
が、2020 年度からは小杉眞司先生に引き継がれてい
ます。）

2003 年に遺伝医学関連 10 学会「遺伝学的検査に
関するガイドライン」が公表されました（2011 年
に日本医学会で作成された「医療における遺伝学的
検査・診断に関するガイドライン」は、この 10 学

会ガイドラインを継承したものです）。個人情報保
護法（2003）の施行に伴い、厚生労働省により「医
療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱
いのためのガイドライン」（2004）が作成されまし
た。その中に「10．遺伝情報を診療に活用する場合
の取扱い」の項目が設けられ、「医療機関等が、遺伝
学的検査を行う場合には、臨床遺伝学の専門的知識
を持つ者により、遺伝カウンセリングを実施するな
ど、本人及び家族等の心理社会的支援を行う必要が
ある。」と記載されることとなりました。これを受
けて、2006 年に保険診療として、わが国で初めて認
められた遺伝学的検査（進行性筋ジストロフィー遺
伝子検査）の実施要件として、厚労省ガイドライン
と 10 学会ガイドラインの遵守が求められることに
なり、遺伝カウンセリングの重要性が厚労省にも認
識されるようになりました。その後、保険診療で認
められた遺伝学的検査は 140 疾患（群）まで増え、
遺伝カウンセリング加算も認められるようになりま
した。

医学教育においても、2016 年度に改訂された医学
教育モデル・コア・カリキュラムで初めて「遺伝医
療・ゲノム医療」の項目が設けられ、「遺伝カウンセ
リングの意義と方法を説明できる」ことがこれから
医師になろうとする医学生に求められることになり
ました。

私が医師になった40数年前と比べれば、わが国の
遺伝医療体制はかなり整備されてきたとは思います
が、遺伝カウンセリングの専門職がまだ国家資格化
されていないのが残された最大の問題です。現在、
任命拒否の問題で話題となっている日本学術会議の
第二部（生命科学）臨床医学委員会では、2018 年に
新たに臨床ゲノム医学分科会が新設され、私が分科
会委員長となりました。2020 年 8 月には、提言「ゲ
ノム医療推進に向けた体制整備と人材育成」<http://
www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t294-4.pdf>
を公表し、ここに、「所轄官庁である厚生労働省の下
での法制化により、「遺伝カウンセラー」を国家資格
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とすべきである。」と明確に記載しています。現在、
日本学術会議の位置づけの議論が始まっており、こ
の提言がどこまで届くのかは不明ですが、何とか実
現してほしいと願っています。

信州大学の前身である旧制松本高校の校歌は、土井
晩翠によって作られているのですが、その中に「仰
ぐは高山、慕うは理想、細流次第に其の水寄せて、
鯨鯢浮くべき波浪を湧かす。」というフレーズがあ
ります。「高い山を見ていると理想は高くなる。山
に降った一滴の雨は最初は細い流れであるが、だん

だんと周囲の水を集め水量を増し、海に出たときに
は、雄のくじら（鯨）と雌のくじら（鯢）を浮かす
ような大きな波浪となる」という意味です。気がつ
いた人ができることをやっていく、すなわちボトム
アップの取り組みが重要であることを示していると
思います。

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースが益々発
展し、このボトムアップの活動を行う多くの優秀な
人材を育てていかれることを願っています。
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15 周年おめでとうございます！

松原　洋一
国立成育医療研究センター 理事・研究所長／東北大学 名誉教授

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースが、小杉
眞司教授の下で開講 15 周年を迎えられるとのこと、
心よりお祝い申し上げます。

わが国における遺伝カウンセリングを含む遺伝医
療システムの整備に関してオールジャパンの議論が
開始されたのは、1998 年に発足した古山順一先生

（当時、兵庫医科大学教授）を代表研究者とする厚生
科学研究「遺伝医療システムの構築と運用に関する
研究」が最初だったと記憶しています。それまでは、
共に遺伝医療の発展を目指しながらも袂を分かった
日本人類遺伝学会と日本臨床遺伝学会（現・日本遺伝
カウンセリング学会）が激しく対立する状況が続い
ていました。その頃、厚生労働省は「家族計画特別
相談事業」（当時を反映した優生学的な名称ですね）
として、保健所を窓口とする遺伝相談ネットワーク
を展開していたのですが、この事業の運営にも学会
間の対立が色濃く影を落としていました。また、分
子遺伝学の発展による遺伝子診断が大学病院を中心
に急速に普及するなかで、保健師を主体とする体制
では対応が難しく制度疲労が露わになってきていま
した。このような状況下、古山班において上記の 2
学会が関連する学会を交え初めて話し合いの席に着
き、遺伝医療制度についての検討が開始されました。
研究班が神戸で開催した班会議には私も末席で参加
していましたが、ついに両学会が協調して遺伝医療
に関する専門家、すなわち遺伝専門医と遺伝カウン
セラーを育成することが決まりました。本邦の遺伝
医療における歴史的な出来事だったといえます。

この流れを受けて、2004 年、お茶の水女子大学に
わが国初の遺伝カウンセリングコース（千代豪昭教

授）が開設され、2005 年には京都大学にも遺伝カウ
ンセラーコースの設置（近畿大学の養成課程と合同）
が決定し、わが国における遺伝カウンセラー養成が
開始されました。開講以来の京都大学遺伝カウンセ
ラーコース卒業生の方は全国で活躍しておられ、ま
た教室のスタッフからも遺伝医療に携わる教授を何
人も輩出されています。まさにわが国の遺伝医療を
支える重要な存在になったといえましょう。小杉先
生は初代教授として創設以来 15 年にわたって教室
の発展に寄与されており、現在、日本遺伝カウンセ
リング学会の理事長と日本遺伝子診療学会の理事長
を兼任されるなど、わが国の遺伝医療を担う中心的
存在として活躍されておられます。

現在、遺伝カウンセラーという職種は一般にもよ
く認知され、全国の医系大学で遺伝カウンセラー
コースの新設が相次いでいます。入学を希望する学
生も多いため倍率が高く、その結果、様々なバック
グラウンドを持つ優秀な人材が集まっていると伺っ
ております。わが国の遺伝医療の発展、充実にとっ
て大変喜ばしいことです。認定遺伝カウンセラー制
度が発足した当時は、わが国には存在しない職種の
人材を育成しても、一体だれが卒業後の面倒を見る
のか、無責任ではないかという声がありましたが、
その後の小杉教授をはじめとする関係者の方々の
並々ならぬ努力があり、現在のような隆盛に至りま
した。

15 周年という一区切りを迎えられた京都大学大
学院遺伝カウンセラーコースが、今後ともわが国の
遺伝医療を支える大きな存在としてますます発展さ
れていくことを祈念しております。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年を祝して

齋藤　加代子
東京女子医科大学 名誉教授／同 遺伝子医療センターゲノム診療科 特任教授

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースが 15 年を
迎えられたこと、心よりお慶び申し上げます。小杉
眞司教授のリーダーシップのもとに、京都大学は日
本のゲノム医療の実装、認定遺伝カウンセラー制度
の基盤を築き上げられました。私共の東京女子医科
大学大学院先端生命医科学系専攻遺伝子医学分野の
遺伝カウンセラー養成課程は京都大学をお手本とし
て、すぐ後を追って開設致しました。

21 世紀になったばかりのころ、ミレニアムプロ
ジェクトにて、遺伝カウンセリングの必要性が湧き出
るように表面化してきました。兵庫医科大学の古山
順一教授を代表として厚労研究事業にて遺伝カウン
セリング体制の構築に関する研究班が始まり、日本
臨床遺伝学会が日本遺伝カウンセリング学会となり
ました。古山先生がその頃の若手（！）を神戸の高
級ホテルに集めて、ワインを 1 ダースほど（そして
女性にはフルーツプレート）用意していただき、今
でいう「密」な状態で、遺伝カウンセリングの将来、
遺伝カウンセラーの必要性を熱く論じ合いました。
そこで若き、新進気鋭の小杉先生にはじめてお目に
かかったと記憶しています。

遺伝カウンセラー養成課程の開設当初、開設に関
わる人たちは、大学院コースにて認定遺伝カウンセ
ラーの資格をとっても、就職するポストもないだろ
うと想像し、心配されておりました。しかし、現在
では、その心配は杞憂となりました。特に、京都大
学大学院修了の認定遺伝カウンセラーの方たちは、
資格試験の受験前から、就職口が決まるほどに実力
を持っておられます。当初から受験の際に書類審査
のログブックもきちんと記載されていて、教育レベ
ルの高さをうかがい知ることができました。大学院
修了後は、生殖医療領域、がんゲノム領域で活躍し
ている認定遺伝カウンセラーも多く、また大学院の
養成課程に残って教員として後輩の教育に当たる方
たちも頼もしい存在となられています。

人類遺伝学のプロフェッショナル、かつ人の心の
機微も理解できる人材の養成は、医学と医療の進歩
において必須であります。京都大学大学院遺伝カウ
ンセラーコース、小杉チームが、開設 15 周年を迎え
られ next stage に入られて、さらなる発展と、日本
のゲノム医療の牽引をなさることを祈念いたしてお
ります。
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15 周年おめでとうございます

野村　文夫
千葉大学 名誉教授／公益財団法人 ちば県民保健予防財団 遺伝子診療科部長

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースがこのた
び 15 周年を迎えられたことに心より御祝い申し上
げます。

寄稿のご案内を頂いて、以前にそちらで講義させ
ていただいたことを思い出し、記憶をたどり当方の
記録をみてみたところ、2006 年 12 月 1 日に遺伝カ
ウンセラー修士課程の「遺伝医療特論」の講義を

「検査部における遺伝子診療の取り組みと今後の方
向性」というタイトルでお話させて頂いていました。
2006 年に 1 期生がご入学とありますから、最初の年
だったのですね。

小杉眞司先生は内分泌内科医をベースに検査の領
域に入られ、さらに遺伝医学を極められている方で
すが、私も内科（肝臓）から検査部に移り、遺伝子
診療部を兼務する立場でしたので、以前から小杉先
生には親近感を持ち、千葉でも講演をしていただき
ました。千葉大学で検査部をベースに遺伝子診療を
開始した 2000 年当時はその主旨を学内外で十分理
解していただけない場面もありましたが、信州大学
の福嶋義光先生には「遺伝医療の発展のためには多
様なアプローチがあってよい」といっていただき、
また検査領域に明るい小杉先生にも大いに背中を押
していただき勇気づけられました。

後年、千葉大学病院の遺伝医療チームで英国の遺
伝医療を見学する機会がありましたが、Cardiff でも
Manchesterでも遺伝医学担当部署が遺伝学的検査を
併せて統括する体制が取られており、わが意を得た
ものでした。

小杉先生の日頃のご活躍ぶりを拝見していますと
“緻密さと大胆さを兼ね備えた方”という印象を持ち
ます。昨今、遺伝関連学会の合同開催が増えてきま
したが、2011 年に京都大学百周年記念講堂で小杉先
生が担当された「遺伝医学合同学術集会 2011」は日
本遺伝カウンセリング学会、日本遺伝子診療学会に
加えて日本家族性腫瘍学会（現日本遺伝性腫瘍学会）
の 3 学会合同開催でした。先生は見事に運営されま
したが、おかげで私自身これまで面識の少なかった
家族性腫瘍学会の先生方の知己を得ることができま
した。その後の小杉先生のご活躍ぶりについては私

があらためて申すまでもありません。学会活動に加
えて政策関連活動においても常に大所高所から貴重
な意見を述べて牽引されているのは内科学・遺伝医
学だけでなく、生命倫理、臨床検査、規制科学など
幅広くかつ深く修めてこられた小杉先生ならではの
ものと思います。

さて、いつ頃からでしょうか。京都大学の遺伝医
療チームの方々が懇親会などでおそろいウェア（私
が 2015 年に千葉で遺伝カウンセリング学会を担当
した折は確かレッドだったと記憶していますが）で
登場されその存在感は遺伝医療の領域で年を追うご
とに増しています。15 年間で 50 名近い認定遺伝カ
ウンセラーの方が巣立たれ、千葉県でもご活躍の方
がいらっしゃいます。京都大学における遺伝カウン
セラー教育では先輩が後輩を指導するいわゆる屋根
瓦方式と伺っています。千葉大学遺伝子診療部の立
上げの時期から大変お世話になっている浦尾充子先
生のご指導のもと、認定遺伝カウンセラーの方々が
分担執筆された名著「遺伝カウンセリングのための
コミュニケーション論」はこのような京都方式の集
大成と思います。そして遺伝カウンセリング学会な
どにおける京都大学の大学院生の方々のご発表の質
の高さは、学生さんたちの努力に加えて直接指導さ
れている多くの教員の方々のお力によるものと敬意
を表したいと思います。

常に先手を打たれる小杉先生の次の一手を先頃
知って、あらためて脱帽しました。私自身大学人と
して、これまで寄附講座・寄附研究部門の重要性やあ
りがた味を個人的にも大いに感じてきましたが、京
都大学に遺伝子検査関連企業との共同研究講座「ゲ
ノム医療講座」が設置され、認定遺伝カウンセラー
やジェネティックエキスパート教育ツールの開発、
さらにはオンライン遺伝カウンセリングなどをテー
マにされるとのことで今後の展開を楽しみにしてお
ります。

15 周年を迎えられた京都大学の遺伝カウンセ
ラーコースが今後ますます発展され、遺伝医療そし
て遺伝医学教育に大きく貢献される人材を育成され
続けることを確信しています。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース

羽田　明
千葉大学 予防医学センター 特任教授

我が国の遺伝カウンセリング制度の設計は黒木
良和先生、古山順一先生、千代豪昭先生などの言わ
ば我が国における人類遺伝学のレジェンド達が主導
して作り上げてきたものです。その歴史の中で、臨
床遺伝専門医制度、認定遺伝カウンセラー制度が発
案され、現在の遺伝医療を担う人材の養成がはじま
り、今日に至っています。認定遺伝カウンセラー制
度を、将来の国家資格を目指した医療職にするため
に様々な反対意見を乗り越えて修士課程としたこと
は今となっては当然のことながら、当時としては慧
眼であったと言えます。

その歴史の中で、遺伝カウンセラーの養成に関し
ては、京都大学が近畿大学と連携して、2005 年の
JST（科学技術振興機構）の科学技術振興調整費に
よる「新興分野人材養成プログラム」に「遺伝カウ
ンセラー・コーディネータユニット」として採択さ
れたことがエポックメイキングな出来事であり、今
日の遺伝カウンセラー制度の基盤を作ったと言えま
す。

私は 2002 年に千葉大学に赴任しましたが、2003
年 4 月に野村文夫先生が主導した、検査室内に遺伝
カウンセリング室を作ることに参画しました。その
後、2004 年 1 月に臨床遺伝専門医制度研修施設に認
定され、2005 年 4 月に大学院医学研究院の修士課程
として認定遺伝カウンセラー養成専門課程を設置し
ました。私はこの修士課程の責任者となり、小規模
ながら認定遺伝カウンセラーの養成を始めました。
私どもから見れば、京都大学・近畿大学の連携した
養成ユニットは調整費での教官の雇用もあった事か
ら人材養成システムとしては質・量ともにうらやむ
べき存在でした。その頃はまだ、数が少なかった養
成コースの学生たちの交流も、京都・近畿大学の主
導で行われ、各養成コースの様子も学生から聞いて、
組織の仕組みを改良するなど、我が国の養成コース
の均てん化にも多大な貢献があったと言えます。

実は私は公益財団法人大学基準協会より委嘱さ

れ、公衆衛生系専門職大学院の評価委員をしており
ました。その為、2013 年（平成 25 年）と 2018 年

（平成 30 年）の 2 度にわたり、「京都大学大学院医
学研究科社会健康医学系専攻」から出された認証評
価の申請書の書面審査、現地でのヒアリング調査に
他の委員と共に参加しました。2018 年の現地調査
では小杉先生の教授室の隣の部屋が評価委員の集合
場所であり、打合せや議論の場所となりました。評
価委員の立場ではありますが、大学院の学生たちの
意見を聞けたことは貴重な経験となりました。京都
大学の「遺伝カウンセラーコース」は同専攻の特別
コースとして位置づけられていました。その為、公
衆衛生大学院では “Public Health” の世界標準である
5 領域（疫学、医療統計学、環境科学、保健医療管
理学、社会及び行動科学（医療倫理学を含む））を
履修することを修了のための共通の要件と定められ
ているのですが、遺伝カウンセラーコースでは専門
的教育内容の追加を要件としています。すなわち、
遺伝カウンセラーコースの学生は他大学の修士課程
の学生以上に公衆衛生学を履修する必要があるので
す。その為、教育の仕組みとしてパブリックヘルス
マインドを持った遺伝カウンセラーが誕生すること
になります。最初は取って付けたように感じていま
したが、今ではこの方向性が正しいと確信しており
ます。この様に、京都大学は様々な意味で他大学が
範とすべき部分が多く、今日、多くの施設が遺伝カ
ウンセラー養成コースを設けていますが、京都大学
の貢献は実に大きいと感じます。契機となった JST
の「新興分野人材養成プログラム」の事後評価の担
当委員も委嘱されましたが、委員会において京都大
学が果たした歴史的意義を強調させていただきまし
た。特に異論もなく受け入れられましたので、正当
な評価とされたのだと思います。

今後も、我が国の遺伝医療のあり方を議論してい
くうえで長期的展望を基に提言していく際、中心的
な役割を担っていただくことを期待しています。
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京大遺伝カウンセラーコース 15 周年にあたって

後藤　雄一
国立精神・神経医療研究センター

京大遺伝カウンセラーコースの営みが、我が国の
「遺伝カウンセリング」における創成期から今日ま
で、大きな役割を担ってきたことは疑いようがない
と思います。小杉先生とそのお仲間は、遺伝カウン
セラーコースのカリキュラムを作り、学生を募り、
一緒に勉強して、工夫して、遺伝カウンセラーやそ
の教育を担う人材を数多く輩出し、我が国の遺伝医
療を支えるまでになっています。きっとたいへんご
苦労されたのであろうと思います。その一方で、私
の経験では「創成期」においては、上から止める人
もなく、いろいろと思いついたアイデアを実践に移
すことができるので、実は結構面白いと思うので
す。だれもまだ滑っていない新雪のゲレンデを最初
に滑るスキーヤーの感覚です。小杉先生もきっと面
白かったに違いないと私は思います。ちょっと尋ね
てみたいところです。

私と京大遺伝カウンセラーコースの方々との接点
は、一度「ミトコンドリア病」の講義をしたくらい
でしたが、平成 30 年度から始まった小杉先生が代
表をされた AMED 研究班の班会議が年に何度も京
大で行われたことが挙げられます。海外視察などの
発表、会議の準備や運営などをてきぱきと一体感を
もってされていた皆さんに感心しました。小杉先生

とそのお仲間の底力を感じました。
人材育成はどの分野でもたいへん難しい課題で

す。遺伝カウンセリングでは、複雑な訓練が必要に
なります。決まったことを言い、決まった反応をす
ればよいということではないし、最新情報も取り入
れた正確な情報を提供するとともに、クライエント
の立場に寄り添ったり、客観的になったりと、硬軟
取り混ぜた、文系理系の両方の素養が必要になりま
す。どこまで勉強しても、どれほど経験しても、一
人前になるには終わりのない旅のようです。でも、
それはいつまでも自らが成長できるすばらしい機会
と思いますし、一人一人の個性を活かせる仕事です。
私は個性や多様性が人間力になると信じています。
そういえば遺伝とは多様性のことでしたね。

現在の日本の遺伝医療は弱い地盤の上に立つハイ
テクビルのような状況です。ちょっとした揺れで傾
いてしまいそうです。弱い地盤を健固な地盤にする
には、機械ではなく「人」が大事です。人間力を高
めれば一人一人が十人力でも百人力でも持てます。

京大遺伝カウンセラーコースにゆかりのある方々
の益々のご活躍を期待して、お祝いの文とさせてい
ただきます。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

難波　栄二
鳥取大学研究推進機構 研究戦略室／同 医学部附属病院 遺伝子診療科

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース15周年お
めでとうございます。日本の遺伝カウンセリング分
野を牽引し、多くの認定遺伝カウンセラー ®を輩出
され、この分野の教育に多大な功績を挙げられてき
ていること、また AMED 小杉班（ゲノム創薬基盤研
究事業「ゲノム情報研究の医療への実応用を促進す
る研究」A- ②：ゲノム情報患者還元課題「医療現場
でのゲノム情報の適切な開示のための体制整備に関
する研究」）に代表されるように、ゲノム医療を推進
する多くのプロジェクトを主導されたことに敬意を
表すとともに、心から感謝申し上げたいと思います。

鳥取大学医学部は医学科、保健学科（臨床技術科
学専攻、看護学専攻）に加えてバイオサイエンスの研
究者を目指す生命科学科が設置されています。この生
命科学科の学生は、以前から認定遺伝カウンセラー ®
にとても高い関心を持っていますが、鳥取大学では
2020 年度からやっと認定遺伝カウンセラー ®の教
育が開始されたばかりです。そのために、今までは
他大学の遺伝カウンセラーコースに学生が入学して
おりました。その中で、本学の学生には京都大学大
学院遺伝カウンセラーコースが最も人気が高く、本
学の学生が複数人入学させていただき、この方々を
立派な認定遺伝カウンセラー®に育てていただいた
ことにたいへん感謝いたします。鳥取大学では、医
科学専攻博士前期課程の中に、学会認定の認定遺伝
カウンセラー®養成の単位履修が可能な学生枠を設
置し、2020年は3名の学生がこの枠に入学しました。
中国四国地方においては、2 校目の認定遺伝カウン
セラー養成施設となります。新型コロナウイルスの
影響で第一期の学生の教育にはいろいろ苦労してお
りますが、鳥取大学においても京都大学大学院遺伝
カウンセラーコースの教育体制を参考にさせていた
だき、京都大学で教育された学生に負けない認定遺
伝カウンセラー ®を輩出できればと考えています。

鳥取大学医学部附属病院（本院）の遺伝子診療科
では、2012 年度から認定遺伝カウンセラー ®の雇
用が始まりました。この雇用では、初代から現在ま
ですべて京都大学大学院遺伝カウンセラーコースを

卒業された方に来ていただいており、遺伝カウンセ
リング体制の構築や診療に活躍していただいており
ます。さらに、初代の方では、家系図を題材にした
講演や授業を、院内のみならず地域、学校にも積極
的に行っていただき、遺伝リテラシーの普及に大き
な貢献をしていただきました。本年からがんゲノム
医療が本格的に開始され、HBOC 診療が拡大されま
した。本院では、関連科との連携体制を整え定期的
な打ち合わせを行い、ゲノム医療の推進を図ってい
ます。認定遺伝カウンセラー ®の方には、遺伝子
診療のみならず、関連科にも出かけていただき、こ
の連携の中心を果たしていただいています。このよ
うに、京都大学大学院遺伝カウンセラーコースでの
教育が鳥取大学の遺伝子診療の基盤となっておりま
す。今後は、この基盤の上に本院の独自性も出しな
がら、ゲノム医療の推進を図ってゆきたいと考えて
います。

文部科学省課題解決型高度医療人材育成プログ
ラム「難病克服 ! 次世代スーパードクターの育成：
NGSD（Next Generation Super Doctor）プロジェク
ト」（代表　信州大学）のプログラムに京都大学、東
京女子医科大学、千葉大学、札幌医科大学とともに、
鳥取大学も参加させていただきました。ここでも、
学会等で専攻医の集会を積極的に企画されるなど京
都大学の主導力と活動性には頭が下がります。未診
断疾患イニシアティブ IRUD（Initiative on Rare and 
Undiagnosed Diseases）でも、京都大学は診断拠点病
院全体の取りまとめ役をされています。京都大学で
の IRUD プロジェクトでは、鳥取大学の初代の認定
遺伝カウンセラー®の方が活躍されているとお聞き
しております。鳥取大学も負けないように IRUD プ
ロジェクトを推進してゆきたいと考えています。

最後に、京都大学での班会議の後で、吉田神社の
祭りに皆様で出かけたことが懐かしく思い出されま
す。新型コロナウイルス感染がおさまり、京都に出
かけ班会議に出席したいと心から祈る次第です。京
都大学大学院遺伝カウンセラーコースの今後の益々
の発展を心から祈念しております。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース開講
15 周年に寄せて

福島　明宗
岩手医科大学大学院 医学研究科 社会医学系専攻 専門医学領域臨床遺伝学分野 教授

この度は開講 15 周年、誠におめでとうございま
す。常に国内の遺伝カウンセラー養成のトップラン
ナーである貴教室ではありますが、先駆者としての
ご苦労は並々ならぬことであったと想像いたしてお
ります。カリキュラムの立案、臨床実習の調整、そ
して優秀な学生のリクルートなどと数え上げると切
りがありません。小杉教授の優れた行動力・指導力
に感服する次第です。さて貴・卒業生の皆さまとは、
学会活動や医療の現場など様々な場面でお会いする
機会があります。いつも感じるのは遺伝医療職とし
てのプロ意識はもちろんのこと、研究者、教育者と
してのプロ意識であります。京都大学というブラン
ドに胡座をかくことなく、常に次のステップを目指
す姿勢にはいつも感銘いたしております。まさに小
杉イズムのなせる技とでも言うべきでしょう。もち
ろん教室は厳しい雰囲気ばかりではありません。私

こと、まだ COVID-19 の猛火に晒される前の 2020 年
2 月上旬、大学院特別講義のため貴教室を訪れる機
会に恵まれました。長年教職を行っている身には即
座に小杉教授を中心とした暖かで自由な雰囲気を感
じることができました。なるほど、この雰囲気が教
室の原動力になっているのだと感じた次第で、当方
での教室運営においてとても参考になりました。さ
て岩手医科大学では 2015 年 12 月より同養成課程を
開設し、2019 年度に第一期生 3 名の卒業生輩出と、
まだまだこの世界では新参者であります。しかしな
がら北日本での数少ない養成校の一つとして、今後
もひたすら貴教室の背中を追いながら、優れた人材
養成に邁進していく所存であります。今後とも引き
続きご指導ご鞭撻をいただければ幸いです。以上短
い言葉ではありますが、開講15周年のお祝いの言葉
に代えさせていただきます。
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15 周年によせてもっぱら個人的な話

櫻井　晃洋
札幌医科大学

若い遺伝カウンセラーの人たちが生まれる前、遺
伝学的にはお母さんの卵巣の中で第一減数分裂を終
えてスタンバイしていたころ、すでに37兆個の細胞
の集合体として生きていた小杉先生も私も、今のよ
うな遺伝の専門家ではなくコテコテの内分泌内科の
人間でした。

小杉先生は京都大学で学位を取得され、ポスドク
として NIH に留学されました。私は一枚の論文も
書かないままシカゴに行くという暴挙に出たため、
アメリカ暮らしは私のほうがちょっとだけ早いので
すが、二人とも留学中は主に甲状腺に関する遺伝子
解析研究（小杉先生は膜受容体、私は核受容体）を
していました。留学から帰国した頃の内分泌学会で
は、研究テーマが違うとはいえ、小杉先生の研究を
興味を持って聴いていたのを覚えています。

そんな小杉先生と私が学会の同じセッションで発
表するようになったのは、1997 年に MEN1 遺伝子
が同定されてからのことです。MENという（少なく
とも当時は）ニッチな領域の発表なので、小さな会
場で顔見知りのメンバーが、演者と座長と質問者を
ローテーションするというセッションを繰り広げて
いました。ただその中に、穏やかな予定調和を壊し
かねない参加者が一人いて、それが小杉先生だった
のでした。他の参加者や座長からの質問は余裕でか
わせるのですが、小杉先生がマイクの前に立つ時は
痛いところを突いてくるし、穏やかな質問で外堀を
埋めたあとに本丸に矢を放ってくるのです。いやら
しいですね。おかげでこちらも鍛えられました。こ
れには感謝しています。

21 世紀に入る頃の私は、信州大学の内分泌代謝
内科の教室の医局長をしており、社会予防医学講座
遺伝医学分野という長ったらしい名前の福嶋義光先
生の研究室にも出入りしていたのですが、ある時福
嶋先生から、「京大の小杉先生って知ってる ?」と
聞かれたことがありました。「は ? 先生よりずっと
前から知ってますけど何すか ?」たぶんドヤ顔だっ
たでしょうね。内分泌のイメージが強かった小杉先
生が、京都大学の臨床遺伝のパイオニアとして遺伝
カウンセラーコースを設立されるという話は、自分

にはちょっと驚きだったのと、くしくも私自身も遺
伝のほうに足を踏み入れようとしているタイミング
だったため、同じ流れに乗っているような不思議な
感覚を覚えた記憶があります。

2009 年に、当時の舛添厚労大臣の鶴の一声で、難
治性疾患研究事業に手厚い研究費が配分され、私が
MEN 班としてそのおこぼれにあずかったのをきっ
かけに、小杉先生と一緒に研究を行う機会が各段に
増えました。研究班のさまざまな活動に夢中で取り
組んでいたのが思い出されますが、これも小杉先生
の指導力と実行力がなければできなかったことでし
た。

2013 年に札幌医大に赴任して、2015 年からは遺
伝カウンセラー養成コースを開設し、2021 年春には
早いもので 7 期生を迎えることになります。遺伝子
診療部の開設から大学院の開講までを見ていた信州
大学、ともに内分泌を基盤とする者として親近感を
感じながら小杉先生のお仕事に自分を重ねようとし
てきた京都大学、どちらも私の大切なロールモデル
です。

つらつら自分中心の思い出話を書き連ねながら、
内分泌という遺伝の入り口としてはやや異色だった
先生と私が、遺伝カウンセラー養成の仕事や学会の
仕事をこれほどまでに一緒にさせていただいてくる
とは、予想もつきませんでした。海外の学会でご一
緒したことも数多く、思い出の写真はないかとファ
イルをひっくり返してみましたが、あんなに勉強し
たはずなのに、出てくる写真はハナウマ湾を見下ろ
す丘の上やミラノのスカラ座の前で、認定遺伝カ
ウンセラーの何名かと一緒に写っている、不思議
な場面のものしかありません。これだと学会に遊
びに行っていたと正しい誤解をされてしまうので、
ちょっと掲載は控えます。

小杉先生、京都大学の皆さま、15 周年本当におめ
でとうございます。日本の臨床遺伝の牽引車として
医療の体制を整え、多くの有能な人材を輩出してこ
られた小杉先生、そして京都大学の関係の皆さまに
心から敬意を表します。これからも引き続きご指導
ください。



74

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
開講 15 周年を祝して

小崎　健次郎
慶應義塾大学 臨床遺伝学センター 教授／日本人類遺伝学会 理事長

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースの設立
15 周年を、心よりお祝い申し上げます。

昨今は遺伝カウンセリングという用語が新聞を賑
わせるようになりましたが、15 年前には医療界の中
でその職種の存在を知る者は限られておりました。
遺伝カウンセリングという概念が身近になったの
は、いうまでもなく現場で遺伝カウンセリングを実
践してきた認定遺伝カウンセラー®の活躍によるも
のです。なかでも京都大学大学院遺伝カウンセラー
コースを卒業された認定遺伝カウンセラー®は、全
国各地の医療機関・企業・教育機関などで多彩な活
躍されています。私自身も診療・研究・教育活動を
通じて、何人もの京都大学の卒業生と知り合う機会
がありました。卒業生の共通の特徴は、ゲノム科学
に通暁しておられること、公衆衛生学的な視点を忘
れないこと、しかし同時に一人一人の患者さんや家
族に対する共感を原点として活動されていることと
感じています。このような医療人としての高い資質
は大学院での全人的な教育と卒後の先輩後輩の繋が
りを通じて育まれ、さらに小杉眞司教授が自ら示さ
れる高い使命感と倫理観によって磨きがかけられる
のだと拝察いたします。

小杉教授は、日本遺伝カウンセリング学会の理事
長として、京都大学のみならず全国の遺伝カウンセ
ラーの教育と活動を俯瞰し、指導されています。難
病領域・がん・周産期領域を含む臨床遺伝学の全領
域において認定遺伝カウンセラー ® への期待は高
まっています。網羅的遺伝子解析結果や複雑化する
出生前診断など不確定な要素の多い情報を、自ら科
学的に正しく解釈しながら、患者さんや家族にわか
りやすく説明し、自律的な判断を促すことは、ます
ます困難になると予測しています。しかし認定遺伝
カウンセラー®が医師とは異なる立場から悩める患
者さんやご家族とともに歩むことで大きな役割を果
たせると確信しています。

歴史ある京都の地に遺伝カウンセリングのための
学び舎を自ら設計し、情熱溢れる教育者と有為の若
者を全国から集め、多くの卓越した認定遺伝カウン
セラー®を世に送り出して新たな伝統を築かれた先
導者として小杉教授と、関係されたすべての方々に
限りない敬意を表し、お祝いの言葉とさせていただ
きます。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

中山　智祥
日本大学医学部病態病理学系臨床検査医学分野

この度は、京都大学大学院遺伝カウンセラーコー
ス 15 周年誠におめでとうございます。私の施設で
は認定遺伝カウンセラーコースを有していないの
で、私が寄稿文を書くのは非常に恐縮ですが、想い
をつづってみます。

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースのコース
ディレクタ・医療倫理学・遺伝医療学教授であられ
る小杉眞司教授とはたくさんの学会を通じて大変お
世話になっています。小杉眞司教授は、最近ではゲ
ノム医療提言で有名な「AMED 小杉班の」といえば
誰でも知っている著名人です。特に日本遺伝カウン
セリング学会と日本遺伝子診療学会の理事長になら
れてからは緊密に連絡を取り合うにつれ、その温か
いお人柄に触れるようになりました。そこでここか
らは先生と呼ばせてください。初めて小杉先生をお
見掛けしたのは、1990 年代日本家族計画協会が主
催する 4 日間の遺伝カウンセリング講習会でした。
講習会の講師として小杉先生が登壇されたのです。
確か遺伝子診断（まだ遺伝学的検査という言葉がな
かった）に用いられる分子生物学的な手法について
説明されておられました。私自身はまだ臨床遺伝専
門医研修を開始しておらず、毎日のようにガラス板
を組み立て、ゲルの電気泳動でのサンガー法にて塩
基配列決定をしていましたので小杉先生のお話され
た内容はたいへん楽しく聴講しました。「ダイレク
トシークエンシング」に相反する言葉として「サブ
クローニングにて単一クローン化した後に塩基配列
決定する方法」とおっしゃったことが非常に明快で、
可愛らしいイラストの入ったスライドも印象的でし
た。インストラクターの先生が小杉先生の紹介の際
に「学会のリーダーになるべく若手のホープです。」
とおっしゃられた通りの現在になっています。

その後、いろいろな学会でお会いすることになり
内分泌学、臨床遺伝学、臨床検査医学と 3 つとも私
と同じ学問領域だと知って、勝手に親近感を持って
いました。もっともどの学問領域も私のほうが遅く
足を踏み込んでいるのですが。数年前にある懇親会
で真正面の座席になった際に、出身地の話題になっ

て小杉先生は兵庫県、私は徳島県ということで話が
盛り上がりました。人一倍寒がりの私は、夏でも冬
のような恰好をしていることがあります。そんな私
に小杉先生は「中山先生は、汗腺の数が。。。」と分
析され驚かされました。その他、的確な判断力、迅
速な行動力、ユニークな発想力とそのリーダーシッ
プに感嘆することは枚挙にいとまがありません。

さて、私は日本遺伝子診療学会ジェネティックエ
キスパート認定制度委員会委員長として、その申請
資格に必要な臨床遺伝情報検索講習会を 2012 年か
ら年に 2 回、今までに計 17 回開催することに携わっ
てきました。この講習会の最大の問題点は、運営の
大部分を委員会委員で賄っていることと、会場に掛
かる費用でした。小杉先生には理事長になられてか
らこの制度の発展にたいへんご尽力をいただきまし
た。学会事務局の役割をきちんと決め、委員の負担
が減りました。また京都大学の会場を確保していた
だきました。京都大学大学院遺伝カウンセラーコー
スの学生さん・関係者の方には、会場の設定、受付
の補助、電源コードの設置などご協力をめいっぱい
いただいております。小杉先生と遺伝カウンセラー
コースの方々に心から感謝申し上げます。

私は実際京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
の講義や実習風景を見たことはありませんが、日本
人類遺伝学会が主催している遺伝医学セミナーでの
意見交換会では毎回そのチームワークに感心させら
れています。同じ赤系統のポロシャツで本当に楽し
そうに交流しておられます。まるで小杉先生がお父
さんで、みんなが家族のような雰囲気を感じます。
正直うらやましいです。だから、自分はその中に
入って記念写真を撮ったりしています。今は新型コ
ロナウイルス感染症の流行によって人が集まること
が警戒されますが、今後も web などで再開と再会が
できたらよいですね。

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースにおかれ
ましては、ずっと日本の遺伝カウンセラー教育の拠
点として益々の発展を祈っています。

 2020 年 11 月吉日
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年記念に寄せて

山内　泰子
川崎医療福祉大学 医療福祉学部／大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 遺伝カウンセリングコース

／川崎医科大学附属病院 遺伝診療部

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 15 周年
おめでとうございます。

1 期生の方々とは、講義中に遺伝カウンセラー倫
理綱領が検討されていることを拝聴した頃より、尊
敬と深い興味とともに、接してまいりました。学会・
セミナー出席後の課題に大学院生が真剣に取り組ま
れている姿や NSGC など海外での研究発表を拝見し
て、厳しく・高度な遺伝カウンセラー教育がなされ
ていると感じておりました。日本における遺伝カウ
ンセリングがどのようにあるべきかを念頭に、遺伝
カウンセラーが身に着けるべきスキルを新たに構築
しつつ、講義・演習が計画されていることを耳にし
ておりました。日本の医療に適した遺伝カウンセリ
ングの在り方がコースとして検討されている取り組
みに、その具体的方法を知りたいと常に思っており
ました。また、遺伝カウンセリング実習は詳細にシ
ステム化されていることに驚きました。遺伝カウン
セリング記録・予約の電話など、記載上の留意点お
よび大学院生の担当内容やローテーションまで配慮
されていることを聞き、“ すごい ” と思わず声が出
ました。

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースを修了さ
れた認定遺伝カウンセラー ®の方々とは、信頼の
おける大切な仲間として、学会やセミナーでお目に
かかるばかりでなく電話をかけてご相談することも
多いのが現状です。さらに、日本認定遺伝カウンセ
ラー協会設立時より現在に至るまで、職能団体の運
営においても大きな力を発揮されています。会則や
規則づくりでも目を見張る案を提示されて、幅広く
高い能力をお持ちであることを再認識しました。先
般、海外の学会参加報告では、複数の演題をまとめ

つつ、遺伝カウンセラーが今後どのように進むべき
かの示唆に富む考察があり、「これぞ聞きたかった内
容」と心躍る思いがいたしました。養成課程の修了
後にその力を大きく伸ばされていることに敬服いた
しました。出版物もあります。パイオニアとして、

「何を研鑽すべきか」を在学中に学んでいるに違いな
いと思いました。修士課程 2 年間に遺伝カウンセリ
ングの基礎を学び、就職先に応じて知識やスキルを
加えて再構築する能力を身に着けることが養成課程
の目標とされてきました。京都大学大学院遺伝カウ
ンセラーコースにおいて理想的な実践ができている
ことが証明されたと言えます。新しい教育手法の開
発や詳細な計画とともに専門職の教育がなされてい
ることに敬意を表したいと存じます。

多くの秀逸な認定遺伝カウンセラー®を輩出され
ている京都大学大学院遺伝カウンセラーコースは、
意欲的な素晴らしい先生方のご尽力の賜物です。先
生方が遺伝カウンセリングに関わる領域で多くの研
究成果をご発表になっていることは周知の事実でご
ざいます。遺伝医療の専門家に限らず、多くの方々
が恩恵を受けております。

国内の遺伝カウンセラー養成課程が 20 校となり、
認定遺伝カウンセラー®数は今後さらに増加してま
いります。今こそ、認定遺伝カウンセラー ®の質を
真剣に考えるべき時です。お手本となるシステムと
実践が京都大学大学院遺伝カウンセラーコースにあ
ります。ここに学ぶべきだと考えます。

貴コースの教育について広くご紹介いただきたい
と願っております。最後になりましたが、先生方・
皆々様のご発展とご健康をお祈り申し上げます。
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キレッキレ！でモフモフ

高田　史男
北里大学大学院医療系研究科 遺伝カウンセリング養成プログラム

此度は京都大学大学院医学研究科社会医学系専攻
遺伝カウンセラーコース15周年、誠におめでとうご
ざいます。同コースの素晴らしさについては、多く
の祝辞を寄せられた先生方によって語り尽くされて
いることでしょうから、今さら私如きが何をか語ら
んやと思われますので、今回はコースの責任者であ
られる小杉眞司先生について、いくつかの私とのエ
ピソードを御紹介したいと思います。

先ず、私の記憶に残る最初に小杉先生とじっくり
お話をしたのは、コースの創設される前年頃だった
ように思います。何の集まりであったかはもう記憶
の彼方で覚えてはいませんが、何かの会合の後の飲
み会の場で、靴を脱いで上がる絨毯敷きの板の間に
座る少しおしゃれなちょっと洋風の、照明を若干落
とした隠れ家ふうの居酒屋であったように思いま
す。そこで小杉先生と隣同士に座ったのです。小杉
先生のその時の印象はキリッとした切れ者で評判通
りの聡明な方といった印象でした。その折に、私は
たまたまその当時、科学技術振興機構（JST）が人
材養成関係の、当時では巨大プロジェクトと呼べる
規模の支援事業の第 2 期募集をしているけど、もう
すぐ締め切るとの情報を得ていて、「それを第 1 期
のお茶の水女子大に続いてもう一件、遺伝カウンセ
ラーの養成に使えないかな、でも間に合いそうもな
いかな」と思っていました。それを、「こんな話があ
るんだけど、どこかの大学で新たに養成課程を作っ
て、この資金で充実した教育を始める大学院があ
れば良いのだが…」、みたいな話をするとはなしに
小杉先生に話したのです。小杉先生は興味深そうに
聴いていて、私も小杉先生の食いつきの良さげな反
応に、「先生のところでも遺伝カウンセラーの養成を
始めてくれればどんなに良いか」みたいな話を冗談
めかしにしました。私の記憶に間違いが無ければ、
当時はまだ遺伝カウンセリング養成プログラムで実
際に学生を取って教育を開始していたのは北里大と
信州大の 2 施設だけで、お茶の水女子大がやっと開
設に漕ぎ着けた頃ではなかったかと思います。

私が小杉先生の「凄さ」を実感したのは、その数ヶ
月後でした。何と小杉先生は短期間のうちに JST の
情報を収集し、綿密な構想・計画を立て募集の〆切
に応募を間に合わせたのです。そして見事、採用さ
れるに至ったのです。時間的にほぼ難しいと思って
いて、次回もし公募がまたあれば早めに教えて上げ
よう、くらいに思っていたのが、嬉しい誤算になっ
たのです。本当に凄い人だと思いました。

次のエピソードは、キレッキレ！は変わらないの
ですが、モフモフ的（?）なお話です。上記のエピ
ソードから 1 ～ 2 年して、私は私で JST の科学技術
振興調整費を受けて遺伝学的検査の市場化に関する
プロジェクトを立ち上げ、その調査の一環で OECD
本部へ訪問し、ちょうどその当時策定・発効直前と
なっていた「分子遺伝学的検査の質保証に関する
OECD ベストプラクティスガイドライン」の最終案
原稿を入手するとともに、そのワーキングチームの
プロジェクトリーダーや制作スタッフなどの関係者
に会ってインタビューなどを通じて情報収集を行っ
ていました。それからさらに何年かして、日本臨床
検査標準協議会（JCCLS）の遺伝子関連検査標準化専
門委員会の場でこのガイドラインを紹介する機会が
あり、同委員会ではその日本版を作ろうという話に
なりました。言い出しっぺの私と小杉先生が担当す
る事になり、2 人で相談して単なる翻訳本ではなく、
当時の日本の実情に合った形のものにしようという
方針に決めました。その後、何度か 2 人で集まって
作業を進めました。以下はその時の話です。

ある冬の寒い日、その日は私が京大に行く番で、
小杉先生の教授室へお邪魔しました。暑がりの私
は、暖房のかかった教授室に着くや「暑い !」と言っ
て、もちろん小杉先生のお許しを得てですが、少し
だけ窓を開けてもらいました。あくまで少しだけで
す。ですが冬の京都は寒いです。窓を開けてもらっ
て天然のエアコンのお陰で私は快適でした。が、
後で聞いた話ですが、先生は凍えていたそうです。
小杉先生、ゴメンナサイ。何度か京大に通う中、ま
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た別の折には、徹夜明けのまま教授室に伺い、小杉
先生と作業を始めて暫くすると眠くて眠くて仕事が
はかどらない時もありました。この時も小杉先生は
ひと言も私を責めること無く、淡々と作業を進めて
下さいました。あろうことか終了後、お疲れ様、と
いって秘蔵の（?）ビールを出してくれて 2 人で飲
み会になりました。キレッキレ！だけどモフモフ
な心根の小杉先生のエピソードでした。

皆様もご存知のとおり、どこにいてもメールをし

ている小杉先生、メールでは時にちょっと緊張感の
ある文面をいただくこともあります（汗；）が、実
際に会えばまず面と向かって怒るなどといったこと
がなく、いつも穏やかで暖かく迎えてくれる小杉先
生にはいつも感謝しています。

小杉先生が大きく育ててこられた京大遺伝カウン
セラーコース、今後も変わらず発展の一途を辿られ
ることを祈念しています。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコースの
開設 15 周年に寄せて

川目　裕
東京慈恵会医科大学附属病院 遺伝診療部

／東北大学東北メディカル・メガバンク機構遺伝子診療支援・遺伝カウンセリング分野

この度は、京都大学大学院遺伝カウンセラーコー
スの開設15周年、誠におめでとうございます。小杉
眞司先生はじめ、これまで関わってこられました教
員、そして在学生の皆様、大変おめでとうございま
す。そして、これまでの人材育成のみならず、遺伝
医学、遺伝医療、遺伝カウンセリングへの臨床、研
究のご活動ご尽力にも謹んで敬意をお伝えしたく思
います。

小生、永らく遺伝カウンセリングコースに関わら
せていただいており、2009 年にお茶の水女子大学大
学院に赴任した際には、貴大学院と同じで、当時の
科学技術振興機構の支援を受けて、多くの学生の育
成を担当していました。当時は、心理領域の専門家
の遺伝カウンセリングの認知の途中過程であったこ
と、また時間をかけて関われる専任教員や遺伝カウ
ンセリングに精通した教員も少ないなかで、遺伝カ
ウンセリングの定まった具体的なカリキュラムもな
い時代、その育成は、貴大学院にとっても試行錯誤
ではなかったかと存じます。大学院同士の情報交換
は、なかなか出来ませんでしたが、それらの試行錯
誤の成果のひとつとして、2011 年に発刊された「遺
伝カウンセリングハンドブック」の資料編に、“遺伝
カウンセリング記録 ” の例として、当時の京都大型
とお茶大型が掲載されました。これは、遺伝カウン
セラーにとって非常に重要かつ、他の医療職と異な
るユニークな記録である“遺伝カウンセリング記録”

の雛形として今も参考にされています。また、貴大
学院の遺伝カウンセリング教育に関しての大きな貢
献は、2016 年の「遺伝カウンセリングのためのコ
ミュニケーション論－京都大学大学院医学研究科遺
伝カウンセラーコース講義」の発刊ではないでしょ
うか。貴コースの修了した認定遺伝カウンセラーが
主に関わり、多様な内容を網羅した素晴らしい遺伝
カウンセリングの教科書です。いつも大変に参考に
させていただいています。

2013 年に東北大学大学院医学系研究科に遺伝カウ
ンセリングコースを立ち上げて、昨年、やっと小杉
眞司先生を特別講義に仙台にお招きすることが出来
ました。倫理についてご講義をいただきました。素
晴らしい講義をありがとうございました。

現在、我が国では、20 箇所の大学院、それぞれ
の大学、設置場所、教員など特徴を生かして、遺伝
カウンセラーの育成を行なっています。これまで京
都大学は、遺伝カウンセラーを目指す学生にとって
魅力ある大学院として、全国から学生が集っていま
す。また、博士の学位が取得できる数少ない大学院
でもあります。ついては、京都大学の遺伝カウンセ
ラーコースには、今後も、継続して、優れてかつ使
命感のある人材の育成と遺伝カウンセリング学の発
展の牽引を願っております。

あらためまして 15 周年、おめでとうございます。
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北陸の遺伝医療の礎を築く機会としていただいた GCRP 金沢

渡邉　淳
金沢大学附属病院 遺伝診療部（特任教授・部長）／遺伝医療支援センター（センター長）

このたびは、京都大学大学院遺伝カウンセラー
コース 15 周年おめでとうございます。記念誌への
寄稿という貴重な機会をいただき、ありがとうござ
います。

私事ですが、2003 年 5 月より 15 年日本医科大学
付属病院遺伝診療科、ゲノム先端医療部で勤務して
おりました。2009 年 6 月には、貴コースにおいて、
澤井先生（現　兵庫医科大学）のお誘いを受け「日本
医科大学における遺伝診療―異質性がある症候群か
ら個別化医療―」という題で、その当時はまだ治療
法（酵素補充療法）がなくあまり知られていなかっ
た低ホスファターゼ症、薬理遺伝学に関する講演の
機会をいただきました。川床での夕食もとても楽し
い思い出です。

2018 年 10 月より、金沢大学附属病院に新設され
た遺伝診療部に着任し、2 年が経ちました。北陸 3
県（金沢大学がある石川県、福井県、富山県：3 県
合わせると人口約 300 万人）にある遺伝カウンセリ
ング部門を有する医療機関 9 施設の 2/3 は、金沢大
学附属病院と同様に2018年以降の開設で、発展途上
の地域です。私が着任した当時、金沢大学附属病院
に 5 名の臨床遺伝専門医が在籍していましたが、す
べて暫定制度の専門医取得者で指導医がいませんで
した。北陸地域では新たに遺伝医療を学ぶ機会はほ
とんどなく、金沢大学に在籍する専門医は専門分野
も違いそれぞれが独自に活動し継続した生涯教育の
場が必要でした。

2015 年に開始された GCRP（遺伝カウンセリング
ロールプレイ研修会）に、北陸会場（金沢大学）を
選定していただき、金沢大学産科婦人科教授の藤原
先生の同級生でおいでの小杉先生にご担当いただい
たことは、北陸地域の遺伝医療の礎を築いていただ
く機会となりました。北陸 3 県には遺伝カウンセ
ラー養成課程もないため、サブファシリテータとし
てコースの学生さんも一丸として来沢いただきまし
た。その後 2016・2017 年度も継続された GCRP もご
担当いただき、北陸地域の専門医、専攻医をはじめ
学ぶ機会をいただきました。2017 年度の GCRP 金沢

には私も参加し初めて来沢の機会を得ましたが、こ
れが金沢大学に来る契機にもなりました。2018 年
度は私が責任者を引き継ぎましたが、小杉先生をは
じめ、和田先生、山田先生、学生さんにもご来沢い
ただきご支援を得て実施できました。この場を借り
てお礼申し上げます。着任後は看護師をはじめ非医
師への遺伝医学教育の啓発の機会をいただき、原稿
を書いている今、2020 年 12 月に第 6 回産科婦人科
遺伝診療学会を藤原先生大会長で開催（残念なこと
に web）しておりますが、同時に行われるロールプ
レイ研修会のサブファシリテータは金沢大学を中心
とした北陸地域から供給ができる環境下になってき
ています。

金沢大学附属病院に遺伝診療外来を開設した
2018年12月当時、北陸地区には遺伝カウンセラーの
雇用経験がある施設はありませんでした（2019 年か
ら富山大学附属病院に着任されました）。外来設置
後、病院内にも非医師の遺伝医療専門職の必要性の
機運が上がり、北陸地域に根づく遺伝医療を専門と
する人材を養成できるように金沢大学大学院内に遺
伝カウンセリングコースの設置構想が進みました。
その後、大学院修士課程医科学専攻に遺伝カウンセ
リングコースを設置し、認定遺伝カウンセラー制度
委員会から遺伝カウンセラー養成専門課程 20 校目、
北陸初の認定を受けました。2020 年 4 月には 2 名
の 1 期生が入学しています。教科書として、もちろ
ん「遺伝カウンセリングのためのコミュニケーショ
ン論－京都大学大学院医学研究科遺伝カウンセラー
コース講義」を使用しています。

小杉先生をはじめ皆様に作っていただいた北陸地
域での遺伝医療の礎をさらに広げ次に繋げるのが私
の役割と考えています。2021 年の第 11 回遺伝カウ
ンセリング研修会、2022 年の第 29 回日本遺伝子診
療学会大会は金沢で開催することにしています。ぜ
ひ、皆様とお会いできることを楽しみにしておりま
す。北陸地区の遺伝医療の充実は、日本全体の向上
にもなります。ぜひ、引き続きのご支援、ご指導の
ほどよろしくお願いいたします。
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15 周年によせて

平沢　晃
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 病態制御科学専攻 腫瘍制御学講座（臨床遺伝子医療学分野）

この度は大学院遺伝カウンセラーコース開設 15
周年、誠におめでとうございます。

1 期生が入学された 2006 年はミレニアム・ゲノ
ム・プロジェクトが終了し、巷では「ポストゲノ
ム」という言葉が汎用される中、実地臨床ではゲノ
ム医療の実装化が見えてこない、「ゲノム情報を当
事者も医療者も知っているのに、当事者も医療者も
活用させてもらえない」、「認定遺伝カウンセラーっ
て何 ?」、そんなもどかしい時期であったと思い出さ
れます。

この時期に今日の日本のゲノム医療を牽引する人
材をひとりひとり丁寧に育てられたこの 15 年間の
ご尽力に敬意と感謝に堪えません。

さて小杉眞司教授に関する感謝と最も印象に残っ
ていることについて述べます。私が 2018 年 6 月に
岡山大学に赴任し、9 月に臨床遺伝子診療科を開設
しました。その立ちあげには病院を挙げて応援して
いただいたものの、認定遺伝カウンセラーの雇用に
ついては院内規程がないため、人事部門と雇用条件
の調整が困難でした。その折に病院側の条件につい
て小杉先生に相談したところ、「到底許容できない」
との回答を頂きました。病院との交渉のため、小杉

先生とは内容の公開を前提に、遺伝カウンセラー養
成課程修了者が如何にきめ細かく教育を受け、就職
後に即臨床実践が可能で、そのため待遇の改善が必
要かについて、実に丁寧なメールを頂きました。当
初は「プロレス」のような文通であった訳ですが、やり
とりがだんだん強烈になり、事務部門の方も「平沢
がここまで言われて忍びない」と思ったか、または

「流血騒ぎ」を危惧したか、いずれにせよ認定遺伝カ
ウンセラーのための雇用条件を考えてもらうことが
出来ました。このことは岡山大学病院という一病院
にとどまらず、関連病院においても遺伝医療の重要
性を認識して頂く重要な契機となりましたこと深く
感謝いたしております。

研究室の皆様におかれましてはAMEDや厚生労働
省研究班における提言の作製などの医療政策部門へ
の貢献のほか、市民・当事者に対する教育・啓発活
動など、常に双方的にご活躍なさっていることに敬
意を表しております。認定遺伝カウンセラーの認知
度が高まってきた今こそ、次の日本を担う遺伝医療
の人材育成に向けて、ますますのご活躍をお祈り申
しあげます。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
創設 15 周年をお祝いして

古庄　知己
信州大学医学部遺伝医学教室／信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター

このたびは、京都大学大学院医療倫理学・遺伝医
療学分野遺伝カウンセラーコースの創設15周年、お
めでとうございます。

日本における遺伝専門職の歴史は浅く、本格的な
ものは、遺伝医療システム構築を目指した厚生労働
科研「古山班」の活動の一環として、2002 年に発足
した臨床遺伝専門医制度に始まります。並行して、
全く新しい非医師の専門職である遺伝カウンセラー
は、養成カリキュラム作成の段階から取り組まれま
した。2003 年、このカリキュラムを採用した養成専
門課程が信州大学大学院と北里大学大学院に誕生し
ました。京都大学大学院は 2005 年に創設されまし
たので、黎明期の仲間という間柄になります。その
後、全国の大学院に養成校が開設され、2020 年 4 月
現在、養成校は 20 施設、輩出された認定遺伝カウン
セラー ® は 267 名となっています。当初、遺伝医
療は、神経難病に関する発症前診断、重篤な遺伝性
疾患の出生前診断といった特殊かつ専門性の高い遺
伝カウンセリングを中心に小規模で丁寧に展開され
ていました。しかし、遺伝性結合組織疾患や遺伝性
腫瘍症候群など遺伝学的検査の普及に伴うマネジメ
ントへの貢献、新型出生前診断やがんゲノム医療へ
の参画など、大規模で多岐にわたる対応が求められ
るようになりました。それに伴い、遺伝医学に関す
る知識と心理社会的支援のできるコミュニケーショ
ン能力を核に、多分野への興味関心と異領域の専門
家と渡り合えるたくましさを持つ認定遺伝カウンセ
ラーが求められています。

臨床心理学的側面を大事にした京都大学大学院の
手厚い指導体制は、養成校の中でも圧倒的な存在で、

「遺伝カウンセリングのためのコミュニケーション
論」（メディカルドゥ社）はその到達点ともに言える
関係者必読の名参考書です。巣立った卒業生の方々
は、大学病院、ナショナルセンター、小児病院や地
域がんセンターなどの専門病院やクリニック、さら
に、関連企業における認定遺伝カウンセラー ®とし
て活躍され、日本の遺伝医療を支えておられます。
信州大学医学部附属病院にも、2012 年卒業の黄瀬

恵美子さんが入職され、チームの中核の1人として、
あらゆる分野の遺伝カウンセリングを積極的に行っ
てくれています。特に、出生前診断や遺伝性乳がん
卵巣がん症候群では、個々の遺伝カウンセリング対
応のみならず、院内連携体制の確立に尽力してくれ
ております。

京都大学大学院の先生方にはいつもお世話にな
り、親近感を抱かせていただいております。和田敬仁
先生は、私が信州大学着任時にご指導いただいた兄
貴のような存在です。1 つの疾患（和田先生にとっ
ての ATRX、私にとっては EDS）を追求することの
大切さを学ばせていただきました。山田崇弘先生に
は、遺伝カウンセリング学会の活動においてお世話
になっています。倫理問題検討委員会委員長とし
て、私が編集長をつとめる日本遺伝カウンセリング
学会誌の編纂に貴重なアドバイスをいただいており
ます。川崎秀徳先生は、元々新生児科出身で同じ恩
師（田村正徳埼玉医科大学総合医療センター小児科
名誉教授）の指導を受けたこと、次世代スーパード
クター（NGSD）プロジェクトで信州大学に短期研修
に来ていただいたこと、さらに、同じく遺伝性結合
組織疾患の包括的ケアに取り組んで下さっているこ
とから、とても親しみを持ち、また将来を期待して
おります。小杉眞司先生は、現在 3 つの遺伝関連学
会・組織（日本遺伝カウンセリング学会、日本遺伝
子診療学会、全国遺伝子医療部門連絡会議）の理事
長として、また網羅的遺伝子解析における二次的所
見の課題解決を担う「小杉班」の代表として、日本
の遺伝医療を名実ともに牽引されています。最近、
日本遺伝カウンセリング学会、全国遺伝子医療部門
連絡会議の理事として、ご一緒させていただくこと
が多くなりました。小杉先生は、鋭い視点、広い視
野と包容力で重要な局面にある日本の遺伝医療をあ
るべき方向に進めている、まさに「船長」です。

最後になりますが、京都大学大学院遺伝カウンセ
ラーコースのさらなるご発展を祈念いたします。信
州大学も頑張ってまいりますので、引き続きご指導
のほど宜しくお願い申し上げます。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年記念誌に寄せて

矢部　一郎
北海道大学大学院医学研究院 神経病態学分野神経内科学教室 教授／北海道大学病院 臨床遺伝子診療部 部長

この度、京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
が創設 15 周年を迎えるとのこと、誠におめでとう
ございます。2005 年の創設以降、遺伝カウンセラー
の人材養成に邁進され、遺伝カウンセラーコース 13
期生までで、47 名もの卒業生を社会に送りだしてお
られることに敬服する次第です。しかも、このコー
スの母体である医療倫理学・遺伝医療学分野におい
ては、臨床倫理領域として、病院遺伝子診療部と密
接な関係を持ちながら、遺伝医療の臨床・研究・教
育を実施し、研究活動も活発に展開なされ、かつま
た AMED 小杉班などの複数の研究組織を主宰し、遺
伝医療に関する様々な提言を発信されていることも
本当に素晴らしいことと感服しています。今後も認
定遺伝カウンセラー®養成を含め日本の遺伝医療の
中心的存在として発展されることを祈念申し上げま
す。私は 2018 年 7 月に、京都大学と近畿大学との
合同カンファレンスに一度お招きいただき、「神経・
筋疾患と遺伝カウンセリング」という講演をさせて
いただきました。たくさんの質問やコメントをいた
だいて、本コースに所属する皆様の熱意に感銘を受
けると同時に、そのモチベーションを高める努力を
なされている小杉眞司先生はじめ所属教員の先生達
のご努力に尊敬の念を抱きました。

われわれ北海道大学病院臨床遺伝子診療部は
2001 年度の設立以来、各診療科から遺伝医療・ゲ
ノム医療やヒトゲノム研究に携わる者を組織化し、
遺伝カウンセリングを中心に活動してきました。ま
た、北海道で初となる臨床遺伝専門医の教育認定施
設として、2003 年度より臨床遺伝専門医の育成に
も力を注いでいます。臨床遺伝学の発展と共に北海
道全域から寄せられる遺伝カウンセリング依頼は増
加の一途を辿っていますが、そのような中で 2014
年度から京都大学遺伝カウンセラーコース 7 期生で
ある柴田有花さんが、北海道初の認定遺伝カウンセ
ラー ®として、我々の仲間に加わってくれました。

小杉眞司先生と和田敬仁先生（和田先生は北海道大
学医学部のご出身で私の 1 つ上の先輩でもありま
す。）の薫陶を受けた彼女が加わった影響は大きく、
北海道の遺伝医療に新しい風を吹き込んでくれまし
た。ほぼ全ての診療科に臨床遺伝子診療部との仲介
役を担う医師を配置し、チーム医療として横断的な
遺伝医療・ゲノム医療を発展的に展開するに至りま
した。その一連の過程で、指導的役割を果たしてい
た当部副部長であった山田崇弘先生が、2017 年か
ら京都大学特定准教授として赴任されたことも何ら
かの縁であると感じています。2019 年度から、当部
の認定遺伝カウンセラー ®は 2 名体制に増員されま
したが、さらに 2021 年度には 3 名に増員となる予
定であり、京都大学遺伝カウンセラーコース 14 期
生である佐々木佑菜さんが当部に勤務してくれること
が既に内定しています。このように、小杉先生、和田
先生、山田先生に薫陶を受けた人材のお陰で当部は
発展してきていると言っても過言ではない状況にあ
ります。そして、それが今回私がこの寄稿文を書か
せていただいている大きな理由でもあると思ってい
ます。

しかしながら、このまま御世話になりっぱなし
では、何とも収まりがつかないとも思っています。
近々、当部専任の教授が選考される予定です。その
新教授を中心に臨床遺伝診療領域においてのみなら
ず、人材育成に関しても京都大学に勝るとも劣らな
いような体制を構築していく必要があると強く感じ
ています。これからは京大と北大で切磋琢磨しあっ
てお互いに発展できる関係になることができるよう
にありたいと望むところですが、そのためには、北
大はもっともっと頑張らなければならないと強く
思っています。京都大学大学院遺伝カウンセラー
コースが今後も益々発展をなされ、われわれの目指
すべき大きな目標であり続けることを期待していま
す。
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年記念に寄せて

堤　正好
一般社団法人 日本衛生検査所協会

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻　
医療倫理学・遺伝医療学 教授 小杉眞司先生、この度
は京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 15 周年
記念とのこと誠におめでとうございます。医療倫理
学・遺伝医療学分野の概要を読ませていただき、ま
さにこの分野のトップランナーとして、けん引し続
けてこられてことを実感いたしました。

私は、小杉先生といつ、はじめてお目にかかった
かは残念ながら思い出すことはできませんが、京都
大学医学部臨床検査医学 森徹先生が、第 2 回遺伝子
診療学会大会を 1995 年 8 月 9 日（水）～ 11 日（金）
に国立京都国際会館で開催されたころからではない
かと考えます。また、設立 26 年になる、日本遺伝性
腫瘍学会（旧日本家族性腫瘍学会）の当初の大会か
らとも思います。

以下、いくつかの節目（先生のご活動のほんの一
部でありますが）について、印象に残りましたこと
を振り返りたいと思います。

まずは、2004 年 3 月に、赤林朗先生の後任とし
て、医療倫理学分野の第 2 代教授に就任され「本学
医の倫理委員会において、ヒトゲノム・遺伝子解析
研究の審査の領域で、全国に先駆けてチェックリス
ト式の研究計画書フォーマットを作成し、広く他施
設でも利用できるように情報発信をしていたため、
ゲノム研究以外の幅広い領域の研究の倫理審査にも
スムースに移行することができたと考えている。」と
示されていますが、まさにこのチェックリスト式の
研究計画書フォーマットを皆が参考にしたことを今
でも鮮明に覚えています。

その後、遺伝カウンセラーの養成に関しては、最
初期の 2005 年に「遺伝カウンセラー・コーディネー
タユニット」を立ち上げて、優秀な人材を輩出し続
けて来られています。

学会活動に関しましても、2011 年に京都大学百周
年記念講堂で「遺伝医学合同学術集会 2011」（日本
遺伝カウンセリング学会学術集会、日本遺伝子診療
学会大会、日本家族性腫瘍学会学術集会）を開催さ

れ、学会間の交流の活動をはじめて実現され、300
名以上の参加者が集まったことはとても印象的でし
た。このような活動もおありになり、現在は日本遺
伝カウンセリング学会と日本遺伝子診療学会の理事
長を務めておられますことにつながったものと考え
られます。あと、細かなことですが、今年で第 30 回
となりました遺伝医学セミナーでは、300 名以上の
会場の真ん中、最後列でいつも講演記録のビデオ撮
影を担当しておられました。

その後は、2018 年 12 月に施行された医療法改正
に伴って求められるようになった遺伝子関連検査の
精度管理や第三者認定の在り様に関して、日本人類
遺伝学会理事長 松原洋一先生、全国遺伝子医療部門
連絡会議理事長 福嶋義光先生、日本遺伝カウンセリ
ング学会理事長・日本遺伝子診療学会理事長 小杉
眞司先生の3人で厚生労働省の関係者と面談し、「遺
伝子関連検査の精度管理と研究として実施される遺
伝子解析の線引きの困難さや問題の理解、現実的な
対応方針の提案を行った（2018 年 8 月）」ことは大
変大きな節目を作られたと考えます。

さらに最近は、AMED 小杉班（2017－2019 年度）
において「ゲノム医療における情報伝達プロセスに
関する提言」（その 1 改定第 2 版及びその 2 改定版）
を取りまとめて公表されましたことは、まさの現在
のゲノム医療の基盤作りをなされたものと確信して
おります。またこの活動を受けて、今年度より、厚
生労働省の新小杉班（2020 年度－2022 年度）が活
動を開始されましたことも大変喜ばしく、その成果
について多方面から大きな期待が寄せられているこ
とと考えます。

以上、小杉先生の多方面でのご活動・ご活躍のご
くごく一部を、一民間人の立場で、少し離れて見さ
せて頂いてきましたが、今後もこれまで以上のご活
躍が、様々な分野の皆様とともに連携・連動して続
くものと存じます。まずは15周年記念、誠におめで
とうございます。また、16 年目からのご活躍も実り
多いものになるものと確信致しております。



85

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

太宰　牧子
特定非営利活動法人 クラヴィスアルクス／一般社団法人 ゲノム医療当事者団体連合会

遺伝カウンセラーコース15周年、誠におめでとう
ございます。

私が認定遺伝カウンセラーの存在を知ったのは、
2011 年に遡ります。乳がん発症を機に遺伝学的検
査を受け、BRCA1 遺伝子に病的バリアントがある
ことを知り、HBOC（Hereditary Breast and Ovarian 
Cancer）と診断されました。私たち患者は遺伝学的
検査の判断だけではなく、遺伝性腫瘍と診断される
ことにより手術やリスク対策等、重要な選択をしな
くてはなりません。そんな折、情報提供だけではな
く、いつも側で寄り添い支援してくれたのが認定遺
伝カウンセラーです。がんを発症しなければ存在す
ら知ることはなかったかもしれない、そうとは思え
ない程、今の私にとって、とても大切な存在です。

私は HBOC の当事者会 “ クラヴィスアルクス ” を
立ち上げることとなり、たくさんの遺伝領域の方々
と知り合うことが出来、ページを積み重ねていくこ
とが出来ました。京都大学大学院遺伝カウンセラー
コースの小杉眞司先生をはじめ、山田崇弘先生、
村上裕美先生、当時は在籍していらした三宅秀彦先
生やたくさんの認定遺伝カウンセラー、院生の皆さ
んとの出会いも私の貴重な 1 ページです。

京都大学大学院の遺伝カウンセラーコースに在籍
されていました皆様との交流はとても深く、研究
課題を通じ当事者と向き合い、その声に耳を傾け、
HBOC に関わる様々な課題に取り組んでいただきま
した。調査研究の中で割り切り進めなくてはならな
いこともあると理解している学生も、当事者からは、
想定外の苦しみ、悲しみ、怒りを投げかけられるよ
うな壮絶なケースもあったと思います。時には心折
れてしまうのではないかと心配することも多くあり
ました。（一番の原因は私が作っているのかもしれ
ませんが…）それでも短時間に心を開くことが出来
る存在であったこと、最後は笑顔で終わることの出
来る関係性を築けたことは、私たち当事者にとって
遺伝カウンセリングや遺伝カウンセラーへの信頼と
期待、より良い遺伝医療への希望となりました。

何年も前になりますが、私は医学部講義のひとコ
マでゲストスピーカーとしてお声掛けいただきまし

た。医学部の学生に混じって真剣にメモを取り、立
ち上がり質問を投げかけてきた彼女の姿は今でも思
い出します。講義室の彼女が座っていた席も鮮明に
覚えております。あの質問がきっかけとなり、彼女
の研究「初回来談時、同伴者の有無と心理社会的背
景の関係」を通じて、私たちが日常的に考え悩むこ
とが、遺伝カウンセリングや臨床の場では「わから
ないこと」「これからわかろうとすること」である
ことに気付き、私にたちにとっても貴重な学びの機
会となりました。当事者や患者はついつい目の前に
座っている医療者は何でも知っている、気持ちはわ
かってくれていると期待ばかりしてしまいがちです
が、遺伝医療もゲノム医療も良い意味でこれから変
革を迎えるのだと強く確信することができました。
他にも「家族性腫瘍の遺伝カウンセリングにおいて、
クライエントの感情に影響を与える専門用語の質的
研究」、「BRCA1/2 キャリア女性とパートナーを対象
とした質問紙調査 －RRSO の性生活への影響」等、
多くの研究課題に学生等と共に取り組めたことは私
や関わってくれた当事者の誇りでもあります。

例え、研究を共にせずとも、立派に認定遺伝カウ
ンセラーとして活躍されている皆様の姿を見ると胸
が熱くなります。後輩の支援にも力を入れている背
景には、小杉先生が皆を家族のように愛情を持って
育て、時には厳しく指導、教育をされているからこ
そと感銘を受けました。

最後になりますが、私たちが思いを伝えることで
遺伝カウンセラーの意識が高まり、HBOC や遺伝性
疾患に理解ある社会に変わる一助となるのであれば
こんなに幸せなことはございません。私たちも気持
ち新たに、課題解決に取組み患者支援活動に役立て
られるよう、遺伝カウンセラーと交流の時間を大切
に前に進みます。

いつも貴重な機会とご助力くださいます小杉眞司
先生に厚く御礼申し上げると同時に、京都大学大学
院遺伝カウンセラーコースが15周年を迎えられ、今
後のさらなるご発展と皆様のご健勝を心より祈念い
たしております。

感謝を込めて
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京都大学大学院遺伝カウンセラーコース
15 周年に寄せて

中島　健
がん研有明病院 臨床遺伝医療部

この度は、遺伝カウンセリングコース設立15周年
とのことで誠におめでとうございます。またその貴
重な機会に執筆の機会を頂き大変光栄に存じます。
僭越ながら、ご縁がありまして 2021 年 3 月 1 日より
貴コースに赴任することが決まりましたので、自己
紹介のご挨拶も兼ねて一筆取らせていただきます。

私は 1997 年に横浜市立大学卒業後、研修医を経
て 2001 年より国立がんセンター（現国立がん研究
センター）中央病院（NCCH）にて内視鏡部レジデ
ント・チーフレジデントとして計 5 年間勤務しまし
た。遺伝医療に関しては 2004 年の春に参加した米
国消化器病学会にて、遺伝性大腸癌のシンポジウム
でリンチ症候群のスクリーニングとして、改訂ベセ
スダ基準を用いたマイクロサテライト不安定性検査
が推奨されていることを知ったことが一つのキッカ
ケになります。50 歳未満の大腸癌患者への MSI 検
査の推奨に驚きました。NCCH には若年の大腸癌患
者も多かったですが、まだ実施は不十分でした。帰
国後、菅野康吉先生の遺伝外来を見学しました。そ
の頃、小杉眞司先生とは家族性腫瘍カウンセラー養
成コースや菅野班班会議にてお目にかかったことを
懐かしく思い出します。その後、研究所の発がん研
究部（現：エピゲノム解析分野、部長；牛島俊和先
生）にて胃粘膜における異常メチル化について研究
しました。異常メチル化の定量的解析にて胃癌が多
発した患者程、周囲の粘膜に異常メチル化を認める
結果を得られ博士論文にすることができました。

2007 年に NCCH 内視鏡部の正スタッフになった後
は、もっぱら早期大腸癌の内視鏡治療の研鑽に務め
る日々でしたが、一方でリンチ症候群の診療を強化し
たいと感じておりました。当時の大腸外科の森谷冝
皓部長を説得し、外来待ちの外科術後の患者に声掛
けして、改訂ベセスダ基準に当てはまる方を中心に
ミスマッチ修復タンパク質の免疫染色を開始しまし

た。その後、病理部の関根茂樹先生と協力して、2011
年頃よりいわゆる UTS（Universal Tumor Screening）
を実施することができました。2015 年には、第 18
回遺伝性腫瘍セミナーの実行委員長を拝命しリンチ
症候群をテーマに開催させていただきました。三宅
秀彦先生、西垣昌和先生、鳥嶋雅子先生に多岐にわ
たるご意見をいただき運営を助けていただきまし
た。また、貴コース卒業生の認定遺伝カウンセラー
である各務（現姓：中島）好美さんや平岡弓枝さん
とは NCC で御一緒に仕事をする機会があり、彼女ら
の熱心な働きぶりを通して小杉先生を初めとした貴
コースの充実した教育体制に感銘しておりました。

その後日本医療研究機構（AMED）の産学連携部医
療機器課への出向を経て、2018 年 8 月に現職のがん
研有明病院遺伝子診療部（現臨床遺伝医療部）に赴
任しております。内視鏡医から遺伝医へ軸足を大き
く変更すること大変勇気が必要でしたが、消化器以
外の遺伝性腫瘍の遺伝カウンセリングに関わること
ができました。特に乳癌は年間手術件数が 1,200 件
を超える日本随一の施設であり、当然 HBOC 疑いの
患者も多く、遺伝外来を毎日実施しております。多
い時で一日 10 件超あり、認定遺伝カウンセラー（常
勤 4 名、非常勤 2 名）のスタッフとなんとか切り盛
りしております。4 月からの HBOC に関する遺伝医
療の保険収載もあり、遺伝医療の広がりを感じてお
りますが、まだまだ十分ではありません。そして毎
日「遺伝カウンセリングとは何か」を自問自答して
おります。ただ、今までの経験を少しでも新たな赴
任先であります貴大学で活かせればと思っておりま
す。京都大学とその自由な学風は私にとって憧れで
す。皆様とお会いできることを大変楽しみに思って
おります。御指導・御鞭撻の程どうぞよろしくお願
いいたします。

 令和 2 年 12 月 15 日
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遺伝カウンセラーコースのさらなる発展を祈って
吉田　晶子（旧姓：小野）

◆ 現在の所属
神戸市立医療センター中央市民病院 腫瘍内科
神戸市立神戸アイセンター病院
理化学研究所 生命機能科学研究センター 網膜再生医療研究開発プロジェクト

◆ 遺伝カウンセラーコース：1 期生

未来を想い、試行錯誤中
菊地　茉莉（旧姓：友田）

◆ 遺伝カウンセラーコース：1 期生

この度は、京都大学遺伝カウンセラーコースが設
立 15 周年を迎えられたことを心よりお祝い申し上
げます。

私が1期生として過ごした2年間は、無我夢中で新
しい分野にチャレンジした充実した時間でした。大
変ありがたいことに、ここ数年は講義を通じて、大
学院生の皆様と接する機会をいただいています。カ
リキュラムや使用している教科書を参照すると、私
が学生だった頃に比べ、学習内容がずいぶんと洗練
され、教育のシステムも整ってきている様子に、心
から嬉しく思います。私が学んでいた頃には、認定
遺伝カウンセラーの方々の生の声を聴くことも、な
かなかかなわなかったのですが、現在ではたくさん

の認定遺伝カウンセラーが教育に携わられており、
学生の皆様の知識量も増え、また考え方の習熟も大
変早いように感じます。

コースの設立・運営にご尽力くださった教員の先
生方、京大病院遺伝子診療部の皆様に心から御礼申
し上げるとともに、私自身も、少し早く現場に出て
いる者として、学生の皆様のお役に立つよう、気を
引き締めて認定遺伝カウンセラーの役割を果たして
いきたいと考えています。

これからも、京都大学遺伝カウンセラーコースが
優秀な遺伝カウンセラーを多数輩出し、日本の遺伝
医療発展に貢献することを祈って、お祝いの言葉と
させていただきます。

手厚い授業に実習に修論指導、毎日が新鮮で濃密
な日々がついこの前のことのようです。

就職後は「遺伝カウンセラー」の認知度は低く、
希望と実態の乖離は大きくて、見知らぬ土地で一人
暮らし、夜はよく泣いてもいました。

そんな私も、いつの間にか 2 児の母となり、心身
ともに図太くなりました。「まだまだ京大で得たこ
とを生かしきれていないわ。」と内心思いつつ、平
日は朝夕、子供の送迎に電動自転車を走らせ、微力
ながらも仕事を続けています。

遺伝カウンセリングやその関連業務だけでなく、
がん領域を中心にバイオバンクの体制整備や遺伝子
解析研究の事務局業務、遺伝子検査・遺伝学的検査の
ウエット・ドライと ISO15189 取得に向けた取り組み

などにも関わってきました。「遺伝カウンセラーの
仕事ではないかな…。」と思いながらも縁があって
引き受けた仕事が、十数年職務に就く中で、その重
要性と遺伝子診療やがんゲノム医療との接点が見え
てきて、相互の経験が生きています。

院生室の扉に、確かこのようなタイトルロゴ入り
の小杉先生のキャラクターがこっそり貼ってあった
と記憶しています。
『GCCRC の未来を想う』
認定遺伝カウンセラーの職位向上と患者さんやそ

の血縁者のためによりよい仕事をしていきたいと思
いながら、私自身も未来を想い、まだまだ試行錯誤
しつつ邁進中です。
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私の遺伝カウンセラーとしての故郷
亀井　深雪（旧姓：西山）

◆ 現在の所属
国立成育医療研究センター 周産期・母性診療センター

◆ 遺伝カウンセラーコース：1 期生

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースの 15 周年によせて
村上　裕美

◆ 遺伝カウンセラーコース：1 期生

この度は、遺伝カウンセラーコースの設立 15 周
年おめでとうございます。1 期生として入学してか
ら 15 年もの年月が経過したことを大変感慨深く感
じています（同時に、加齢も認識しました）。あの 2
年間がなければ、今の遺伝カウンセラーとしての私
は存在しません。学問としての「遺伝カウンセリン
グ」を学ぶのみならず、人と人との関わりが重要で
ある「遺伝カウンセラー」の基盤となる経験の機会
を沢山与えて頂きました。卒業後は企業へ就職しま
したが、同時に小杉先生のお導きのおかげで博士課
程へ進学できました。学び続けることができたこと
への感謝は勿論ですが、京都に足を運ぶたびに「故

郷」を感じながら後輩の院生さんたちと交流できた
のは、私の大切な京大での思い出となっています。
当初は後輩の院生さんたち全員の顔と名前を覚え
る！ことを目指しておりましたが、出産後はフット
ワークが悪くなり、同じ故郷で遺伝カウンセラーを
志した皆様とお会いする機会が少なくなり、いつの
間にか故郷が遠い存在になってしまい寂しく思って
います。今振り返って、改めて京大の遺伝カウンセ
ラーコースへの入学を決断した自分の選択を誇りに
思います。私の遺伝カウンセラーとしての故郷であ
る京大遺伝カウンセラーコースの更なる発展を祈念
いたします。

この度は、京都大学大学院遺伝カウンセラーコー
スの開設 15 周年記念、誠におめでとうございます。

１期生として入学した私は、それまで看護職とし
て勤務していました。臨床研究や遺伝に関する相談
を受けた経験から、診療科横断的に関わることので
きる人材の必要性を感じていた当時、養成課程の開
設を院内掲示で知ったことが、この15年の歩みのは
じまりでした。遺伝学は継承と多様性の学問と言わ
れますが、さまざまなバックグラウンドを持つ人々
との出会いは、遺伝カウンセリングを学ぶための視
野を拡げてもらえる機会になりました。ここまで来
られましたのも、コースの先生をはじめ、各分野の
教員の方々のご指導、励ましあった同期の仲間のお

かげと心から感謝しております。
京大病院で勤務を始めてからも、遺伝カウンセリ

ング実習や講義、学内外の活動など、現役院生の少し
先を歩んできた身近な先輩として、関わらせていた
だいておりますが、院生さんの生き生きとした笑顔
を見ると、遺伝カウンセラーを目指すことの喜びと
期待に満ちていた当時の自分の姿と重なり、胸が温
かくなります。コースで過ごした数年間は私にとっ
て特別な時間でした。今後もこの経験を拠りどころ
として、精進して参ります。

最後になりましたが、本コースの益々の発展と修
了生の皆さまのご活躍を祈念いたします。
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認定遺伝カウンセラー　今・昔
村島　京子

◆ 現在の所属
京都府立医科大学附属病院 遺伝子診療部遺伝相談室

◆ 遺伝カウンセラーコース：1 期生

遺伝カウンセラーコース 15 周年おめでとうござ
います。
「道なき道を我々と一緒に切り拓いてくれる、フロ

ンティアスピリットを持つ方に来ていただきたい」
十数年前、オープンキャンパスでの小杉先生のお

言葉に惹かれ、コース受験を決めたことを懐かしく
思い出します。

コースには代々、優秀で逞しい方たちが集結し、
研鑽を積んだ後は全国各地で遺伝医療に不可欠の人
材として活躍されています。認定遺伝カウンセラー
養成の黎明期からご尽力を重ねてこられた先生方の
15 年間に、敬意と感謝の念が尽きません。

さて一期生の私がコースを修了した当時、認定遺
伝カウンセラーを配置している施設はほとんどあり

ませんでした。運良く臨床の場を得た病院では、
「買店のおばちゃんより低い時給で…。ごめん

ね。」
と上司の先生にお気遣いいただきながらのスター

ト。認定遺伝カウンセラー不足の悲鳴が上がる現在
では、どこか長閑な昔ばなしでしょうか。

本年は COVID-19 禍により世界が一変した年でも
あります。遺伝医療は人々の営みに寄り添う実践の
医療であり、新たな社会の枠組みに即した専門性の
発揮が求められます。たいへんな難局ですが、先生
方そして同窓のみなさまにご指導を仰ぎながら、新
しい遺伝医療の創造・実践に挑んでまいりたく存じ
ます。

遺伝カウンセラーコース創設 15 周年に寄せて
北川　尚子

◆ 現在の所属
医療法人 竹村医学研究会（財団） 小阪産病院

◆ 遺伝カウンセラーコース：1 期生

このたびは、遺伝カウンセラーコース創設15周年
を迎えられたことを、心よりお祝い申し上げます。

遺伝カウンセラー・コーディネータユニットの 1
期生として入学した日が昨日のように、というのは
厚かましいですが、医学部 G 棟に通い詰めていた
3 年間は、ついこの間のことのように鮮やかに思い
出されます。在学中に産休を取らせていただいたの
で、より長く院生室で過ごし、より多くの院生と触
れ合えられたのではないかと、少しうれしく思って
います。

小杉教授、富和教授、沼部准教授、澤井准教授、
佐藤准教授、浦尾講師（当時）をはじめ、SPH の教
授陣、院生の皆様に鍛えられた濃厚な時間が、今の

認定遺伝カウンセラーとしての姿勢、知識の基礎に
なっていることは間違いありません。あの 3 年間が
一番勉強したと今でも言えます。先生方に意見を聞
いてもらいながら授業を受けるのは、とても楽しく、
充実していました。同期の家に泊まって意見交換し
たり、たくさんの学会や他大学の遺伝カウンセラー
コース院生との交流会に参加したりできた経験、そ
して今もなお第一線で活躍している皆様から受け続
ける刺激は、私の掛け替えのない財産です。

末筆ながら、遺伝カウンセラーコースの一層のご
発展と皆様方のご活躍を祈念致しまして、お祝いの
言葉とさせていただきます。
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遺伝カウンセラーとしての 12 年間を振り返って
中島　好美（旧姓：各務）

◆ 遺伝カウンセラーコース：2 期生

今回のご連絡をいただいて、卒業してもう10年以
上経つのだと、当時を懐かしく思い出しました。在
籍中は、授業に実習、学会やセミナーにもたくさん
参加させていただき、自分の人生の中で1番忙しい、
でも充実した学生生活でした。

そして卒後は、たくさんの施設、診療科で臨床経
験を積むことができました。個人クリニック、大学
病院、子ども病院や研究室と、それぞれにルールが
あり、失敗することもありましたが多くのことを学
べました。特に自分が成長させてもらえたのは、臨
床の現場で、一緒に働くスタッフから、クライエン
トや患者さんへの声のかけ方、かける言葉や態度な
ど、必要なことはほとんど、その背中から教えても

らった気がします。
また GC コースで得られた私の財産の一つに、人

とのつながりがあります。遺伝カウンセラーは施設
で一人職種のことが多いと思うのですが、そんな時、
助けてもらっているのはこの GC コースでの仲間、
またセミナーを通じて知り合った全国におられる先
生方や遺伝カウンセラーさんで、在籍中にできた人
とのつながりに感謝しています。

今は、主人の仕事の都合や子育てで現場を離れて
いますが、これからもクライエントの気持ちに寄り
添える遺伝カウンセラーとして働いていきたいと
思っています。

入学してからの 14 年を振り返って
鳥嶋　雅子

◆ 現在の所属
京大病院 遺伝子診療部

◆ 遺伝カウンセラーコース：2 期生

遺伝カウンセラーコース 15 周年を迎えられたこ
と、心よりお慶び申し上げます。私は、2 期生とし
て入学してから京大病院の CGC としての現在まで、
14 年間お世話になっております。私の CGC として
の原点は院生時代の学びです。先生方・クライエン
ト・同窓生からたくさんの大切なことを教えていた
だき、心より感謝申し上げます。

私が CGC を志したきっかけは、ある方との出会
いでした。その方は、家族にも友人にも相談でき
ず、同じ境遇の方とも巡り合えないまま孤立した状
態で、死んでしまいたいと思い詰めていた過去を打
ち明けてくださいました。何か自分にできることは
ないか、との思いでこの世界に飛び込み、今もいろ

んなクライエントとの出会いを通じて、その方の人
生観や生き方、何を大切に生きていくのかなど教え
てもらっています。

これからの時代、情報提供は AI を駆使したツール
が担うようになると推測されます。そして最後に残
る重要な部分は、遺伝医学の知識をもったうえでの
“人と人”としての心の通い合ったコミュニケーショ
ンではないかと思います。初心を忘れず、これから
も京大遺伝カウンセラーコース出身者としての名に
恥じぬよう努力し続けたいと思っております。末筆
ではございますが、今後の教室の発展と皆様のさら
なるご活躍を祈念してお祝いの言葉とさせていただ
きます。
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「新しいワインを古い皮革に入れる」とは
桐林　和代

◆ 現在の所属
東京医科大学病院

◆ 遺伝カウンセラーコース：3 期生

遺伝子解析技術の進歩によって疾患究明や診断の
向上など知識に伴う意識の拡大とともに、遺伝学的
検査に対する意志や態度も変遷しています。現在で
は診断、治療や予防のために遺伝学的検査が用いら
れる機会が多くなりました。研究テーマであった
MEN1は2020年より遺伝学的検査が保険収載されて
います。C・G・ユングの著書の中に、「「新しいワイ
ンを古い皮革に入れる」とは何を意味するのか。新
しい時代のこころの苦難と苦悩を解決する答えはど
こにあるのか。現代的な意識が発達するにつれてで
てきたこころの問題を扱う知識はそもそもどこにあ
るのか 1）」とあります。これは『マタイによる福音
書』第 9 章 17 節に「だれも、新しいぶどう酒を古い
皮袋に入れはしない。もしそんなことをしたら、そ

の皮袋は張り裂け、酒は流れ出るし、皮袋もむだに
なる。だから、新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れ
るべきである。2）」とあり、新しい時代精神には相
応の新しい精神的な受け皿が必要ということを説い
ています。同様に新しい状況を引き受けるにはそれ
に見合った新しい視点、知識や態度が必要なのだと
いうことを考えさせられます。

文献
1 ）Carl Gustav Jung: DIE PSYCHOLOGIE DER UBER-
TRAGUNG．林道義，磯上恵子（訳）：転移の心理学．
初版，45，みすず書房，東京，1994．

2 ）Word Project　マタイによる福音書　第 9 章，
https://www.wordproject.org/bibles/jp/40/9.htm#0

（2020.9.23）

京都大学遺伝カウンセラーコース 15 周年に寄せて
佐藤　友紀

◆ 現在の所属
大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部

◆ 遺伝カウンセラーコース：3 期生

「これから京都大学で遺伝カウンセラーコースを
開講し、1 期生を募集します。」という内容をホーム
ページで偶然目にしたのは、もう15年以上も前のこ
とになるのでしょうか。遺伝カウンセラーという新
しい職種に興味を持った瞬間でした。

ありがたいことに 3 期生として入学することがで
き、おそらくここでなければ出会うことはなかった
だろうバラエティー豊かな 3 期生 6 人のメンバーで
共に 2 年間の学生生活を送ることができました。特
に院生室での机が同じ並びだった同期の鬼頭さんと
は、いつも夜遅くまで励まし合いながら課題や研究
に取り組んでいたことが今となっては懐かしく思い
出されます。また当時は、遺伝カウンセラー・コー

ディネータユニットとして臨床研究コーディネータ
コースの方とも共に学ぶことができたのは非常に有
益だったと現場に出てから実感しましたし、当時の
先生方には課外活動も含め温かくご指導下さったこ
とに深謝いたしております。

この15年間、京大遺伝カウンセラーコースは小杉
先生を中心に、同学年だけでなく学年を越えて縦の
つながりもしっかりと形成されてきたことは本当に
何にも代えがたい財産だと感じています。その一員
として京大で学べたことに感謝し、卒業生として誇
りをもって自分に与えられた役割を務めていきたい
と思っております。
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黎明期から拡大成長期へ
高谷　明秀

◆ 現在の所属
コニカミノルタプレシジョンメディシンジャパン株式会社

◆ 遺伝カウンセラーコース：3 期生

この度は京都大学遺伝カウンセラーコースが 15
周年を迎えられましたこと、心からお慶び申し上げ
ます。3 期生の私は卒業から 10 年以上が経ちまし
た。卒業して数年もすれば研究室とは疎遠になるの
が普通なのでしょうが、本研究室は普通ではないの
が面白いところです。年 2 回、遺伝カウンセリング
学会と人類遺伝学会学術集会時に同窓会があり、そ
れに加えて、定期的に開催される小杉先生宅パー
ティや不定期な飲み会など、卒業後も継続して先生
方や在校生、また卒業生同士で集まれる機会が多く
あり、疎遠になるどころか年を経るにつれて絆が深
まっているように感じています。横のつながりだけ
でなく、こうした機会に培われる縦のつながりの強

さこそが本研究室の魅力ではないでしょうか。少し
真面目な話もすると、ずっと黎明期と言われてきた
日本の遺伝医療が、近年、がんゲノム医療などを皮
切りに変わろうとしているように感じています。こ
れまで、多方面でパイオニアとなる優秀な認定遺伝
カウンセラー ®を輩出し続けてきた本研究室です
が、これから迎える拡大成長期において、本研究室
のこうした繋がりこそが日本の遺伝医療のさらなる
発展に重要な役割を担うものと信じています。未筆
ながら、本研究室の一層のご発展と皆様のご活躍を
祈念致しまして、お祝いの言葉とさせていただきま
す。

病気の原因となる遺伝子を伝えるということ
井上　田鶴子

◆ 現在の所属
大阪国際がんセンター

◆ 遺伝カウンセラーコース：3 期生

HBOC の診断を目的とした遺伝学的検査が保険適
用となり、遺伝の問題に直面する患者さん及びその
血縁者が増えています。遺伝学的検査で病的変異が
見つかった場合、自身の病気の苦痛に加えて子ども
に病気の原因となる遺伝子を伝えたことに罪悪感を
持つ患者さん、がんの発症リスクが上がるという事
実に大きな不安を抱えることになる血縁者、兄弟
姉妹の中でも病的変異を受け継いだ人、受け継がな
かった人、遺伝学的検査の結果はそれぞれの人間関
係に影響を及ぼします。このような問題は簡単には
解決できませんが、親から病的変異を受け継ぎ、姉
や妹は受け継がず、息子と娘に病的変異を伝え、娘
との関係が悪化し苦しんでいた患者さんに息子が伝

えた言葉を紹介します。
「生物は皆常に遺伝子の変異を繰り返して進化し

てきたんだよ。お母さんも僕も遺伝子の変化、つま
り進化の途中なんだよ。遺伝子って 2 万以上ある
んだよ。顔の形、目の大きさ、背の高さも皆遺伝で
BRCA ってそのうちの 1 つだよ。遺伝子の変異は進
化の証でだれでも持っている。お母さんが持ってい
たのが、たまたま BRCA だっただけ。それを伝えた
からってお母さんの責任じゃない。謝る必要はない
し謝られる権利もない。お母さんは進化の途中なん
だよ。ついでに僕もだけどね。」この言葉に患者さ
んは救われたそうです。
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祝！ 15 周年
中川　奈保子

◆ 現在の所属
京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 医療倫理学・遺伝医療学

◆ 遺伝カウンセラーコース：3 期生

遺伝カウンセラーコースの15周年を、コース出身
者の一人としてお祝いできることを心から嬉しく思
います。遺伝カウンセラー・コーディネータユニッ
トの遺伝カウンセラーコースを2010年に修了し、10
年が過ぎました。その間、京都大学と鳥取大学で遺
伝カウンセリング、疫学研究、臨床研究、遺伝教育
など多様な業務に従事する機会をいただきました。
遺伝カウンセラーコースで学んだ遺伝医療や遺伝カ
ウンセリングに加えて、ユニットを構成する臨床研
究コーディネータコースの講義で学んだインフォー
ムド・コンセントに関する知識、そして SPH で公衆
衛生に関して幅広く学んだことを、日々の業務で大
いに活かしています。

3 期生は 6 名で年代も様々でしたが、たくさんお
喋りをしたり、誕生日のお祝い会をしたりと、楽し
い時間を過ごしました。私は一人だけ医療資格がな
く、医療の場で働いた経験もなかったので、同期の
皆さんにたくさんのことを教えてもらいました。今
はそれぞれ離れた土地で仕事をしているため頻繁に
は会えませんが、学会で顔を見ると、あの頃に戻っ
たようでホッとします。

遺伝カウンセラーコースへの入学は人生を変える
決断でしたが、この道に進むことができた幸運に感
謝しています。今後もCGCとして前進していければ
と思っています。

遺伝カウンセラーコース15周年に初心を振り返ってみました
勝元　さえこ

◆ 現在の所属
滋賀医科大学医学部附属病院 臨床遺伝相談科

◆ 遺伝カウンセラーコース：4 期生

私が遺伝カウンセラーという職種を知ったのは学
部学生の頃でした。当時日本で遺伝カウンセラー養
成コース設立のために先生方が奔走されていたのだ
と思います。そのうちのお一人である千代先生に学
部学生の折に師事する機会があり、遺伝カウンセリ
ングの奥深さに興味を持ったのが始まりでした。一
度は臨床で働いてみようと助産師として 5 年働く中
で、折しも高齢妊娠、出生前検査、NT と遺伝に関わ
る事態に多々直面することとなりました。当時の自
分では太刀打ちできないと考えたその後は完全に勢
いだけで突き進んで、京都大学の遺伝カウンセラー
コースに入学するに至ったのでした。気がつけばそ

こから 10 年以上、、、遺伝カウンセラーコースは 15
周年 !! その間できた仲間の数も随分増えました。妊
婦さんの出生前検査への迷いに寄り添う身近な存在
でありたいという思いから出発した遺伝カウンセ
ラーとしての道は、今ではいろいろな分野のクライ
エントに寄り添えるようになりたいと変化していま
す。コースでの 2 年間は、新しい分野を切り開く力
もいただく期間であったと感じています。京都大学
遺伝カウンセラーコースの今後の発展とこれからも
たくさんの仲間が増えることを願って 15 周年のお
祝いに代えさせていただきます。



94

人と人との輪
佐藤　智佳

◆ 現在の所属
関西医科大学 臨床病理学・臨床遺伝センター

◆ 遺伝カウンセラーコース：5 期生

15 周年を迎え、遺伝カウンセリングの成長を実
感しています。5 期生として入学したころは、身近
な知人に「仕事を辞めてまで大丈夫か？」など言わ
れ、パイオニアの先輩の背中をみて頑張ろうと思っ
ていました。それが、今では遺伝カウンセリングと
いう言葉も浸透し、現在の勤務先である関西医科大
学においても、様々な先生からお声をかけて頂ける
ようにもなりました。また、京大の遺伝カウンセ
ラーコースでの日々を振り返ると、すごく緊張した
り、笑ったり、落ち込んだり、ジェットコースター
に乗っているような変動の大きい時間であり、人生
の中で非常に濃密な時間でした。課題で辛い時に

は、研究室を飛び出して鴨川大学と称して、同級生
と鴨川のベンチで勉強したり、時には研究室でご飯
を炊いて夜ご飯を学生同士で一緒に食べたり、先生
と一緒にラーメンや定食を食べに行って大学に戻っ
てまた勉強したり、今でも思い出話に花が咲きます。
その中で、出会えた先生方、先輩、後輩との関係
は、非常に貴重なものです。認定遺伝カウンセラー
として勤務する日々においても、葛藤や悩みはつき
ものですが、その時に頼りにでき、助けてもらえる
のは、京大の遺伝カウンセラーコースを起点に出会
えた方々です。そして、今後も続く、京大の人と人
の結びつきを楽しみにしています。

院生室での思い出
村田　しのぶ（旧姓：袴田）

◆ 現在の所属
杉浦ウィメンズクリニック（東京都江戸川区）

◆ 遺伝カウンセラーコース：5 期生

私の院生時代の思い出は、院生室での喜怒哀楽に
尽きます。毎日がドラマの連続でした。キーボード
をたたく音の中で、誰かの笑い声、泣き声、叫び声、
時にはお米の炊ける合図…（笑）。あんなに多くの時
間をあの場所で過ごした経験は他にありません。今
思うと、辛いこともありましたが、それも含めて素
晴らしい先生方や院生の皆さんと過ごせた本当に幸
せな時間でした。

私は当時、院生室でよく泣いていました。エピ
ソードのひとつとして、多くのタスクに追われ、優先
順位が考えられず焦燥感ばかりが募って泣いていた
ところ、小杉教授のもとを訪れました。その際「全
てを完璧にしなくていい。時には、50 ～ 70％の仕

上がりでもいい。」という言葉をかけて下さり、心が
軽くなったことを今でもはっきりと覚えています。

また、同期の佐藤さんと過ごした時間は家族より
長いものでした。佐藤さん自身も時間が惜しいはず
なのに、試験や研究で私のために多くの時間を費や
してくれました。「人にモノをあげることは容易だ
けれども、自分の知識や時間を人のために惜しみな
く提供することが真の優しさだ」と佐藤さんから教
わりました。

末筆になりましたが、遺伝カウンセラーコースが
15 周年を迎えられたこと、修了生の 1 人として大変
嬉しく思います。当コースのご発展と皆様方のご活
躍を祈念しております。
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2 年間の在学中を振り返って
黄瀬　恵美子

◆ 現在の所属
信州大学医学部附属病院

◆ 遺伝カウンセラーコース：6 期生

今回、15 周年記念誌への寄稿という機会に改めて
在学中のことを思い返すと、大学院で与えられた 2
年間は、たった 2 年間なのに（今の職場で丸 7 年目
働いているのと比べて）、とても充実していたから
か、長かったように感じるのが正直なところです。

前期の授業は SPH 共通授業が多い中、CGC として
の基礎知識の勉強も多く、前期終わりのテストの頃
は、社会人になってからは経験のないほど知識を詰
め込むのに必死だったな、と逆に記憶がない程（勉
強した内容の記憶もないと困りますが）の忙しい時
間を過ごしていたな、と思います。その後、実習や
ロールプレーの授業も始まり、一気に実践で、クラ
イエントさんを目の前に責任という緊張感を持ちな

がらの学習時間になり、その中で卒業後に CGC とし
て働くこともイメージできました。そして、卒後の
進路は入学前に絶対譲れないと考えていた地元で働
くことよりも、CGC として働ける職場を優先すると
いう選択にも変わってしまいました。課題研究も、
在学中にしか指導を受けてできない研究を行えたこ
とで、今でもその中で学んだことが働くいろんな場
面で役立っていると思います。

今振り返りながら、CGC として働いている時間が
在学中より長いですが、きっとベースはこの 2 年間
で作られたものが大きいのかな、と改めて感じ、そ
の時間を与えてもらえたことに感謝をしています。
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卒業後に活きた教室での学び
柴田　有花

◆ 現在の所属
北海道大学病院 臨床遺伝子診療部

◆ 遺伝カウンセラーコース：7 期生

この度は15周年を迎えられましたこと、心よりお
祝い申し上げます。在学していた頃がつい先日のよ
うに思い起こされますが、私の人生が大きく変わる
契機となる 2 年間でした。特に、経済産業省が主体
の遺伝子検査ビジネスに関する調査に関わる機会を
頂き、自身の調査結果を班の方々の前で報告するこ
ともありました。卒業後は現職である北海道大学病
院に就職しましたが、当時、認定遺伝カウンセラー
がほぼ皆無であった北海道の地で、院内のみならず
様々な場で認定カウンセラーの役割について訴えか
けることができたのは、在学時代に、上記のような

背筋が伸びる場で人前に立った経験に原点があると
感じています。また現在は、大学病院という特徴を
活かし、ささやかではありますが研究に携わること
ができており、時折研究の内容について諸先生方や
先輩方からご助言頂けます点も大変有難く感じてお
ります。卒業生の一人として、恵まれた環境下で学
ぶことができたことに改めて感謝し、今後も御教室
の名に恥じないよう、さらに精進して参る所存です。
創立以来、遺伝医療の分野に大きく貢献されてこら
れたことに深甚なる敬意を表すると共に、今後のさ
らなるご発展をお祈り申し上げます。

京大 GC コースでの学び・出会いの先に
土屋　実央

◆ 現在の所属
アミカス・セラピューティクス株式会社 メディカルアフェアーズ部

◆ 遺伝カウンセラーコース：7 期生

京都大学大学院医療倫理学・遺伝医療学分野（遺
伝カウンセラーコース）15 周年、誠におめでとうご
ざいます。7 期生として京大 GC コースの歩みの一
部に関われましたこと、大変嬉しくまた光栄に思っ
ております。

GC コース修了後、私は博士後期課程に進学する
とともに製薬企業に勤務するキャリアを選択しまし
た。有難いことに、認定遺伝カウンセラー ® とし
て、企業人として常に新しい挑戦をさせて頂ける環
境に恵まれ、刺激の多い日々を過ごしております。
また同時に、遺伝医学・遺伝カウンセリング学を
中心に、学びに集中することの出来た GC コースの
2 年間がどれほど貴重な時間であったかということ
も、コース修了後、年数を重ねるごとに身に染みて

実感しています。2 年間の学びの中で得た、探求心
を持って、目の前の物事に丁寧に、真摯に向き合う
という姿勢の大切さは、これからも忘れないように
したいです。

そして、小杉先生をはじめとする素晴らしい先生
方、先輩方、同期、後輩の皆さんとの出会いも、私
の大きな財産になっています。現在は皆さんから与
えて頂いてばかりの身ですが、私なりに京大GCコー
スに恩返し出来るよう、引き続き挑戦を続けていき
たいと思います。

15 周年という節目を迎えた京大 GC コースが、今
後ますますご発展されることを、OG の一員として
心より願っております。
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遺伝カウンセラーコースでの日々と感謝
中國　正祥

◆ 現在の所属
国立研究開発法人 国立成育医療研究センター

◆ 遺伝カウンセラーコース：7 期生

医療倫理学・遺伝医療学分野（遺伝カウンセラー
コース）発足15周年を迎えられたことを心よりお祝
い申し上げます。

私は、「遺伝医療において自分に何ができるのか」
という、ふとした疑問からはじまり当分野に入学す
ることを決意しました。入学初日の説明会にて、院
生という立場でありながらも社会人としての自覚を
もち自律的に振る舞うよう、ご教示頂いたことは大
変印象的でした。先生方や先輩方の手厚いご指導の
もとで学ぶことができ、大変充実した日々を過ごす
ことができました。その中で出会えた仲間、諸先生
方、当事者会の方々、その他の多くの方々と過ごし

た時間は貴重な財産です。また、それぞれの人と共
有した思いや情熱は今でも励みになっています。

在籍中に培った多くの経験や知識が核となり、現
在も遺伝医療に関わることができていることに心よ
り感謝申し上げます。あわせて、同窓会等で、当分
野の皆様と繋がれる機会を与えていただき御礼申し
上げます。

このたび、分野発足15周年という記念すべき節目
の年に、このようにして関わることができたことは
幸甚でございます。未筆ながら、遺伝カウンセラー
コースの一層のご発展と皆様方の益々のご活躍を祈
念申し上げます。

密度の高い修士 2 年間
秋山　奈々

◆ 現在の所属
千葉県こども病院

◆ 遺伝カウンセラーコース：8 期生

京都大学遺伝カウンセラーコース 15 周年、おめ
でとうございます。小杉先生をはじめ、歴代の先生
方、遺伝カウンセラーコースの卒業生の皆様と一緒
にこの機会をお祝いでき、とても嬉しいです。修士
2 年間は今から振り返ればあっという間に過ぎたよ
うに感じる濃度の濃い日々でした。就職と同時に博
士課程へも進学しましたが、修士 2 年間の間に学ん
だことが今現在の自分の活動の礎となっています。
臨床や研究の場において「遺伝カウンセラーとして
どう考えるか」という基礎を叩き込んでいただいた
時間でした。また、コースの卒業生の間での縦・横
の繋がりが強いことも自分にとっての財産となって

います。自分自身は最初の職場として小児専門病院
を選択しましたが、それぞれの領域で活躍している
仲間がいてくれるので、「困ったときには誰かに頼れ
る！」と一人ぼっちの職場でも何とか潰れずに頑張
ることができました。

これまでも様々な方とのご縁が繋がっていくこと
で、少しずつ自分のやってみたいことや理想として
いることに近づいていけたのかな、と感じています。
これからは自分がそういったご縁を繋いでいく役割
を持てるように成長していきたいなと思っています。
これからの皆様のさらなるご活躍をお祈りしていま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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京大遺伝カウンセラーコースと思い出の味
佐藤　響子（旧姓：高井）

◆ 現在の所属
栃木県立がんセンター（非常勤）
群馬県立がんセンター（非常勤）

◆ 遺伝カウンセラーコース：8 期生

京大GC課程との出会いで印象に残っているのは、
オープンキャンパスで先輩方がとても活き活きと学
生生活についてお話されていた様子と、お昼に頂い
た京都のパン（志津屋）の美味しさでした。そんな
若干邪な（?!）理由も多少あり入学した養成課程で
の 2 年間は色々とハードでしたが、情熱をもってご
指導頂いた先生方・先輩方、一緒に闘って（時に遊
んで）くれた同期・後輩の皆さんなど、周囲の方達
に支えられて、実りある時間を過ごすことができま
した。卒業後、私が2015年にがんセンターに入職し
てから約 5 年間で、遺伝性腫瘍の分野では、遺伝学
的検査やリスク低減手術の保険適応、がん治療や薬

剤開発におけるゲノム医療の発展など、状況が大き
く変化し、患者さんが遺伝医療に寄せる関心や期待

（ときに、不安や心配も）は一層高まっていると感じ
ております。患者さん個人でも、簡単に情報にアク
セスできる時代ではありますが、だからこそ正確な
データや数値に基づいた情報提供の必要性や、これ
まで患者さんの選択に関わってきた積み重ねからお
伝えできるメッセージもあると思いますので、1 回
1 回のセッションを大切にこれからも頑張りたいと
思います。疲れた時には、初心を思い出すべく、思
い出の味（志津屋のカスクート）を胸に頑張りたい
と思います。

京大遺伝カウンセラーコース 15 周年おめでとうございます
山田　瞳（旧姓：西尾）

◆ 現在の所属
京都桂病院 腫瘍内科

◆ 遺伝カウンセラーコース：9 期生

15 周年記念誌発刊に寄せて、これまでコースの運
営に力を注いでこられた先生方に深い敬意と謝意を
申し上げます。

大学院での日々は学生にとって最高の環境でし
た。費用負担なく数々のセミナーに参加できたり、
幅広い疾患の症例提示を任されたり、知識と技能を
どんどん身につけられました。また、現場で活躍さ
れている先輩方と話す機会を小杉先生がたくさん
作ってくださったおかげで、勉学の意欲が高まりま
したし、今ではそこで繋いでいただいたご縁が仕事
の糧になっています。

何より、コミュニケーションの講義・実習でカウ
ンセリングマインドをしっかり学べたことは京大卒
業生ならではの財産です。入学前は自分に心理支援

ができるか不安でしたが、毎週少人数でカウンセリ
ングとは何かを話し合い、実践し、指導していただ
いたおかげで、何とか遺伝カウンセリング探求のス
タートラインに立つことができました。卒業してか
らもケースを重ねるごとに遺伝カウンセリングの奥
深さを知り、その難しさに圧倒されそうになります
が、そんな時にはコミュニケーションの教科書が私
を助けてくれます。

日に日に遺伝カウンセラーの需要は増え、期待さ
れる役割も拡大しています。小杉先生の「新しいこ
とをしないとおもしろくない！」の言葉をモットー
に、本コースがますます発展されることを願ってお
ります。
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遺伝子も人生も、みんなちがって、みんないい
平岡　弓枝

◆ 現在の所属
国立研究開発法人 国立がん研究センター東病院 遺伝子診療部門

◆ 遺伝カウンセラーコース：9 期生

遺伝カウンセラーコース15周年を記念し、心より
お祝い申し上げます。

7 年前、私は客室乗務員として国内外を飛び回っ
ていました。不眠と戦いながら多種多様な大勢のお
客様と接する日々にふと…ヒトの遺伝子の違いは
0.1％、不眠体質は遺伝子で決まる ? など考え始め、
確か学部の時に学んだ遺伝子に興味がわいてきたの
です。気づけば小杉先生へ連絡し、3 か月後に受験、
満を持して JAL を退職しました。清水の舞台から飛
び降りる如く向学の機会を得た 2 年間は、自分と向
き合い、思索に耽り、仲間と議論し、寺社を巡り、
まさに人生の修行でした。学会発表や小学生遺伝教
育、数々のイベント、（航空機異常で和田先生と NY

に緊急着陸した）ASHG での発表、すべてが刺激的で
した。卒後は、入学前から憧れの存在であった高橋
政代先生（理研）、解析の第一人者である難波栄二先
生（鳥取大）の下で働かせて頂き、認定遺伝カウン
セラー®初雇用の現職場では、多職種と協働しなが
ら臨床や研究に奮闘し、充実した日々を過ごしてい
ます。

多様性重視の研究室はこんな私を受け入れ、育て
てくださいました。常に綱渡りの私を支えてくれた
同期や先輩後輩、優しくご教示くださった先生方に
感謝の言葉もありません。末筆ながら、関係者の皆
様のご健勝と益々のご活躍を心よりお祈り申し上げ
ます。

ライフワークに出会えたことへの感謝
本田　明夏

◆ 現在の所属
京都大学大学院医学研究科 医療倫理学・遺伝医療学分野

（非常勤：滋賀県立小児保健医療センター／京都市立病院）

◆ 遺伝カウンセラーコース：9 期生

この度、遺伝カウンセラーコース15周年を迎えら
れたこと、心よりお祝い申し上げます。私の人生に
おいて、本コースへの入学は、大きな転機であった
ことは間違いありません。学部時代は息子の頭上の
林檎を射抜くシーンで有名なシラーの戯曲「Wilhelm 
Tell」を論じ、卒業後は一般企業に勤めました。遺
伝カウンセラーという職を全く知らずに生きてきた
私は、自身の妊娠・出産を機にその存在を知り、心
機一転、本コースの門を叩きましたが、入学後が試
練の始まりでした。異国の呪文を聞くような授業、
終わりの見えない課題、慣れない実習、家庭でも母
として未熟な自分…そんな日々を乗り越える環境が

あったのも本研究室です。課題に行き詰まると常に
誰かが相談に乗り、幼子を連れて院生室に行くと、
皆が相手をしてくれました。無我夢中で認定試験を
受け、気付けば後輩も増え、最近はコミュニケー
ションの授業等にも携わる機会をいただき刺激を受
けています。今日まで、先生方、先輩他多くの皆様
にお世話になるばかりで何も返すことができていま
せんが、この道を志した当初の思いを忘れず、細く
も長く努力を続け、いつか誰かの力になれるような
働きをしたいと思います。未筆ながら、コースの一
層のご発展を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさ
せていただきます。
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記念誌発行に寄せて
稲葉　慧

◆ 現在の所属
京都大学大学院医学研究科 遺伝医療学・医療倫理学分野 博士課程
神戸市立神戸アイセンター病院
理化学研究所 網膜再生医療研究開発プロジェクト

◆ 遺伝カウンセラーコース：10 期生

この度は、京都大学大学院医学研究科社会健康医
学系専攻医療倫理学・遺伝医療学分野（遺伝カウン
セラーコース）の創立15周年を迎えられたことを心
よりお祝い申し上げます。私は2015年4月にコース
の 10 期生として入学致しました。勤めていた会社
を退職し一念発起して臨んだ京都での学生生活は、
個性豊かで優秀な同期や先輩後輩にも恵まれ、大変
充実したものとなりました。座学、ロールプレイ、
病院実習、各種講習会や関連学会への参加に加え社
会健康医学系科目の履修、と圧倒されるほどの濃密
なスケジュールに、今思い返してもよくやりきった
と思います。しかしながら、今思えばこうした充実

したカリキュラムや教材も、教員の先生方や先輩方
が試行錯誤を繰り返され今の形に至るものであり、
現在自分自身もコースの後輩の皆さんと一緒に学ぶ
機会を頂いておりますが、少しでも自分が得た知識
や経験を還元したいと思う一心です。コースの 2 年
間において特にご指導賜りました小杉先生、和田先
生、三宅先生、浦尾先生、澤井先生、村上様、鳥嶋
様には改めて心より感謝申し上げますとともに、京
大医療倫理学・遺伝医療学分野（遺伝カウンセラー
コース）の一層のご発展と、関係者皆様方のご活躍
を祈念致しまして、お祝いの言葉とさせていただき
ます。

新たな節目を迎えて
高嶺　恵理子

◆ 現在の所属
東京医科歯科大学医学部附属病院 がん先端治療部 兼 遺伝子診療科

◆ 遺伝カウンセラーコース：10 期生

この度は、京都大学遺伝カウンセラーコースの 15
周年記念ならびに記念誌の発刊、誠におめでとうご
ざいます。心よりお祝い申し上げます。

私は 10 期生として 2015 年に入学して以来、素晴
らしい先生方、先輩・同期・後輩の皆様に恵まれ、
心より感謝しております。コースに在籍していた 2
年間は多忙を極めながらも日々新しいことに触れ、
とても濃密な時間を過ごすことができました。その
中でも思い出深いイベントの一つが 10 周年記念会
でした。例の京大ピンクポロシャツを着た当時の在
校生（9 期生と 10 期生）とサンタクロースに扮した
小杉先生とで一緒に「恋するフォーチュンクッキー」

のダンスを披露しました。発表に向けてのダンスの
練習は、小杉先生の「時間が空いた時に練習をする
スタンスでは時間の確保が難しい」とのご発言から、
外せない仕事の一つとしてスケジュールに組み込ん
でいただいていたのを覚えています。授業や実習の
息抜きとして楽しみながらも、院生室や副室の空い
ているスペースを利用して皆で一生懸命取り組んだ
ことを今でも懐かしく思い出します。

あれから 5 年が経ち、新たな節目をお祝いするこ
とができることを嬉しく思います。これからもコー
スの発展に期待しつつ、卒業生として応援したいと
思います。
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京大 GC コースとのご縁に感謝して
松川　愛未

◆ 現在の所属
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療部
国立がん研究センター東病院 遺伝子診療部門
京都大学大学院医学研究科 医療倫理・遺伝医療学

◆ 遺伝カウンセラーコース：10 期生

京都大学医療倫理学・遺伝医療学分野（遺伝カウ
ンセラーコース）15 周年、心よりお祝い申し上げま
す。

2014 年 12 月より研究生、2015 年 4 月より遺伝
カウンセラーコース院生、その後も後期博士課程の
院生として、小杉眞司教授を始め、教室の皆様にい
つも大変お世話になっております。認定資格を取得
後も、日々の臨床の中で生じた疑問や困難に対し親
身になって耳を傾けてくださる先生方、先輩後輩
同期の存在は私にとって何にも代えがたい宝です。

「オープンキャンパス来てみなよ」という旧友　佐藤
智佳さんの一言がなければ、京大 GC コースとのご
縁はありませんでした。きっかけを作ってくださっ

た佐藤さんにとても感謝しております。
京大 GC コースとの出逢いで私の人生を一番変え

たこと、それは「普通でない方がいい」という小杉
先生の言葉です。節目節目で、いつもこの言葉に励
まされて参りました。特に、2017 年より小杉班の仕
事の一環で行かせて頂いた海外視察では、計画・実
施・報告、その過程すべてで、遺伝カウンセラーと
しても、人としても成長する機会を頂きました。こ
のような機会を下さった小杉先生にこの場を借りて
深謝申し上げます。

京大 GC コースの益々の発展を祈念しますととも
に、今後もご指導のほどどうぞよろしくお願い申し
上げます。

メッセージボイス
佐藤　優

◆ 現在の所属
地方独立行政法人 加古川市民病院機構 加古川中央市民病院 遺伝子診療部

◆ 遺伝カウンセラーコース：11 期生

15 周年おめでとうございます。今回の機会に京
大遺伝カウンセラーコースのホームページを見てみ
ました。入学前の私はここに何度も訪れ、期待と不
安いっぱいにキャンパスライフに書かれていたメッ
セージボイスを参考に学生生活をイメージしていた
のを思い出します。今改めて見てみると、先輩方が
書かれたメッセージに共感できる部分が増え、自分
自身の卒業した直後の気持ちが蘇ってきました。ま
た、それぞれの文章の内容などから誰が書いたもの
か想像できました。在学期間が被っていない先輩方
を想像できたのは、卒業後も在学生を気にかけてく
ださり、縦のつながりを大切にしてくださったから

こそだと思います。入学してからたくさんの出会い
があり、語り尽くせないほどの経験や思い出ができ
ました。遺伝カウンセラーとして臨床の現場に出た
今も、このつながりに助けられてばかりです。この
出会いのきっかけとなった京大遺伝カウンセラー
コースはもちろん、先生方、先輩方、同期、少しずつ
増えてきた後輩、遺伝カウンセラーコースに関わっ
てくださっている皆様に心から感謝いたします。そ
して、メッセージボイスのページから自分の書いた
ものが見つからなくなるくらい、京大遺伝カウンセ
ラーコースの歴史がこれからも続き、分野がますま
すの発展を遂げられることをお祈り申し上げます。
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遺伝カウンセラーコース 15 周年おめでとうございます
田口　育

◆ 現在の所属
独立行政法人国立病院機構 名古屋医療センター 遺伝診療科

◆ 遺伝カウンセラーコース：11 期生

この度は、京都大学遺伝カウンセラーコースの 15
周年、おめでとうございます。文面を考えながら、
大学院での日々が本当に濃密で充実していたことを
走馬灯のように思い出しています。

信頼できる先生方や先輩方、同期、後輩たちに恵
まれ、あれほど全力投球した濃密な時間を共有でき
た経験は、確実に今の自分の自信につながっていま
す。四季折々の京都の美しい景色に癒されながら、
仲間たちとたくさん語り明かしたことが思い出深い
です。思考のプロセスを大切にして、そこから発展
して新しい学びにつながることがとても刺激的でし
た。

まだまだ認定遺伝カウンセラーとして歩み始めた
ばかりですが、京大での学びを糧にして何倍にも返
していけるようにこれからも精進していきたいと思
います。自分の人生において誇りと思える有意義な
2 年間を過ごすことができたこと、さらに卒業して
からも、論文の作成にあたりまして先生方に多大な
るご指導やご助言をいただきましたこと、この場を
お借りして心より感謝申し上げます。

結びとなりますが、皆さまとともに15周年を迎え
られたことをお祝い申し上げ、京都大学遺伝カウン
セラーコースのますますの発展と皆さまのご健勝を
祈念いたします。

濃密だった 2 年間
松浦　香里

◆ 現在の所属
鳥取大学医学部附属病院

◆ 遺伝カウンセラーコース：11 期生

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース創立 15
周年を心よりお祝い申し上げます。京大で過ごした
2 年間を振り返った時、良かったと思うことが 3 つ
あります。
1.　刺激的な毎日だったこと

学内の講義や実習は大変充実したものでした。ま
た、他の研究室の人との交流があったことや多くの
学会、セミナーに参加したことで様々な知識・価値
観・考え方に触れることができました。本当に刺激
的な毎日で、認定遺伝カウンセラー ®を目指すモチ
ベーションになりました。
2.　自信とやり遂げる力が身についたこと

大勢の前でロールプレイ演習・症例カンファレン
ス・課題研究発表をやったこと、100 例を超える実

習を経験したことは、社会人になった際に大きな自
信に繋がりました。課題研究は悪戦苦闘しました
が、そのおかげで最後までやり遂げる力が身につき
ました。
3.　一生の財産となる仲間と先生方に出会えたこと

学生の頃、先輩方、先生方はいつも真摯に話を聞
いて的確なアドバイスをくださいました。つらい時
は同期と思いを共有して乗り越えました。今でも
困った際には、仲間や先生方に相談しています。私
は京大で一生大切にしたいと思える仲間や先生方に
出会えました。

京大での経験は私の人生に大きな影響を与えてく
れました。京大遺伝カウンセラーコースが今後益々
発展していくことを願っています。
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京大遺伝カウンセラーコースの繋がりは宝物
十川　麗美

◆ 現在の所属
京都大学医学部 研究生
岡山大学病院 臨床遺伝子診療科

◆ 遺伝カウンセラーコース：12 期生

京都大学遺伝カウンセラーコース15周年、心より
お祝い申し上げます。

私は、遺伝カウンセラーコースを卒業して 1 年半
が経ちました。遺伝カウンセラーコースに入学して
からの2年間は、学会やセミナー、研究など非常に充
実した日々を過ごしていたと時々思い返します。春
には入学式や卒業式、夏になるとお食事会や教室旅
行、秋には学会や同窓会、冬は課題研究発表会など
いろいろな行事が目白押しでした。京大に入学し、
志の高い仲間や後輩、優しい先輩方、熱心にご指導
下さる先生方と出会え、大きな財産となりました。
京大遺伝カウンセラーコースでは、やりたいことを
何でもさせて頂ける素晴らしい環境であり、貴重な
機会もたくさん与えて下さりました。そして、一人

では難しいことでも温かく見守ってご指導・ご支援
して下さる先生方や仲間がいました。

卒業後も先輩や後輩など様々な方々と関わりがあ
り、仕事を一緒にすることや相談し合うこともあり
ます。京大遺伝カウンセラーコースで得られた経験
と人脈は宝物です。在学中に先生方や先輩方が作っ
て下さる横の繋がりは、卒業後に実感し、全国でご
活躍されている先輩方と繋がりがあることで色々な
情報を共有することや教えてもらうことが出来まし
た。

これから遺伝医療分野ではいろいろなスキルが必
要とされるため、京大遺伝カウンセラーコースで得
た経験を社会に還元できるよう今後も励んでいきた
いと思います。

京都大学遺伝カウンセラーコースで得たもの
馬場　遥香

◆ 現在の所属
大阪市立大学医学部附属病院 ゲノム医療センター

◆ 遺伝カウンセラーコース：12 期生

京都大学遺伝カウンセラーコース 15 周年記念誌
の発行、心からお祝い申し上げます。私は12期生と
して入学し、卒後は遺伝カウンセラーとして大学病
院に就職し 2 年目になりました。遺伝カウンセラー
コースでの 2 年間は正直とてもハードでした。しか
し、遺伝カウンセリング実習に本格的なロールプレ
イ、課題研究で得られた経験や人とのつながりはか
けがえのないものだと就職後実感しています。

学生生活で特に印象に残っているのが課題研究で
す。私はシャルコー・マリー・トゥース病の患者会
にご協力をお願いしてインタビューを行いました。
宿泊イベントも含めて患者会の集まりに何度も参加
させていただき、インタビューではその方の想いの

深いところまで聞かせていただきました。患者さん
の生活や想いにより近づけたことは、遺伝カウンセ
ラーとしても、人としても貴重な経験でした。そん
な研究活動ができたのも、コースの同期や先輩・後
輩、そして先生方のバックアップがあったからこそ
です。

卒後は勤務先の病院での一人目の遺伝カウンセ
ラーとして着任しました。迷う事ばかりですが、先
輩や同期、また先生方に相談しながら、少しずつ院
内の遺伝医療の体制を整備しています。今後は自分
の経験を後輩たちに伝えていけるよう、より一層励
んでいきたいと思います。
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感謝とともに
小池　佳菜子

◆ 現在の所属
榊原記念病院 総合診療部臨床遺伝科
国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科 保健医療学専攻医療遺伝学分野 博士課程

◆ 遺伝カウンセラーコース：13 期生

「京大の遺伝カウンセラーコースに入るんだ！」と
高校生のとき受験勉強に励んだのも束の間、いつの
まにか修了し、遺伝カウンセラーとして働かせてい
ただいていることに月日の流れの早さを感じます。

遺伝カウンセリング学の領域は、学べば学ぶほど
に自分の小ささを突き付けられます。めまぐるしく
変化してゆく遺伝医療に追い付くのはたいへんだ
と、途方に暮れることも多いです。そんなところも
含め、私はこの領域が大好きです。また、認定遺伝
カウンセラー ®を目指すにあたり、歴史あるこの
コースで、小杉教授はじめ、最前線を走り続ける先
生方や認定遺伝カウンセラー ®の先輩方にご指導
いただけたことは、何にも代え難い財産です。そし

て、同じ時期に共に院生室で学ばせていただいた先
輩、後輩、そして愉快な同期の仲間に恵まれたこと
を、心からしあわせに思います。

思えば私は、一人のひととしての成長を求めて遺
伝カウンセリングの世界に飛び込みました。しかし
いまでは、自分のためのみならず、遺伝カウンセリ
ングの実践や研究を通して、ひとのため、社会のた
めに貢献したいと思っております。そのような志と
夢を与えてくださった関係者のみなさまに御礼申し
上げるとともに、末筆ながら、京都大学遺伝カウン
セラーコースのさらなるご発展を心よりお祈り申し
上げます。

遺伝カウンセラーコース創立 15 周年に寄せて
幅野　愛理

◆ 現在の所属
公益財団法人 がん研究会 有明病院

◆ 遺伝カウンセラーコース：13 期生

京都大学大学院遺伝カウンセラーコース創立 15
周年、誠におめでとうございます。心よりお祝い申
し上げます。

私は 2018 年に遺伝カウンセラーコースに入学し
ました。ここで過ごした 2 年間は本当にあっという
間で、これまでの人生の中で一番濃密であり、充実
した時間でした。当時は日々の課題をこなしていく
ことに精一杯でしたが、今振り返ると、先生・先輩
方の温かく熱心なご指導の下、志の高い同期との出
会いもあり、遺伝カウンセラーを目指す上でとても
恵まれた環境に身を置くことができたことを感謝し
ております。

2 年生の途中で課題研究のテーマを変更し行き詰
まった時や、実習やロールプレイで困った時にも、

研究室の多くの方の力強いサポートがあり、最後ま
でやり遂げることができました。卒業後、がん研有
明病院にて臨床に携わっていますが、遺伝カウンセ
ラーコースでの本格的なロールプレイの経験や、実
習で継続的かつ主体的にクライエントに関わらせて
いただいた経験が働いていく上での自信に繋がって
います。

一人前の遺伝カウンセラーとなり、京大の遺伝カ
ウンセラーコースが掲げているような、クライエン
ト・ご家族の立場を理解して新医療とのインター
フェイスとして働けるようにこれからも精進して参
ります。

遺伝カウンセラーコース関係者の皆様の今後益々
のご隆盛を祈念いたします。
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知識と繋がりを得た大切な場所
洪本　加奈

◆ 現在の所属
兵庫県立こども病院

◆ 遺伝カウンセラーコース：13 期生

この度は、京都大学遺伝カウンセラーコースの 15
周年に際し、心よりお祝い申し上げます。

京都大学遺伝カウンセラーコースで過ごした 2 年
間は充実し、とても良い経験となりました。資料や
教科書が山積みになっていて今にも雪崩が起きそう
な個人デスク、院生室の床で寝ている同期、院生室
で炊いたごはんの匂いが懐かしく思い出されます。

このような濃密な 2 年間を乗り越えて来られた
のは厳しくも優しい指導をしてくださった先生方、
様々な助言をくださった先輩方、そして一緒に頑
張ってきてくれた同期、話を聞いてくれた後輩たち
のおかげだと感じています。この 2 年間を乗り越

えたことで一回り成長できたのではないかと思いま
す。また、今後頑張っていく自信となりました。

現在は遺伝カウンセラーとして 1 人の職場で勤
務しており、京都大学遺伝カウンセラーコースで出
会った先生・先輩方、他の施設の先生・遺伝カウン
セラーの皆様との繋がりの有難さをひしひしと感じ
ている毎日です。このような繋がりは、授業や実習
で学んだ知識と同じくらい大切な財産となっていま
す。今後も遺伝カウンセラーコースで得た知識と繋
がりを生かし努力していきたいと思います。

最後になりますが、教室の益々のご発展をお祈り
申し上げます。

医療倫理学・遺伝医療学分野 15 周年に寄せて
横田　恵梨

◆ 現在の所属
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科

◆ 遺伝カウンセラーコース：13 期生

この度は、医療倫理学・遺伝医療学分野 15 周年、
誠におめでとうございます。心よりお祝いを申し上
げます。

私は、2018 年度に SPH に入学し、遺伝医療学分
野で非常に濃密な 2 年間を過ごさせていただきまし
た。思い返せば、小杉先生との出会いは大学 3 年時
のオープンキャンパスの前にとてもドキドキしなが
らメールを送ったところから始まりました。オープ
ンキャンパスで小杉先生とお会いし、とても厳しそ
うな先生だなと感じたことを今でも覚えています。
実際に入学してみると、小杉先生をはじめ、先生方
はとても温かく、多忙ながらもアットホームな環境
で、勉学・研究に励むことができました。遺伝医療

学分野で過ごした 2 年間の学びと経験はすべて私の
財産ですが、特に、先生方・先輩方・同期・後輩の
皆様、多くの尊敬できる方々との出会いはかけがえ
のない宝となりました。

私は遺伝カウンセラーとしての第一歩を踏み出し
たばかりで、臨床現場で悩むこともありますが、遺
伝医療学分野での時間が私自身を鼓舞してくれてい
ます。そのような特別な時間を作り出してくれた遺
伝医療学分野に、心より感謝申し上げるとともに、
今後益々のご発展をお祈り申し上げます。私も遺伝
医療学分野の発展に負けないように、精進して参り
たいと思います。
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遺伝カウンセラーを目指したきっかけ
小澤　瑳依子

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 2 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：14 期生

この度、京都大学遺伝カウンセラーコース開設 15
周年を迎えられたことを心よりお祝い申し上げま
す。このような記念の節目に、先輩方や先生方とと
もに手記を投稿させていただき大変光栄でございま
す。

家族や親戚に医療福祉関係の仕事をしている人が
多くいたこともあり、小さい頃から医療や福祉の分
野に関心を持っていました。大学では生命科学を専
攻し、遺伝学に興味を持ちました。また、生命倫理
学の講義で出生前診断のことを学び、自分で調べる
中で認定遺伝カウンセラーの存在を知りました。大
学で学んできた知識を生かすことができ、さらに医
療分野の中で自分の志す役割を果たすことができる

という点で、認定遺伝カウンセラーを目指そうと決
断したのがその時です。

入学後は、多くの先生方や先輩方からご指導いた
だき、同期から刺激を受け、忙しくも充実した毎日
を過ごしています。今年は感染症流行により状況が
大きく変わることもありましたが、同期との横のつ
ながりはより一層深まったように感じています。ま
た、先輩後輩との縦のつながりの強さも、当コース
ならではの大きな魅力であると感じております。

現在修士 2 年でありますが、当コースでの多くの
学びをもとに、先輩方のような遺伝カウンセラーに
なれるよう、今後も精進してまいりたいと思います。
よろしくお願い致します。

人との繋がりの大切さ
小林　明理

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 2 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：14 期生

京都大学大学院遺伝カウンセラーコースが 15 周
年を迎えられたこと、心よりお祝い申し上げます。
このような記念の折に拙文を寄せることは大変恐縮
ですが、お目汚しとならないよう精一杯綴りたいと
思います。

このコースに入学して、早くも 1 年半が経過しま
した。いま自分の頭の中は、就職・研究・実習です。
自分は社会人を経験せず大学院に入ったので、特に
就職については、自分の人生のステージを大きく変
える事柄と思い、何度も思案しております。そうし
た中で深く実感していることが、人との繋がりの大
切さです（文字数の都合で詳細は省略）。

自分はこれまで人を頼ることが苦手だったように

思うのですが、ここ最近は以前より自分から人を頼
れるようになったと思います。自分の行動を変えて
みると、自分の周囲には人との繋がりで溢れている
こと、それらに支えられていること、をこれまでより
強く感じました。これまでお世話になった先生方、
先輩方、そして同期の皆さん、本当にありがとうご
ざいます。この場を借りて感謝申し上げます。

これから遺伝カウンセラーとして働き始めるにあ
たって、自分だからこそできる遺伝カウンセリング、
なれる遺伝カウンセラーというものを考え目指して
いきたいです。まだまだ未熟者ですが、皆様、何卒
ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。



107

遺伝カウンセラーを目指したきっかけ
佐々木　佑菜

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 2 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：14 期生

この度は遺伝カウンセラーコース創設 15 周年を
迎えられたことを心よりお祝い申し上げます。僭越
ながら私が遺伝カウンセラーを目指したきっかけに
ついて書かせていただきます。

私は親戚に医療関係者が多く、小さい頃から医学
の面白さについて話を聞く機会が多くあり将来は病
院で働きたいと思っていました。しかし、大学受験
がうまくいかず希望の職種への道に進むことができ
なかったため、大学時代は煮え切らない思いを抱え
ながら部活に明け暮れる日々を過ごしていました。
そのような時に授業の一貫として、北大病院で認定
遺伝カウンセラーとして働いている7期生の柴田有花
さんの講義を受けました。これをきっかけに柴田さ

んから遺伝カウンセラーという職種について直接お
話を伺ったり、自分でも積極的に新聞やネット、論
文から情報収集をするうちに「もっと遺伝医療を学
びたい」という気持ちが強くなりました。再び熱く
なれる夢に出会えて今はとても充実した日々を送っ
ています。

入学後は小杉教授をはじめ様々な先生や先輩方に
お力添えをいただき、心より感謝しております。ま
た、互いにいい刺激を与えながら切磋琢磨できる同
期に出会えたことも一生の財産です。今年からはご
縁があり北大病院 臨床遺伝子診療部で働かせてい
ただくことになりました。今後ともよろしくお願い
申し上げます。

遺伝カウンセリングとの出会い
島田　咲

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 2 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：14 期生

この度は、京都大学大学院医学研究科社会健康医
学系専攻遺伝カウンセラーコース 15 周年を迎えら
れたことを心よりお祝い申し上げます。ご活躍され
ている先輩方およびお世話になりました先生方とと
もに、文章を寄せさせていただけることを大変光栄
に思います。

私は学部では、キイロショウジョウバエをモデル
生物として用いて、遺伝性の神経疾患の研究に取り
組んでいました。遺伝性疾患について調べる中で、

「遺伝カウンセリング」さらに「遺伝カウンセラー」
という職業があることを知りました。詳しく調べて
いくうちに、遺伝カウンセラーを目指したいという
気持ちが強くなり、京都大学大学院遺伝カウンセ

ラーコースを受験し、今に至っています。
入学後は、忙しく充実した日々を送っていました

が、1 年時の終わり頃から COVID-19 の感染が広が
り始めました。そして、2 年生になると授業・実習
のほぼすべてがオンラインになり、新しい日常が始
まりました。刻々と変化する状況に合わせて学ぶ機
会を与えてくださり、ご指導くださった先生方・先
輩方には心より感謝しております。また、院生生活
をさらに充実したものにしてくれている楽しく、頼
もしい同期にも感謝の気持ちでいっぱいです。

末筆ながら、一層のご発展をお祈り申し上げます。
これからもどうぞよろしくお願いいたします。
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遺伝カウンセラーコースに入学して
安部　東子

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 1 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：15 期生

15 周年おめでとうございます。この節目の年を、
京大遺伝カウンセラーコースの一員として祝福でき
ること、大変嬉しく思います。

学部時代より遺伝医療について興味を持っていた
のですが、遺伝医療は特殊性があり患者さんやご家
族に特別なサポートが必要であるのに、その役割を
担う存在が少ないことに課題意識を持ち、遺伝カウ
ンセラーを目指すようになりました。昨年、晴れて
京都大学遺伝カウンセラーコースに合格し、今年の
春に入学しました。

コロナ禍により、入学当初から先生方や研究室の
方々と直接お会いする機会がなくなり、不安な日々
でしたが、定期的にオンラインでの交流会や情報交

換をしてくださり、温かい雰囲気の中で学生生活を
送ることができています。

M1 の前期では主に遺伝医学やカウンセリングの
基礎知識を学び、また、合同カンファレンスへの参
加を通して実際の遺伝カウンセリングがどのように
行われるのか、などを学びました。かねてより自分
がしたいと思っていた勉強をできているという喜び
と充実感が得られています。

これからはいよいよ実習やロールプレイ演習が始
まります。反省の日々になるかもしれませんが、ク
ライエントの心の拠り所となるような遺伝カウンセ
ラーになるために、努力を続けていきたいと思いま
す。

目標は大きく !!
宇都　笑李

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 1 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：15 期生

創立 15 周年、おめでとうございます。15 年とい
う節目の年に入学させていただいたことに何か深く
ご縁を感じます。

さて、私は学部の 4 年間、教育を専門に勉強して
まいりました。その中で、ダウン症の子どもたちに
ついて学ぶ機会があり、NIPTでダウン症の可能性が
高いと分かったケースうちのおよそ 9 割が人工妊娠
中絶に至るということを知りました。そのことにモ
ヤモヤしたものを感じ、このモヤモヤに真剣に向き
合える何かはないだろうかということを考えるよう
になりました。それで出会ったのが遺伝カウンセリ
ングでした。遺伝カウンセリングを通して、自分自
身がこのモヤモヤについて問い続け、またクライエ

ントの方、生まれてくる子どもたちをサポートした
いという思いを抱き、入学を決めました。

その思いは今も相変わらず持ち続けています。同
時に新たな思いも芽生えてきました。遺伝カウンセ
ラーとして、教育現場でも何か役に立てることはな
いか、子どもたちやご家族がより安心して教育を受
けられる環境づくりに何か貢献できることはない
か、についても探究したいと思うようになりました。
実際、海外では、遺伝カウンセラーが教育現場で活
躍しています。様々な遺伝カウンセリングについて
勉強し、これから更に学びを深め、多様な人々が個
性を大切にしあいながら共に生きていける社会づく
りを目指していきたいです。
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遺伝カウンセラーを目指したきっかけ
大高　理生

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 1 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：15 期生

15 周年おめでとうございます。今年の春に京都
大学の遺伝カウンセラーコースに入学しました。新
生活で遠隔授業が始まるなど変化の大きい半年でし
たが、周りの方々の支えもあって慣れることができ
ました。

私が遺伝カウンセラーを目指したきっかけは偶然
の連続でした。

中学生の頃、目標もなく勉強もしない野球少年
だった僕は母から自分が生まれる前に亡くなった兄
のことを知らされました。それ以来、医療に関わる
仕事に就くことを目標にしました。その後、高校生
活では生物の先生の話が面白く、目をギラギラさせ
て授業を受けていました。その中でも特に遺伝学や

分子生物学に興味を持ちました。この経緯もあって
大学は生物の研究ができる学科で臨床検査技師の資
格を取得できる進路に決めました。入学後、ある日
の講義で数秒間でしたが遺伝カウンセリングの話が
取り上げられ「これがおれのやりたいことかも！」
と思いました。それをきっかけに数人の遺伝カウン
セラーの方とお話させて頂き、より興味を持ったた
め目指すようになりました。

これらは偶然であると感じますが、今振り返ると
これらは素敵な方々と出会えたからだと思います。
多くの方との出会いに感謝し、またどの方にとって
も出会えて良かったと思われるような人になりたい
です。ご指導宜しくお願い致します。

京大遺伝カウンセラーコースを選んだ理由
酒井　恵利

◆ 現在の所属
京都大学大学院遺伝カウンセラーコース 修士 1 年

◆ 遺伝カウンセラーコース：15 期生

創立 15 周年おめでとうございます。15 期生の酒
井と申します。生命科学分野出身ですが、そこで学
んだ知識を研究に活かすよりむしろ、個性溢れる一
人ひとりに還元したいなど漠然と思いながら、遺伝
カウンセラーという職に出会った時はときめきを感
じました。周囲からの反対もありましたが、それま
で出会った人との関わり、障がい学生支援の経験、
遺伝学の奥深さ、それらを伝えることで人を支えら
れる素晴らしさなど、思いを巡らすほどその志は高
くなりました。

加えて、私はどんな人でも受け入れられる芯の強
さを備えたいと思っています。オープンキャンパス

で出会った先輩方の相手を立てながらも的確に意見
するしなやかさと逞しさには魅了され、当研究室の
ポロシャツに憧れを抱きました。2020年はコロナの
影響で想像していた院生生活とは異なり、困惑する
状況も多いですが、先生方・先輩方からのお声掛け
や、各種行事での OB・OG からの応援など、その温
かさが画面越しにも伝わってきます。このような苦
境の中で垣間見える団結力は、まさに15年間で積み
上げられてきたものであり、その下で学べることは
とても心強く、そして最高に恵まれた環境だと感じ
ています。至らない点ばかりですが、先輩方の背中
を追いかけながら、今後も精一杯努めてまいります。
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